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　　序章　天使の慟どう哭こく







　絶望という名の悪あく魔まが、幼い少年の心臓に爪つめを掛けた。

　──気を失っていたようだ。目が覚めて身を起こしてみれば、辺あたりは瓦が礫れきの山だった。家のリビングにいた筈はずなのに、夕陽を遮さえぎる天てん井じようも、風を遮る壁かべも無くなっていた。

　少年の周囲だけが妙みように綺き麗れいで、少年も埃ほこり塗まみれではあったが、外傷はないようだった。だが、其そ処こ以外の全ては崩ほう壊かいし、砕くだけ散り、吹き飛んでいたのだった。

「な、なに……ごほっ、父さん、母さん……？」

　土埃に咳せき込みながら、父親が居た筈のダイニング、母親が居た筈の台所へと目をやれば、落ちてきた屋根に潰つぶされていた。瓦礫の下から赤い液体が流れ出しているのが見えたとき、途と端たんに息が苦しくなった。頭ず蓋がい骨こつの内側で、脳がふくらむ感じがして──

　そして少年は今、呼び掛けることすらできずにいる。泣くような風、盛せい夏かだというのに冷たく感じる。舌が喉のどに張り付いている。

「ああ、うあ……うああっ……」

　焦しよう燥そうが体を突き動かした。瓦礫へと駆かけ寄って、無我夢中で押し退けようとした。細い両腕が折れそうなほど力を籠こめても動かない。

　──ど、どうしよう、どうすれば、た、助け……誰か、助けを！

　立ち上がって周囲を見渡したとき、少年は硬こう直ちよくした。高台にある少年の家からは、街を一望できた。イタリア半島内陸部の歴史ある州都、少年の生まれ育った街。想像を絶する光景が。

　石レンガ造りの美しかった街並みは廃はい墟きよと化していた。所々で出火して、黒煙が上がっているのが見える。シルエットは酷ひどく平坦で、吹き渡る風を遮さえぎるものとてない。恐ろしく静かだった──そして、当然それだけでも少年を驚かせるに十分だったが、更さらに異様な物体があった。

　積み上がった瓦礫の上、無数に乱立する、巨大で異様な影かげ。高層ビルほどもある無機的なフレームに、生物の内臓めいた有機的な装そう飾しよくがびっしりとこびりついている。得体の知れない長方形の、板状の物体。中央、縦一線に亀き裂れつが入り、其処から左右へと開きかけている。

　まるで『門ゲート』のようだった。不思議なことに、隙すき間まからはゆっくりと霧きりが流れ出しており、少しずつ街を覆おおい始めていた。霧に煙けぶり始めた廃墟の中、墓標に似た気配をまとい、夕陽に影かげを伸ばすそれらは、とんでもなく超自然的な光景を生み出している。

　見ていると、何もかも夢なのではないかと思えてくる。悪い夢なのではないかと。心からあらゆる現実感を奪うばい去る、麻ま薬やくのような光景だった。

　今日という日は、少年にとっては、ありふれた日だった。穏おだやかな夏の夕暮れ。明日は土曜日で、仕事から帰ったばかりの父親はダイニング・テーブルで寛くつろいでいて、母親は台所で夕飯を作っていた。

　週末は何ど処こか旅行に行こうか──父親が言った。床に座って絵本を読んでいた少年は目を輝かがやかせて、ゆうえんち！　父親は笑い──じゃあ、ローマまで出よう。母親が振り向いて、まあ久しぶり！　弾はずむ声で返した──その瞬しゆん間かんだった。突とつ然ぜん衝しよう撃げきがあったのだ。物もの凄すごい衝撃が。

　ありふれた週末になる筈はずだったのだ。ありふれていて……しかし、少しだけ特別な週末に。

　何一つ分からないが、助けを呼んでも無む駄だらしいことは、辛かろうじて分かった。少年は再び聳そびえ立つ瓦が礫れきへと向き直ると、全体重を掛けて押した。びくともしない。

　心臓が苦しい。絶望の爪つめが食い込む。

　少し気弱だが優しくて、底抜けに明るい父親だった。イタリア人にしては働き者だった。そんな父親と、家族の反対を押し切って一いつ緒しよになった日本人の母親は、意志の強い凛りんとした女性だった。怒ると怖こわかったが、少年は大好きだった……

「う、ううう……父さん！　母さん！　う、うぐっ」

　瓦礫を押しながら、遂に呼んだ。返事は無い。歯の根が合わない。

「父さんっ!!　母さんっ!!　うわああああああああっ!!」

　一度叫さけんでしまえば、遂に両目から涙が零こぼれた。返事は無い。返事は無いのだ。

　なにがどうしてどうしたら？　何かが酷ひどく狂っていた。染しみ込むほどの静せい寂じやくが。頭上の夕暮れの美しさが、無力な自分が、優し過ぎる思い出が、脈打つ心臓が、気持ちが、頭が……

「──両親を……助けたいかね？」

　ねっとりと、空気を湿しめらすような声がして、少年は弾はじかれたように視線を向けた。いつの間に其そ処こに居たのか、グラン・サッソの山々に沈み行く夕陽を背負った影へと。

　迫り来る宵よい闇やみをそのまま羽織ったかのような、漆しつ黒こくの装い。風を孕はらんで翻ひるがえるフロックコートも、シャツもベストもズボンもタイも、シルクハットも髪も、全すべてが同じく黒い。微ほほ笑えみを浮かべた貌かおだけが抜ぬけるように白く、少年に向けられた両目は血のように赤い。

　余りの異様な風体に、一いつ瞬しゆん少年は息を呑のんだが、とにかく大人だ。

「た、助けて、お願い!!」

　涙を散らして、縋すがるように叫べば、男は首を傾かたむけて嗤わらいながら歩み寄って来た。

「大切なのは、君の意志さ」

　右手を懐ふところへと差し入れながら、少年の右手を左手で取る。体温を感じない、蝋ろう細ざい工くのような手。右手を抜き払うと、上向かせた少年の掌てのひらに、ぽとりと小さな物を落とした。

　指輪だった。台座はなく、黄金色の金属で造られた、シンプルな意い匠しようの指輪。不思議なことに夕陽の反射ではなく、自ら光を放っていた。明めい滅めつするように。

　男は手を離すと、鮮せん血けつのように生々しく赤い眼で少年を見下ろした。

「それはどんな願いも叶かなえる魔ま法ほうの指輪だ。両親を助けたいなら、嵌はめてみなさい」

　疑わしいと思うには少年は幼く、また余よ裕ゆうもなかった。頭の中は真っ白で、真っ当な判断力など残っていなかった。両親が助かるなら、何でもする。

　言われるがまま、震ふるえる指で焦あせりながら、指輪を嵌はめた。左手の薬指にしたのは、母親も父親も其そ処こに指輪を嵌めていたからだ。輪が大きすぎて落ちるかと思われたが、嵌めた途と端たんにどういう仕組みか形状を劇的に変えながら、ぴったりと収まった──瞬しゆん間かん、放たれる光こう輝き！

「おお……指輪が……」

　男が放った歓かん喜きの呟つぶやきに続いて、霧きりに煙けぶる街のあちこちから、倒とう壊かい音おんが鳴なり響ひびき始めた。驚おどろいて見れば、無数の建造物が崩くずれ始めていた。次々に弾はじけとんでいく。

　男は堪こらえ切れない、という風に哄こう笑しようした。

「ふふ、ふはは、はははははは、『門ゲート』が砕くだけた！　奴やつらめ、恐れをなしたな！　くくく……こいつは凄すごい、本物だ！　遂ついに見つけたぞ！　フハハハ！」

　喜びに震える声が響く中、やがて全すべての『門ゲート』が崩れ去れば、霧は急速に晴れていった。深海の底から浮かび上がるように、風景が徐じよ々じよに現れてくる。滅ほろびの都市が。

　笑い続ける男へと、少年は縋すがるように目を向けた。

「……こっ、これで、父さんと母さんは、助かるんだよね!?」

　男の赤い両目は、夕陽の最後の残照を映して冷えた。

「ん？　いや、助からないよ」

「……え？」

「助かるわけが無いだろう？　君の両親は、死んだんだよ」

　喉のどの奥で嗤わらう男を、少年は呆ぼう然ぜんと見上げていた。

「な、なん……」

「死　ん　だ　ん　だ　よ」

　──誰だれが……？

「それが生きているように見えるのかね？　瓦が礫れきの下敷きになって、道路で轢ひき潰つぶされた蛙かえるのようになって、死んだんだよ、君の両親は」

　男は恍こう惚こつとした表情で語り続ける。夜へと落ちていく滅びの都市を背負って。講談師のように。男の声は少年の耳じ朶だに、わんわんと残ざん響きようする。頭が割れそうだ。

「ウソ、だよ……」

　──そんなのは、ウソだ。ウソに決まってる。信じない、信じられるわけがない。

　男は鷹おう揚ように頷うなずいた。

「見なければ信じられないか、そうだろうな。人の心は希望を追うに容易たやすく、絶望は受け入れ難がたいものだからな……フゥンッ！」

　男が無造作に左手を振るえば、突とつ如じよ、破片と粉ふん塵じんを散らしながら、屋根だった瓦礫が持ち上がった。どのような技か、まるで見えないクレーンに持ち上げられるかのように。粘ねばりつくような音がした。

　そして──少年は見た。見てしまった。それを。

「そら御覧よ。どうなっている？　君の大好きな両親は」

　いっそ優しくすらある、男の囁ささやき。

「あ……あ……」

　絶望が。

　心臓を。

　握にぎり潰つぶす音が聞こえた。

「あ……ああ、あ……あああああ……」

　震ふるえる少年の唇くちびるから、抑よく揚ようの無い絶ぜつ叫きようが零こぼれ始める。

　目を背けたい。でも背けられない。現実離れした世界の中、赤々と圧倒的な現実感。溢あふれ返るほどの血の臭しゆう気き。中身をあちこちから零して、骨と皮だけが残ったような、二つの残ざん骸がい。

　──ウソだよ……こんな……こんなこと……

「あああ、あああ……」

　──だって、さっきまで……ほんのついさっきまで、お父さんもお母さんも楽しそうで……言ってたじゃないか、ゆうえんちに行くって……言ってたのに……

「ああああ、あああああ、ああああああッ!!」

　怒いかりでも哀かなしみでもない、色の無い激情が、少年の思考と感情を吹き飛ばす。

　少年の絶叫に合わせて、指輪が凄すさまじい閃せん光こうを放ち始めた。ドーム状の光は周囲を覆おおい尽つくし、あらゆるものの輪郭を消し去っていく。眩まばゆい閃光に曝さらされながら、男は笑えみを刻んだ。

「ふはは、ついでに教えておいてやろう。この街を破は壊かいし、お前の両親を殺したのは私だ。先に私が行った『儀式』の余波でこうなったのだ！」

　少年の姿は光の中心、今や影かげすら見えないが、その言葉に応じるように光が強さを増し、感情の高ぶりを示していた。男は尚なおも嗤わらう。

「……そうだ、怒れ。我を忘れるほどに。強い想いほど、付け込み易やすい……お前が怒りで力を使い果たすとき、或あるいは悲しみで心が砕け散るとき、指輪に認められたその肉体を私が貰もらい受ける……さあ思い出せ、無残な両親の姿を！　そのまま、狂ってしまえ！」

「あ──────!!」

　少年の叫びに比例し、光の半球が広がっていく。既すでに縁は家の敷しき地ちを乗り越えて、街路へと達しようとしていた。その中心付近、期待に満ちた男の笑みが、ふと消えた。

　右手を持ち上げ、屋根を持ち上げたときと同じような超常の力を発揮し、不可視の力場を発生させて障しよう壁へきを作り出す。

「あ────────────────!!」

　少年の叫び声に応じて、光の奔ほん流りゆうは今や街の一区画を覆うまでに広がり、圧を高めていた。男の障しよう壁へきが砕くだけ始める。周囲で瓦が礫れきが蒸発し始めている。

　先程までの喜き悦えつの様子は消え失せ、男の表情は真剣だった。

「こんな子供が、なんという潜在力！　これが聖王の血統か……ハァッ！」

　左手に右手を沿え、障壁を強化する。支えを失った屋根が再び落下し、激しい震しん動どうを生む。閃せん光こうは更さらに勢いを強めていく。少年の尽きせぬ想いを体現するかのように。鬩せめぎ合う超常の力と力──やがて男は何かを感じ取ったかのように、男はふと紅玉の瞳ひとみを脇わきへと向けた。

「むう、『教会』の連中が来たか……時間切れだ」

　障壁の消しよう滅めつと同時に、後ろへと跳とんだ。閃光の生み出す自らの濃い影かげを踏むと、まるで其そ処こが水面であるかのように、男の体は影の中へと沈んでいく。

　両目が沈み込む間ま際ぎわ、赤い瞳が叫び続ける少年を見み詰つめる。宿るは渇かつ望ぼうの光。

「その指輪、今は預けておく……良く洗っておくんだな。お前の血と涙で」

　言葉を残して頭頂まで沈めば、光の中にあって染みのような影も消える。

　男の姿が無くなっても、少年はひたすら叫び続けていた。胸の奥おくにただただ、両親の面おも影かげだけを学まねび返しながら。壊こわれゆく自らの魂の破片のように、閃光を撒まき散らし続けて。

　どれほど経たっただろうか？　ふと、声が聞こえた。

「──おい、坊主ぼうず、大だい丈じよう夫ぶか!?」

　先の黒衣の男とは似ても似つかぬ、伝法な口調だった。

　少年は意思らしい意思を失った、無表情な両目を巡めぐらせた。叫び声は止んでいたが、光の洪こう水ずいは依い然ぜん放たれ続けている。

　少年から少し離れた辺あたり──家の門があった辺りに、男の姿はあった。太い両腕を身体からだの前に掲かかげて盾たてとしながら、じりじりと歩み寄って来る。閃光の爆心地、少年の元へと向かって。

　東洋人らしき中年男だった。両腕の隙すき間まから、丸眼鏡を掛けた顔が見える。ピッチリと首元まで覆おおうカラーに、一列のボタン、裾すそは足首までをすっぽりと包む。神聖服キヤソツクと呼ばれる装いに似ているが、神父にしては異常なほどに、その肉体は鍛きたえ抜ぬかれていた。盾とする太い両腕には、銀色の輝かがやきを放つ手甲ガントレツトが装着されている。

　──くるな……

　少年が思えば、破は壊かいの光が再び威力を増す。

「ぐうおっ!?　凄すげえ力だ……こりゃいけねえ、暴走してやがる」

　神聖服の裾がボロボロと崩くずれ始めるが、男は足を止めない。堅けん実じつな歩みだった。

「おい、落ち着けボウズ！　このままじゃ死んじまうぞ！」

　この光が、少年自身の命を費やして放たれていると、男は知っていた。

「うるさい、近づくな……」

　殆ほとんど無意識のまま、少年は呟つぶやく。幾いく分ぶんか光量を弱めた光の中、手て負おいの獣けものの表情で。

「……お前もぼくを……騙だますんだろ……！」

　男は眉まゆを寄せ、

「んなつもりはねえよ！　どうした、何があった！」

　男の言葉が、少年の真新しい傷口を抉えぐり返す。歯を食いしばり、両手を強く拳こぶしに握にぎり込み、両目から涙を溢あふれさせながら、血を吐はくほどに叫さけんだ。

「父さんも、母さんも死んだ！　お前も死ね、皆、死んじゃえ!!」

「……あー、そうかァ……」

　男は呟つぶやくと、構えを解いた。少年の放つ閃せん光こうが力を強めていく中、無防備に体を曝さらした。剥むき出しになった顔面が焼かれていく。

「つらいこと訊きいちまったな……悪かった」

「だまれ！」

　少年の絶ぜつ叫きようの最中、男は無防備に歩いて来た。周囲に吹き荒れるのは、瓦が礫れきを焼き払う程の力だ。無事である筈はずがないだろうに。歩きながら、両手を交差するようにして、手甲ガントレツトを力づくで剥はぎ取ると、焼けた地面に落とした。がらん、がらんと金属音が鳴る。

　そうして男は少年の目の前に立つと、悲しげに微ほほ笑えんだのだ。

「……坊主ぼうず、この光はな、お前の魂だ。お前の心だ。お前がどんだけ、両親を大切に想っていたか、今どれだけ悲しんでいるか、良ォく伝わってくる……」

　男は膝ひざを折って少年と視線を合わせると、爆心地へと手を伸ばした。指先が焼けるのも構わず少年の肩へと掌てのひらを置いた。慰なぐさめるように、励はげますように、認めるように。

「なァ……この力、誰だれかを殺すためじゃなく、守るために使ってやっちゃくれねえか？」

　男の目が余りにも優し過ぎて、

「まもり、たかった……」

　言葉は口をついて出た。大おお粒つぶの涙が後から溢れ出す。

「まもりたかったのに!!」

「……そうだよなァ、悔くやしいよなァ……」

　男の目は涙を流していないが、泣いているような印象があった。太い腕が伸びて、少年の細い体を抱だき締しめた。光に身を焼かれることなど、何一つ構わぬという動作。有無を言わさない抱ほう擁よう。問答無用の温ぬくもり……

　少年の自我が戻ってくる。反比例して光は弱まっていく。

　瓦礫がブスブスと煙を上げていた。男も全身から同じように煙を上げている。神聖服キヤソツクの上着は大部分が灰と化して崩くずれ、剥き出しの肌はだも焼やけ焦こげていた。

　男は片腕で抱き締めたまま、もう片手で少年の柔やわらかい黒髪を撫なでた。

「──坊主、お前は今から、俺おれの家族だ」

「え……？」

　掠かすれた声で、少年は呟く。

「俺おれがこれから、お前を守るよ。どんなことからも」

　優しい言葉を耳に、少年は自分の内側で荒あれ狂くるう感情の波が、落ち着いていくのを感じていた。そしてとにかく、急激に眠かった。体の中から、あらゆるものが抜け落ちていく感覚があった。血も涙も、心も感情も──寒い。

　まるで力が入らない。深い淵ふちに落ちていくように。自分はこのまま、死ぬのだろうか？　目を閉じれば、父親と母親の元に逝いけるだろうか──やっぱり、全部夢だったのかも？　きっと目が覚めたら二人とも無事なんだ。どうしたの、怖こわい夢でも見たの──母親がそう言って。よしよし、こっちにおいで──父親が言って。抱だきついて、泣きついて、明日はゆうえんちに、行くんだ……閉じかけた瞳ひとみは、そんな黄金風景を見ていた。

「……おい、坊ぼう主ず？」

　少年の全身から力が抜けたので、男は控ひかえめに呼び掛けたが、返事は無かった。両目は既すでに閉じられている。憔しよう悴すいし切った顔だったが、頬ほおには穏おだやかな笑みが浮かんでいた。

　急いで息と脈を確認して、男は胸を撫なで下ろした。生きている。

「今は少し休みな……」

　男は呟つぶやくと、少年を軽々と左腕で抱だき上げた。右手でズボンのポケットから壊こわれかけの通信機を取り出し、険しい表情でリダイヤルを押す。

「……生存者一名、確認した。子どもだ……ああ、一度戻る」

　携帯を仕し舞まってから、壊かい滅めつした町並みを見下ろした。少年の光が消えた今、辺あたりは一層暗い夕ゆう闇やみだった。静かだった。むしろ、静せい寂じやくしかなかった。命の灯の消え失せた静寂は、寂せき寞ばくに満ちていた。

　男は黙って片手で十字を切る。その眉み間けんには、深い苦悩と悲ひ哀あいが畳たたみ込まれていた。







　この日を境に、世界は変質していった。光満ちる昼日中の世界から、霧きり煙けむる黄昏たそがれの世界へと。赤眼の男が行った、とある『儀ぎ式しき』によって。

　変化はいつも唐突で、結果が現れてくるのは遅すぎる。誰だれにもそれを止めることはできなかった。夕陽が沈んでいくように、天てん秤びんが傾かたむいていくように。

　後に事情を知る者たちに、『始まりの悲劇』と呼ばれるようになる出来事。七歳の少年は、ただ一人の生還者となった。

　幼い瞳ひとみに鮮せん明めいに焼きついた、小さな世界の終わり。そのあまりにも大きな喪そう失しつを、彼が何とか抱かかえられるようになるには、これから、あまりにも長い時間を必要とした。







　──そして、十年の歳さい月げつが流れる……







　　一章　リヴェンジャー・イン・ザ・ナイトフォッグ







　上空から見下ろせば、都心から郊こう外がいへと向かう幹線道路に列を成すテールランプは、薄く棚たな引びく霧きりに霞かすんで、まるで光の河のようだった。

　ほうぼうで、まばらにクラクションが鳴っている。日本人はこういうとき我が慢まん強い方だろうが、何せもう三十分近く、ほとんど動いていないのだ。夕飯時だし、腹が減れば誰だれだって怒おこりやすくなる。まだ梅つ雨ゆ前だというのに蒸し暑い夜で、それもよくない。

　渋じゆう滞たいの原因は、先にある交差点で行われている交通規制だった。車両誘ゆう導どうに当たっている人員が、道路メンテナンス会社の社員などではなく機動隊員であることに、剣けん呑のんな雰ふん囲い気きを感じ取る者もいるだろうか？

　通行止めされている路線は、濃い霧の中へと続いている。都市の灯あかりを滲にじませ、あらゆるものの輪りん郭かくを曖あい昧まいにする霧の中心点には、巨大な方形の建築物がある。倉庫型量販店だ。これほどの規模の店てん舗ぽは、地価の関係で都心部ではなかなか実現できない。

　周辺を通る車も歩行者もない今、静まり返っているかと思いきや、駐車場になっている屋上は、意外にも賑にぎやかだった。ただし、楽しげな意味合いではない。

　響ひびき渡わたるのは悲鳴、呻うめき、或あるいは啜すすり泣き。

　苦痛を奏者として、人間という楽器が奏でる様々な音楽。十数人の楽器たちは、繊せん細さいなチューニングを施ほどこされた姿で、霧の中に並んでいる。

　辺あたり一面、コンクリートの床ゆかを突き破って、捩ねじれ曲がった鉄の槍やりが無数に生えている。錆さびの浮いたそれらに、休日を利用して買い物に来ていたのだろう、老ろう若にやく男なん女によ様々な人たちが、全身を串くし刺ざしにされた状態で浮かんでいた。床には幾いく筋すじもの細い血の川が出来て、排水溝に流れ落ちていく。

　彼らは死んでいない。徹底的に急所を外されて身を貫つらぬかれ、気絶することすら許されないまま、時折揺ゆらめいてはメロディを発し続ける。

「……ぐ、う……なっ……なんで……こ、こんな、こと……」

　貫かれている内の一人、若い男が呟つぶやいた。痛みと失血で意識は朦もう朧ろうとしている。

　声の向かう先には、男よりも僅わずかに年下と見える青年がいた。高校生ぐらいだろうか。ただ一人だけ槍やり衾ぶすまに囚とらわれず、自分の足で立っている。目鼻立ちは整っており、ダメージジーンズに、ライオンのタテガミめいたファー付きの白いコート。ありふれた格好ながら、一度見てしまえば目が離せないような存在感がある。それでいて一度目を離せば忘れてしまいそうな、不思議な儚はかなさもある。立ち枯れの森を思わせる赤あか錆さびた風景の中心に、悠ゆう然ぜんと佇たたずんでいた。

「いや、俺おれもこんなん、やりたくないんだけどさ、趣しゆ味みじゃないし」

　答える青年の整い過ぎた顔には、超然的な微ほほ笑えみが浮かんでいる。霧きりを震ふるわせるその声も、魂を融とかすほどに美しい。

「けどアイツが、力が要るって言うんだよ」

　青年は顎あごで背後を示した。其そ処こには、天を突くような巨大な『門ゲート』があった。主材質は駐車場のコンクリートで、得体の知れない生物的な装そう飾しよくが絡からみ付いている。扉とびらは三割方開き、隙すき間まから泥どろのように濃厚な霧が流れ出して来ていた。その更さらに奥おく、闇やみの向こうには、何か大きな存在の気配が感じられた。

　──魔ま人じん。

　男の消えかけた意識に思い浮かんだ単語。

　少し前からネットで時折話題に上る、人知を超えた力を持つ者たちの総そう称しよう。彼らは『門ゲート』と共に現れるのだという。都市伝説の類たぐいだと思っていたが、実在していたとは。

「お兄さん、恋人は居るかい？」

　青年が問いかけながら、男へと歩み寄る。返事はない。精も根も尽つき果てた様子で項垂うなだれている。顔色は蝋ろうのように白い。

　青年は手を伸ばすと、左右に伸ばされた男の両腕のうち、右手の親指を掴つかんだ。無造作にベキリと折る。声ならぬ悲鳴が木霊こだました。

「もし居るなら、その人のことを思い出しなよ。もう二度と逢あえないんだからね」

　続いて男の人差し指へと手を伸ばしかけた青年が、不意に動きを止めて空を仰あおいだ。

　指を折られた男の悲鳴が細く残ざん響きようして消え、啜すすり泣きへと変わる頃ころ、純粋だった苦痛のメロディに、不協和音が混じり始める。霧打つヘリのローター音だった。

　青年は口の端はを上げて呟つぶやく。

「来たか、黒装退魔師団ホーリーオーダー……」

　青年の興味は、自ら作り上げた苦痛の園には、既すでに無い様子だった。絶望に呻うめく人々になど一片の価値もないと言いたげに。空を見上げるその瞳ひとみ、超然として底を見せなかったその奥に、確かな憎しみの光が宿っていた。

「早く来いよ……居るんだろ？　其処に……殺してやるからよ」







　静かな町の上空を、夜や陰いんと霧にまぎれて飛ぶ、一機のヘリ。火器こそ積んでいないものの、装そう甲こうの厚さは民間機の比ではない。カラーリングは黒。機体の左右後部に、控ひかえめにペイントされているのは、銀の十じゆう字じ架かだ。

「じき、現地上空に到達する。準備を」

　操縦士が後部座席へと声を投げた。

「はーん、もうできてるってーの。いつでもおっけー」

　あっけらかんとした声が返る。

　煙けむる月光が機内を照らせば、両りよう膝ひざを揃そろえて座っているのは、年とし端はも行かぬ少女だった。窓の外を睨にらみ付ける眼まな差ざしは鋭い。セミロングの髪をポニーテールに纏まとめている。黒地に銀の縁ふち取どりがされた衣服は、シスター服と呼ぶにはいささか躊躇ためらう機能的なデザインではあるものの、首にロザリオのチョーカーが掛かっていて、清せい楚そな雰ふん囲い気きがあった──先の口調を省みるに、外見だけは、ということになるだろうが。

　しかし、少女がその細い両腕で恋人のように抱かかえているのは、そうした外見的な清楚さとは無む縁えんの物体だ。ボルトアクションの軍用狙そ撃げき銃じゆう、アークティク・ウォーフェア。少女の手に握にぎられるには、無骨過ぎる存在感。

「……ほんっと、凄すごい霧きり。かなりの深度まで異郷化が進んでそう。早くしないとマズいか……良い？　攻撃は基本的に私がするから、あんたは捕つかまってる人たちのガードを最優先で。わかった？　ねえ……ねえって、ちょっと？」

　返事がないので、少女は怪け訝げんそうな顔で、隣となりに視線を向けた。

　果たして其そ処こでは、もう一人の搭乗者である青年が、腕組みをしたまま大口を開けて眠りこけていた。男物と女物の違いこそあるものの、着ている服は少女と同系統のデザイン。座っていても分かるほど背が高く、小こ柄がらな少女と比べてかなりの身長差があるが、顔立ちにはあどけなさが残っている。特筆すべきは髪の色で、柔やわらかそうな銀髪だった。

　一拍後、少女の火の出るような裏うら拳けんが、青年の顔面へと飛んだ。ガツンと重い音がした。

「──痛ッ!?　てえな、何すんだよ！」

　額を押さえて呻うめく青年。

「起こしてあげたんじゃん。まったく、いやに静かだと思った」

　少女は拳こぶしを引きつつ白い目。

「別に寝てねえっつーの……精神統一してただけだ」

　額をさすりながら言う青年。こうして起きても、寝ているときとあまり雰囲気が変わらない。一言で表現するなら『昼ひる行灯あんどん』か、背の高さと相あい俟まって、もっと悪く言うのなら『でくのぼう』か。

「ああもう良い黙って、突つっ込こむのも馬鹿らしい」

　少女は遠えん慮りよない。

「──着くぞ」

　操縦士が諌いさめるように言うと、二人の表情が一気に引ひき締しまった。勢い良く、それぞれ左右のスライド・ドアを開く。

　銀髪の青年は左手で、シートに立てかけてあった刀の鞘さやを乱暴に引ひっ掴つかんだ。黒くろ漆うるし塗りの鞘に、革かわ紐ひもを巻いた柄つか、無地の鍔つば。実戦的な拵こしらえだった。抜かれるときを待ちながら、静かに息を潜ひそめるような気配を纏まとっている。

　無む銘めい。号は『草薙クサナギ』。海中より引き上げられた古いにしえの神剣を芯しん鉄がねとして打ち直し、打刀としたものだ。前身たる剣けん璽じの威名をそのままに受け継いだ、由ゆい緒しよ正しき神刀であった。

　青年は、吹き込んでくる風に負けないように声を張り上げた。

「足手まといになんなよ、八や慧え！」

「ちょ、誰だれに言ってるわけ!?　先せん輩ぱいに向かって！」

　少女が答える頃ころには、青年は既すでに飛び降りている。少女も舌打ちして続く。

　地上二百メートル、落下時間は約六秒。二人とも、パラシュートを着けている様子はない。例たとえ着けていたとしても、開き切る前に地面に激げき突とつする高さだ。

　少女は焦あせる様子もなしに眼下、霧きり煙けむる倉庫型量販店の屋上駐車場へと銃じゆう口こうを向けた。遊びの多い衣装が、ぶつかってくる風と霧に激しくはためく。銃が大きすぎて、少女が持っているというよりは、銃に少女がくっついているといった風ふ情ぜい。

　──一射！　手動で薬やつ莢きようを排出、間髪入れずに二射！　雷らい鳴めいのような銃声が轟とどろく。狙ねらいは正確極まりない。ほぼ直上から、ターゲットの左右の肩にそれぞれ一発ずつ。

　直後二人は、電灯に照らされて霧の中に浮かび上がる、赤あか錆さびの森へと突っ込んだ。コンクリートに激突する寸前、二人は凛りんと声を合わせた。

「「正典カノン式降下術、『落下制せい御ぎよ』！」」

　物理法則を無視した異様な浮力が一いつ瞬しゆんだけ生まれ、二人の落下の勢いが相そう殺さいされる。そのまま難なく着地した。

　果たして周囲は、まるきり地獄のようだった。槍やりで構成された針葉樹林に、血の河が流れる風景。百も舌ずの速はや贄にえのように枝に刺さった車と人々。それらの中心に『門ゲート』とターゲット。

　青年は油断なく、かといって気負いもない様子で相手を観察する。年は自分と同じぐらい。つまり高校生ほど。かなり現実離れした美び貌ぼうだが、今気にすべきはそこではなく、全くの無傷であることだ。

　青年と視線が合うと、ターゲットは微び笑しようを浮かべたまま、握にぎりこまれた両手を見せ付けるように持ち上げた。指が開かれれば、澄すんだ音を立てて弾だん丸がんが転がった。

「……あれ銀弾か？」

　目線を反らさぬまま、青年は少女へと尋たずねる。

「銀弾」

「うへえ、伯はく爵しやく級以上確定じゃねえか……」

　青年は顔をしかめた。

　銀弾は、七日七晩の儀ぎ式しきを経て聖別された銀を弾頭に作られる弾丸であり、低級の動物霊れい程度なら掠かすっただけで消しよう滅めつさせられる。それが効かない──つまり、強力な力を秘めていると推察されるターゲットは、微ほほ笑えんだまま語り出した。

「アンタら、黒装退魔師団ホーリーオーダーの退魔師エージエントだろ？　そっちの女の子が古こ都と城しろ八や慧えちゃんで、アンタがシオン・タケハヤ・ベルナルド……で、合ってるよな？」

　黒装退魔師団ホーリーオーダー──内閣直属の特務機関ではあるが、どの組織名めい簿ぼにもその名前はなく、公にはされていない。主な活動内容は、魔ま人じんによって引き起こされる事件の解決。設立の際には、古くから魔人と関わってきた『教会』が大きく関かん与よしており、未いまだに影えい響きよう力りよくは弱くない。

　十年前、イタリア内陸部の州都にて行使された、大規模な儀ぎ式しき魔ま法ほう『大召喚グレーター・サモン』により、魔人の発生率は世界規模で跳はね上がった。それに伴い増加した魔人犯罪に対抗する為には、独自の機動性と、超法規的権限を持つ組織が必要だったのである。シオンと八慧は、その黒装退魔師団ホーリーオーダーの、若き退魔師であった。

「……詳くわしいじゃねえか。後ろの悪あく魔まに教えてもらったかよ？」

　シオンは、左手の刀の柄つか頭がしらで『門ゲート』を指しながら、挑発気味に返す。

　当然だが、魔人についてアンダーグラウンドで広まりつつある噂うわさ以上の情報を、黒装退魔師団ホーリーオーダーは保有している。

　あの『門ゲート』は、現実世界こちらがわとは異なる時空、『異郷』へと通じる。

　魔人たちが振るう超常的な力の源は、異郷に棲すまう知的存在、『異郷徒』たちだ。中でも強大な力と高度な知性を持ち、現世にまで干かん渉しようして来る者たちを、教会では『悪魔』と呼び、等級を定めていた。彼らの目的は、人間の意志の源、すなわち魂の収集。悪魔は人の魂を喰くらい、その力を強める。強い悪魔ほど巨大な『門ゲート』を持ち、大きい『門ゲート』ほど多くの魂を転送できる。

「まあね……なあ、アンタらも魔人のくせに、なんで魔人を狩るんだ？」

「魔人にも色々いるだろ」

　シオンは淡たん々たんと返した。

　魔人とは即すなわち、悪魔の力を振るう者たちの総そう称しようだ。魔ま力りよくを帯びた肉体は、運動能力、防御力、回復力などの身体能力が、常人と比べて高くなる。

　そして更さらに魔人は、大きく二つに分けられた。一つは、悪魔の甘かん言げんに踊らされ、彼らの傀儡くぐつとなって魂を集め続ける『悪魔憑つき』。そしてもう一つは、悪魔と対等の専属契約を交わし、その契約に基づいて魔力を行使する『契約者』だ。あの青年は前者であり、シオンたちは後者となる。

　ターゲットの青年は両腕を軽く広げ、屈くつ託たくなく語る。

「分かんねえなあ……もっと自由に生きようぜえ？　そんだけの力が、俺おれたちにはあるだろう。教会に弱みでも握にぎられてんのか？」

「別に強要されてるわけじゃねえ。これが俺の自由なんだ」

　相変わらず淡々としたシオンの返答に、青年は肩を竦すくめると、八慧へと視線を向けた。

「八慧ちゃんみたいな可か愛わいい女の子、傷つけたくないんだけどねえ」

「あっそ。私は容よう赦しやしないけど？」

「おお、コエー！　けど、怒った顔も可か愛わいいなあ」

　愉たのしげな青年の笑顔と対照的に、八や慧えの纏まとう空気は冷え込んでいく。

「……シオン、もう良いでしょ。私、こいつ気に食わない」

　八慧は銃じゆう口こうを持ち上げ、青年へと突き向けた。これ以上ないほど明確な敵意表明。

　別にシオンとて、のんびり世間話に興じていたわけではない。

　魔ま人じん同士の戦いでは、相手の背後にいる悪あく魔まの正体を見極めることがかなり重要となる。基本的には、魔人一人につき悪魔は一体。それは悪魔側の事情からで、例えば米こめ粒つぶ一つを分け合う気になるかどうか？　ということだ。

　悪魔は個体ごとに明確な攻撃の特とく徴ちようや、時には弱点すら持つ。高位の悪魔であるほどそれは顕けん著ちよであり、敵に知られている段階で、シオンや八慧はアドバンテージを取られている。許されるならば戦う前に、言動の中からそれを探り出したいという下心があった。

　しかし、今苦しんでいる人たちがいるからには、それほど時間をかけるわけにいかないのも確かだった。

「ま、始めるか……」

　シオンが返すと、八慧は青年へと声を張り上げた。

「一つ言っとくけどねえ、私は『可愛い』んじゃないの、『カッコイイ』の！　行くよ『邪眼公サリエル』ッ!!」

　八慧の両目の虹こう彩さいが、不思議に七色な光を帯びた。彼女と契約を交わす公こう爵しやく級悪魔サリエルは、教会所蔵の書物によれば、月の神秘と死を司つかさどる堕だ天てん使しとされる。その眼は全すべてを見通し、何者も逃のがさない。

「正典カノン式狙そ撃げき術『一発必中インフエリブル・バレツト』！」

　開戦の合図のように、銃じゆう声せいが響ひびき渡った。

　正典カノン式。

　正式名めい称しようは、異郷学実践一いつ括かつ契約法正典カノン式。

　かつて極東教会に、識者を集め、古いにしえより伝わる数多あまたの魔ま術じゆつ書しよ、秘伝書、口く伝でんなどを蒐しゆう集しゆうし、編へん纂さんしようという動きがあった。失われた異郷学──旧くは魔術と呼ばれていたそれらを復活させ、魔人犯罪に対抗していく力とする為ために。その過程で発見・開発された一つの体系が、この契約履り行こう法である。

　悪魔を後ろ盾パトロンとする悪魔憑つきと比べ、契約者は魔力量で絶対的に劣おとる。限られた魔力を効率良く運用し、その差を埋うめる為の技術だ。

　高速で飛来する弾丸を前に、青年は薄ら笑いを浮かべたまま右手を振った。人差し指と中指の間に、銀の弾丸を捉え──られない！　弾丸は、挟はさみ込んでくる二指を鋭えい角かくに曲がって回かい避ひ、狙ねらいを変えて青年の眉み間けんへと向かう。その眼光からは、何者も逃れられない──激しい金属音が轟とどろく！

　青年の真下から、コンクリートを突き破って生えた槍やりが、穂ほ先さきに弾だん丸がんをめり込ませて止めていた。弾丸の回転に従い、細いカンナ屑くずのような火花が散った。

「あ、アブネー！　甘く見た……やるね」

　青年は、穂の切っ先が僅わずかに掠かすめた顎あごを撫なでて血を拭ぬぐうと、柄つかを握にぎって地面から抜き取った。回転していた弾丸が、地面に落ちて転がる。整った面おもてに浮かぶ笑みは消えていない。口で言うほど危なくもなかったのだろう。

　──槍を使うのか。まあスタンダードだよな、悪あく魔まとしちゃあ。

「特定できねえな……」

　シオンは呟つぶやくと、ゆるりと半身に構えた。年の割りに、堂に入った姿勢。

「──ほらよ、パスだ！」

　青年は片手で槍を一回転させ、風切る穂先をシオンへと向けて投げ放った。無造作な投とう擲てきフォームのくせに、その速度は空気の壁かべを貫つらぬくほどだ。魔ま人じん特有の、現実離れした身体能力。

　対するシオンは左手の親指で鯉こい口くちを切ると、己の内側、心の中の『門ゲート』、即すなわち『内門』を開き、意思を迸ほとばしらせる──取とり敢あえず、炎でやるか。

「歌え、『天焦火翼フエニクス』！」
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　右手ですらり、半ばまで抜き放った刀身が、紅ぐ蓮れんの炎を纏まとっていた。細い二条の螺ら旋せん炎えんが、霧きりを焦こがして溢あふれ出す。

　フェニクスは侯こう爵しやく級の悪あく魔ま、燃え盛る鳥の姿をしており、火か炎えんを自在に操る。数百年に一度、炎の中へと身を投げ、灰の中から再び幼鳥となって蘇よみがえると言う。性格は大人しく、契約は真ま面じ目めに履り行こうするので、使い勝手が良い。

　シオンの右手が影かげも残さず閃ひらめき、居合い抜きが放たれる。飛来する槍やりへと紅ぐ蓮れんの一刀が奔はしれば、槍は二つに切れて転がった。切断面が溶とけている。

「シオンッ、救助者！」

　薬やつ莢きようを排出させながら、八や慧えが怒ど鳴なる。

「分かってるよセンパイ──『獅子頭衛兵長サブナツク』、外ゲ典ー七テ十イ二ア式防護術、『城壁結界フオートレス』！」

　轟ごう々ごうと火を噴ふき上げる刀を脇わきに構えたまま、シオンは鞘さや持つ左手を持ち上げた。薬指に嵌はまった指輪が眩まばゆい光を発すれば、赤あか錆さびの槍に貫かれている被害者一人一人の周囲に、石材を打ち鳴らすような重たい響ひびきと共に、半透明の格子模様が組み上がった。あの霊的防壁は内側にある者を守る。外的暴力や内的苦痛、あらゆるものから。痛ましく鳴り続けていた音楽が止んだ。サブナックは侯爵級、軍備兵装を司つかさどる。

　青年が口笛を鳴らしながら、

「それがソロモンの指輪か。良いね、欲しいよ」

　片手の指を地面に向け、クイと引き上げた。床ゆかを突き破って生える二本目の槍を、先程と同じように、片手で抜き払って構えた。

　シオンは反応せずに、すぐ間近に視線を向けた。まだ小学生ほどの少年が貫かれ、細く呻うめいている。左右で貫かれている男女は両親だろう。うわ言のように、この子だけは……この子だけは助けてくれ……口々に呟つぶやいている。

「……もう少しだからな」

　押し殺した声を残して、地を蹴けった。真っ直ぐに駆かけ出した。その両目に、一いつ瞬しゆん前まで宿っていた緩ゆるさはない。焔ほのおを纏まとう銀の光を、傍かたわらに引き連れた黒い影となる。

　竹たけ葉は谷や紫し苑おん──或あるいは、シオン・タケハヤ・ベルナルド。

　あの『始まりの悲劇』と呼ばれる災さい厄やくからの、ただ一人の生還者。全すべてを失い、たった一つの指輪を手に入れた少年。その昔、地上の楽園を統すべたる聖王にして、大いなる秘術を以もって数多あまたの悪魔を従えた大賢者、ソロモンの遺産──玉璽レガリア。それが彼の体に流れる血の宿命であったのだと、後に教会の御歴々から聞かされた。

　指輪はシオンに使命を与えた。かつてソロモンと契約していた、七十二柱の悪魔と再契約を果たし、未完成の指輪を完成させねばならないと。その為ために彼は幼くして退魔師エージエントとなった。今までに契約を成立させた悪魔は十一体。

　また同時に、指輪はシオンに力を与えた。七十二柱の悪魔を従える無類の力──外ゲ典ー七テ十イ二ア式を。正典カノン式を上回る魔ま力りよく効率を誇る、この天地に於おいてシオン以外には使いこなせない、王の為の契約法だ。

　魔ま力りよくに因よって増強された脚力は、瞬またたく間まに間合いを削けずる。シオンは速度を落とさずに、躊躇ためらいなく槍やりの間合いへと飛び込んだ──と同時に、稲いな妻ずまの速度で槍が突き込まれてくる。右目から突とつ入にゆうした穂ほ先さきが脳を破は壊かいし、後頭部へと抜けてシオンは絶命する──そんな死のヴィジョンが、間に割り込んできた一発の銃じゆう声せいに因よって弾はじき飛ばされた。八や慧えが槍やりの柄つかを撃うち抜いたのだ。逸そらされた槍の穂先があらぬ虚こ空くうを向き、その鋼鉄の悲鳴が消え去るより速く、

「──外ゲ典ー七テ十イ二ア式刀撃術、『不ふ帰き灰かい燼じん』！」

　シオンの刃が袈け裟さ奔はしった！

　青年は八慧に撃たれた槍を両手で大回し、石突でシオンの一いち撃げきの腹を下から打ち上げる。鉄と鉄の打ち合う音色が響ひびき、火花が霧きりに流れる。そのまま回転させ、穂先を前へと持ってくると、射線上にシオンの喉のどを捉とらえて構えた。

　そのときには既すでにシオンも、弾かれた刀を引き戻している。互いの刃を挟はさんで睨にらみ合う。

「成る程、強いな、さすが」

　微ほほ笑えんだまま、青年が言う。

「降参してくれりゃ、面倒がねえんだが」

　シオンが返す。渋じゆう面めんのままで。

「ハッ、ねえよ。ただ、少し本気を出さなきゃって……なあっ！」

　青年は溜ためや前動作もなく、両腕の膂りよ力りよくのみで槍を投げた。喉へと飛来する一撃を、シオンは冷静に刀で切り払う。二つに焼き切れた槍が床ゆかに落ちる。

　槍を投げると同時に、青年は後方へと跳とんでいる。超越的な脚力で一気に間合いを離し、スニーカーの靴くつ底ぞこが地を噛かむと同時に、片腕を振り上げた。

「シオン、足元っ!!」

　八慧の怒ど声せいがシオンの背を打つ。彼女の邪じや眼がんは全すべてを見切る。魔力の流れすらもだ。シオンが咄とつ嗟さに横に飛べば、その足元より、濁にごったくろがねの咆ほう哮こうを上げながら、何本もの槍が突き出して、一いつ瞬しゆん前の残ざん影えいを貫つらぬいた。

「助かる！」

　次々に生える槍を避よけながら、シオンは八慧へと短く声。

「油断しないの！」

　そう返す八慧へと、

「クソッ、教えんじゃねーよ！」

　青年は舌打ちを飛ばした。もう片腕で、八慧の足元を示し唆さする。

「っと!?」

　突き出してくる槍の群れを、八慧も地を蹴けって避けると、そのままジグザグに駆かけながら口くちの端はを上げ、

「あっれえ、私を傷つけたくないんじゃなかったっけ？」

　青年へと挑ちよう発はつを向ける。

「お喋しやべりな女には、お仕置きが必要だろ！」

　応じる言葉は獰どう猛もうだが、青年の表情はずっと、何ど処こかチグハグな笑顔だ。

「ほらッ！　ほら、ほらほら、踊おどれッ！　踊れ、ヒャハ、ハハ、ハアッ！」

　さながら気の触ふれた指揮者だった。両手を縦じゆう横おう無む尽じんに舞わせれば、その動きに合わせて、次々に槍やりの枝が生まれる。歪いびつな森に、歪な木々が増えていく。地じ獄ごくのオーケストラのように。

　狙ねらいはそれほど正確ではないが、とにかく物量だった。そして速い。槍から更さらに枝葉の如ごとく槍が生え、いよいよ周囲は、針葉樹林のシルエット。そよぐ音を立てることはなく、寧むしろ吹く風を切り殺す、殺意の森が形成されていく……槍が槍が槍が槍が無数に無数に無数に生まれ生まれ出る！

「くそ、こいつ……！」

　シオンは呻うめく。想像以上に厄やつ介かいな相手だった。高速で生える槍の木々や、藪やぶや、下草は、攻こう撃げきに使われるだけではなく、青年への進路を防ぐ防ぼう壁へきにもなり、ともすれば、敵の動きを封じる牢ろうにもなり得るだろう。

「てめえ、並みの悪あく魔まじゃねえな！」

　槍に頬ほおを浅く斬きらせながら、シオンが叫ぶ。

「教えるかよ、バァカ、死ね！」

　青年は両手を閃ひらめかせながら冷笑する。

　シオンは敵の先手を読んで刀を閃かせ、危険度の高い柄つかを切っては跳ちよう躍やくする。八や慧えは目め端はしと身軽さを以って見切る。そうして二人とも何とか避よけ続けているが、戦闘用聖着バトル・サープリスは一いつ閃せん、二閃と切きり裂さかれていく。紙一重だった。

「はは、おいおい、どうした、おいッ、黒装退魔師団ホーリーオーダー！　この程度かよ！」

　最大限の嘲あざけりを宿した青年の笑い声に、

「こ、んのやろー！」

　八慧は悪態と同時に、生えてきた槍の穂ほ先さきを完全に見切ると、横から蹴けって跳とんだ。空中、幹から生えた槍の枝を更に蹴って、三次元的に舞い上がる。生える槍が、八慧を捉とらえきれず、残像を次々に貫つらぬいては交差していく。空へと向かって鉄てつ錆さびの森を駆かけ上がり、月をバックに大きく跳躍した。

「あんま調子に──」

　空中、青年の真上を流星の如く横切りながら、刹せつ那なの照準……

「──乗んなッ！」

　直下に見舞う、弾だん丸がんの洗礼！　一発毎に強い反動で宙行く軌き道どうをぶれさせながら、残弾六、内四発を立て続けに射出する。霧きりに煙けむる月を背負い、コートの裾すそは天使の翼つばさの如く翻ひるがえる。

　対して殺意の森の主、青年は即そく応おうした。天を引ひっ掻かくように両手を振るえば、槍の幹から生えた枝が傘かさのように青年の頭上を覆おおい、火花を散らせて弾だん丸がんを受けた。轟ごう音おんが幾いく重えにも木霊こだまする。

　更さらに槍やりの枝を蹴けって跳とびざま、八や慧えは一いつ拍ぱく遅れて、もう一発を撃うち放はなった。狙ねらいは青年ではない──槍に突き上げられ、傾かたむいたまま宙に固定された車のガソリン・タンク！

　内側から膨ふくれ上がるように、黒煙に濁にごった爆ばく炎えんが上がった。

　青年の笑顔が、怪け訝げんそうにひそめられた瞬しゆん間かん、炎を斜ななめに裂さいて現れるシオン！　闘とう気きに溢あふれた瞳ひとみが、炎を映して煌く。瞬またたく間に一刀の間合いへと青年を捉とらえ、呼気鋭するどく放たれるは不ふ帰き灰かい燼じん、焔ほのおを宿した逆ぎやく袈げ裟さ一いつ閃せん！

「だから甘えよ！」

　青年が両手の中指を立てれば、三本の槍が互い違いに交差して生えて、迫る刃を受け止めた。赤あか錆さびた森に火の粉が散り、霧きりをぼんやりと照らす。

　シオンの足は止まっている。空中に翻ひるがえった八慧も落下中、動きは読み易やすい……青年は笑みを深めた。千さん載ざい一いち遇ぐうのこのチャンス、

「──終わりだ、黒装退魔師ホーリーオーダーども！　『地より成りては貫くものインペイラー』!!」

　両手を勢い良く振り上げる。

「くっ、正典カノン式幻像術『邪眼一瞥アズ・ユア・ウイツシユ』！」

　八慧の叫びが紡つむがれた直後、二人の足元から地面を突き破って、噴ふん水すいのように槍の大群が溢れ出した！




　──次の瞬間。

　青年の目の前には、雑ぞう巾きんにしても使えないほどボロボロになった、シオンの姿があった。無数の槍に胴どう体たいも手足を貫つらぬかれ、それらが互いに逆に開いて肉を引き千切り、更に体の内側から、全身を突き破って穂ほ先さきが生えている。肉と鉄の混合物と化している。力なく開かれた右手から刀が滑すべり落ちて、血ち溜だまりに濁った音を立てた。

　青年は微ほほ笑えむ。こっちは容易たやすかった。元から手加減する気などなかったから──構うもんか。コイツは死んで当然のヤツさ。

　そして、八慧の姿を確認する。難しかったのはこっちだ。生かさず殺さずのさじ加減。しかし、動く相手の急所を全すべて外すのは、やはり無理があった。何本かの槍は大事な血管を傷つけてしまったようで、槍に持ち上げられた小さな体からは、凄すごい量の血が噴ふん出しゆつしている。もう、それほど長くはないだろう。

「……ああ、惜おしかったなー、ホント」

　仕方がない。せめて死ぬまでに、できる限り美しく、魂を飾かざり立ててあげよう。身も心も汚し尽くして、悪あく魔ま好みの色に染めてやるとしよう……

　青年の伸ばした片手が、八慧の柔やわらかい頬ほおに触ふれた。顔だけはまだ何とか綺き麗れいだ。

「うぅくッ……あぐ……」

　八や慧えが呻うめきながら、澱よどんだ視線を上げた。恐きよう怖ふと痛みに歪ゆがむ瞳ひとみを見み詰つめながら、青年は微ほほ笑えむ。優しく微笑む。八慧の瞳から零こぼれた涙が、青年の指を濡ぬらす。

「良くしてあげるからね？」

　恍こう惚こつとそう言ってから──青年は、その笑みをふと強こわ張ばらせた。

　──いや待て、おかしいぞ？　あまりにも呆あつ気けなさ過ぎる！

　現在進行している状じよう況きように、僅わずかな疑問を抱いだいた瞬しゆん間かん、澄んだ破は砕さい音おんを立てて、空間がひび割れた。

「クソッ、幻まぼろしか！」

　青年がそう叫ぶと同時に、『都合の良い光景』が破片と化して崩くずれ落ち、光の粒りゆう子しを残して消える──




「──うそ、早いっ!?」

　現実の八慧が、驚きよう愕がくの声を上げた。服は所々破れているが、肉体にそれほどの損傷はない。左目を押さえているのは、術を無理やり破られた反動で痛むからだ。

　邪眼一瞥アズ・ユア・ウイツシユ──己と目を合わせた相手を希望の牢ろう獄ごくへと閉じ込める幻げん術じゆつ。消費する魔ま力りよくの大きさもさることながら、右目左目でそれぞれ日に一回ずつ、つまり二度しか使えない。八慧の切り札だ。

　己がそうあるはずだと思う現実を、人はなかなか疑えない。あの青年はそれを破った。気づかれたからといって、容易たやすく破られるような技ではないのだが、相当な悪あく魔まの加護があるようだ。五秒は効くと思っていたのに、ほんの一秒ほどだった。

　しかし、隙すきは生まれた。ほんの一いつ瞬しゆん──しかし致ち命めい的てきな！

　八慧と同じく、現実ではほぼ無傷のシオンは、既に続く一刀を放っている。真っ向唐から竹たけ割わり。呼吸も拍子も完かん璧ぺきな、気勢の乗った必殺の一いち撃げきだ。その軌き道どう上じように、青年が次々に呼び出す槍やり衾ぶすまを、ほとんど抵抗すら見せずに断ち切っていく。

　不ふ帰き灰かい燼じんの威力もあるが、この草薙クサナギとて尋じん常じようの一振りではない。数多あまたの使い手たちによって、異郷徒を切きり伏ふせてきたと伝わる、神気宿せし業わざ物ものである。極東教会に所蔵されていたものを、シオンが受け継いだのだ。

　卓たく越えつした技量と、良質の道具。二つが合わさった一いつ閃せんは、奇跡的なほどに冴さえ渡っていた。霧きりを照らし上げる朝焼け色の斬撃は、全てを切り裂きながら、青年の眉み間けんへと達する──瞬しゆん間かん、この屋上駐車場の一角を、凄すさまじい熱波が包み込んだ！

　シオンの攻こう撃げきに因よるものではない。衝しよう撃げきを伴う爆ばく発はつが真横から襲おそい、青年とシオンを諸もろ共ともに吹き飛ばしたのだ。

　天焦火翼フエニクスの加護を受けている今、シオンは多少の炎では産うぶ毛げすら焦こげない。しかし、後方宙返りをしてから着地してみれば、炙あぶられた右半身がヒリヒリと痛んだ。少し経たてば火ぶくれになるだろう。アラミド繊せん維い性せいの外がい套とうは焼やけ焦こげていた。

「──シオン、だっ、大だい丈じよう夫ぶ!?」

　一いつ瞬しゆん早く見切り、ギリギリで避けていた八や慧えが、慌あわてた様子でシオンの元へと駆かけ寄よって来た。

「ミディアム・レアってトコだな……」

　シオンが返せば、八慧は安あん堵どの息を漏もらす。

「冗じよう談だん言う余裕はあるみたいね」

「痛てて、くそ、会心の一刀だったのによ……なんなんだ？」

　悪態を吐つきつつ見渡す──何が起きたんだ？

　辺あたりは炎の海と化していた。熱が気流を生み出し、霧きりが激しく渦うず巻まいている。獅子頭衛兵長サブナツクの結界は、何とか被害者たちを守りはしたが、綻ほころびが生じていた。整然と虚こ空くうに浮かんでいた格子模様の所々が薄れ、明めい滅めつしている。

　逆さか巻まく炎の最中に、青年は佇たたずんでいた。服は殆ほとんど焼け落ちているものの、美しい肌はだには火傷やけどの痕あと一つない。目はあらぬ方向を見つめており、横顔からは、今まで絶えることのなかった笑えみが、ついに消えていた。

「──またアンタかよ……」

　青年の言葉が向けられた先。屋上駐車場の縁ふち、それほど高くないフェンスの上に、直立する人ひと影かげが一つ。

「……貴様、何な故ぜ生きている？」

　返す言葉を受けて、青年は無言。何やら因いん縁ねんのある様子だが──何者だ、アイツは？

　厚手のパーカーにジーンズ姿。女と見まごうばかりに長い髪が熱風に揺らぐ。右手に下げ持っているのは、刃は渡わたり二メートルはあろうかという馬鹿デカい剣だった。燃え盛る炎がそのまま凝結したような、無数の鋸のこぎり刃はを有する、凶きよう悪あくなフォルムの剣である。刃はまた自ら炎を噴ふき上げており、何ど処こまでが刃で何処からが炎なのか、判別が付かない。

　魔ま人じんであることは一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。全身から放つ熱気と正反対に、髪の間から覗のぞく瞳ひとみも、放たれる声も、凍いてつくようだ。

「まあ良い……何度でも殺してやる！」

　謎なぞの魔人、闖ちん入にゆう者しやはフェンスを蹴けって跳とぶと、静から動への荒あら々あらしい転進、弾だん丸がんさながら青年へと突とつ撃げきした。振り被かぶった剣を、技巧も駆け引きもなく、力任せに振り下ろす。

「──っと、獅子頭衛兵長サブナツク！」

　シオンは咄とつ嗟さに鞘さや持つ左手を掲かかげて命じた。八慧を含めた広範囲に格子防ぼう壁へきが展開した直後、怒ど涛とうのように炎と衝しよう撃げきが押し寄せてきた。馬鹿デカい剣から放たれる広域の剣風は、炎の波となって周囲に無差別な破壊をもたらす。コンクリートの地面が焦げ、塗と料りようから嫌いやな臭においが立ち上る。

「クッソ邪じや魔まくせえんだよ、アンタは！」

　打ち下ろしの一いち撃げきを避よけた青年は、舌打ちを漏もらしながら、床ゆかから呼び出した槍やりを両手で引き抜いた。その全身からも、今や轟ごう々ごうと火が上がっており、最も早はや先刻までの美男子の名残なごりは何ど処こにもない。地じ獄ごくの悪あく鬼きさながらだった。

「あいつのバック、炎の悪あく魔まだったか……」

「みたいね」

　シオンの呟つぶやきに、八や慧えが応じる。

　青年のクライアント、『門ゲート』の奥おくに潜ひそんでいる悪魔の正体へと、また一つ近づいた。悪魔の正体を知ることが出来たなら、事件の内容もわかるとはいえ、槍も火炎も悪魔の武器としてはありふれたもので、特定は難しい。まだまだ隠かくしていることは多そうだ。

　両者の激げき突とつが過熱していく。

　剣と槍が高速で空くうを切り、ぶつかり合う度に熱波が押し寄せ、一撃ごとに結界の歪ゆがみが大きくなっていく。長くはもたない。攻こう撃げきの余波でこれとは……

「──で、何なんだよ、あっちは……」

　シオンは刀を一振りし、天焦火翼フエニクスの支配を解いた。刃に燃え盛る炎が消える。

「ひょっとして、噂うわさの魔ま人じん狩がりじゃない？」

「あ……ああ！　それか！」

　八慧の言葉で思い出した。そう言えば、他の黒装退魔師団ホーリーオーダーのメンバーが、そんな話をしていた。いつ頃ごろからか街に、敵も味方もおかまいなしに、破は壊かいをばら撒まきながら悪魔憑つきを襲おそう、強力な魔人が出しゆつ没ぼつすると。

　黒装退魔師ホーリーオーダーが狙ねらわれたと言う話は聞かないが、とばっちりを受けて大おお怪け我がをしたとか、派手に暴れられて悪魔憑きに逃げられたとか、間接的な被害はかなり出ているらしい。何処かの企業ビルを半壊させたとの噂もある。

「……こりゃあ、共倒れかなー」

　眉まゆを顰ひそめて八慧が言う。虹にじ色いろの虹こう彩さいは、行く末を見み抜ぬいていた。

　魔人狩りは噂通り、尋じん常じようじゃない強さだ。踏み込む足はコンクリートを割り、一いつ閃せんを放てば衝しよう撃げきと爆ばく炎えんが撒き散らされる。このまま戦局が進めば、青年を斃たおす目は十分にあるだろう。

　しかし、あんな風にでたらめな力の使い方をしていては、魔人狩りの身も危うい。一撃ごとに魔ま力りよくが減退していくのが分かる。あの魔人狩りは契約者なのだろう。そして、契約法を知らない。悪魔憑きと真っ向からやり合えば、不利は明らかだ。

「そりゃ、まずいな……」

　シオンが浮かべた苦しげな表情を一いち瞥べつし、八慧は、

「両方が弱ってきたところで、眉み間けんに一発ずつ、ばきゅんばきゅーん♪」

　クッキングのレシピでも語るかのような口調で言ってから、目を細めた。

「……ってワケには、いかないのね、あんたは」

　眉み間けんに深い皺しわを寄せたまま、シオンは無言で鞘さや持つ左手を持ち上げた。

　悪あく魔まに関わる者は、全員助けたい……シオンにとってその全員とは、悪魔に魅み入いられた者も含まれる。あの青年だって、今は悪魔に影えい響きようを受けているだけで、元は普ふ通つうに生活していたのだろう。家族もいるだろう。

　逸はやるシオンの左手首を、八や慧えの片手が掴つかんだ。

「焦あせらないの！」

「でも──」

「もうすぐ魔ま人じん狩がりの魔ま力りよくが切れるから、動くならその時！」

　八慧の冷静な言葉が、シオンの焦りを鎮しずめる。一方が倒れてから、もう一方を相手取った方が良い。それは確かだ。

「……そうか」

「あーもー、なんか私、あんたのサポートばっかしてない？　釈しやく然ぜんとしないったら！」

　ワシャワシャと左手で頭を掻かきながら、溜ため息いき混じりに言う八慧を一いち瞥べつし、シオンは半分に火やけ傷どの残る顔を微ほほ笑えませた。

「……お前って、時々無性に優しいよなァ」

「はーっ!?　な、何いきなり！　違うんだってば、私は優しいんじゃないの、カッコイイんだから！」

　何に対してか、顔を赤らめて言い訳を始めている八慧を尻しり目めに、シオンは文字通り白熱する戦場を見み据すえていた。

　短い間に、戦局は一変した。青年の放った鋭するどい槍やりの一いち撃げきを受け止めた魔人狩りの剣が、火の粉を散らせて消しよう滅めつする。遂ついに魔力が尽つきたようだ。

　崩くずれ落ちて片かた膝ひざをつき、荒あらい呼吸を吐はく魔人狩りの胸へと、青年が槍を繰り出さんとしたとき、遂にシオンは左手を持ち上げた。指輪が輝かがやく。

　──今だ！

「位相を喰くらえ『蛇尾領主マルテイム』、外ゲ典ー七テ十イ二ア式刀撃術……」

　シオンの姿が、空間の軋きしみを残して、その場から消える。

　一いつ瞬しゆん後、シオンは虫の息の魔人狩りを背に、青年を眼前に捉えている──空間転移。マルティムは空間を支配する悪魔であり、契約者を自在に転移させる。強大な力を誇る公こう爵しやく級で、当然支払うべき魂の対価も、天焦火翼フエニクスや獅子頭衛兵長サブナツクに比して大きい。

　激しい眩暈めまいに耐えながら、草薙クサナギの名を冠かんする一刀を振るう。

「──『亞あ空くう斬ざん』！」

　今まさに青年から突き出された、槍の穂ほ先さきを切り落とす。激しい火花が散る。

　一秒と待たず、シオンは再び転移。青年の真横に現れ、槍やりを持つ右手首を切り付ける。青年の方にはまだ余力があるようで、魔ま力りよくで相そう殺さいされた。硬かたい手ごたえが返り、純粋魔ま力りよくの光こう芒ぼうが粒りゆう子しとなって散る。

　だが、シオンは止まらない──これで終わらせる！

　歯を食いしばりながら、高速転移を繰り返し、四方八方から青年を切り付ける。背を一いち撃げきしてよろめいた身を、前方から刺し突とつで迎える。避けようと傾かたむいだ肩を、横一線に切りつける。無数に剣けん閃せんを重ね、残り僅わずかであろう魔力を削けずっていく。一撃毎に散る光が、弱くなっていく。魔力の防壁が剥はがれていく。感覚からすると、後二太た刀ち、と言ったところか……

「──きゃ、え、なっ、なにっ!?」

　突とつ如じよ響ひびいた声に、場が凍こおりついた。

　店内へと降りる為ための階段がある方形の建物、開いたドアに縋すがり付くように一人の娘が立ち、驚きに目を見開いている。パステルカラーで統一されたゆるふわ系ファッションは、この地じ獄ごくのような光景の中、あまりにも浮いていた。戦場の風がスカートをゆるやかに靡なびかせる。

　一般人が此こ処こに？　シオンは焦あせる──封鎖が甘かったのか？　いや、それよりもあいつ、あの女は……！

　シオンだけでなく、八や慧えも、青年も、そちらを見て動きを止めていた。その一いつ瞬しゆんに、膝ひざをついていた魔ま人じん狩がりが唯ただ一ひと人り動いた。青年へと片手を突き出し、

「クゥオオォッ!!」

　獣けもののような咆ほう哮こうを上げた。

　爆発的に高まる熱に横顔を炙あぶられ、我に返ったシオンは、割れる程に奥おく歯ばを噛かみ締しめた──まだ魔力があったのか！

　残された魔力では、獅子頭衛兵長サブナツクを一回使うのが限界。魔人狩りの攻こう撃げきが放たれれば、あの常人の娘は、余波で焼やけ焦こげてしまうだろう。

　後こう悔かいの予感に胸を締め付けられながら、シオンは一足跳とびに後退した。娘の前に立ちはだかると、背中に悲鳴を聞きながら左手を振り上げ、格子結界を展開させる。

「──『彩層烈火プロミネンス』!!」

　魔人狩りが叫んだ。

　青年の輪りん郭かくが、輝かがやきの中へと消え──激げき震しん！

　間欠泉にも似た、巨大な火柱が上がった。青年が身から上げる炎より尚なお鮮あざやかな、黄金色の炎が、青年を飲み込んだのだ。炎を凌りよう駕がする、圧倒的な炎。

　──爆風と衝撃が行き過ぎた。

　煤すす混じりの風を受けながら、青年が呼び出していた槍の森と『門ゲート』が、崩くずれていく。存在と赤あか錆さびの胞ほう子しを散らしながら。

　謎なぞの魔人狩りは、今の一撃で力を使い果たしたのだろう。地面に倒れ伏ふしていた。気絶するまで魔ま力りよくを使うなんて、命知らずにも程がある。一歩間違えれば廃はい人じんだ。シオンは読み違えた。この男の覚かく悟ごを。

「──ふー……」

　シオンは疲労と懊おう悩のうの濃い息を吐いて、刀を鞘さやに納めた。

　槍やり衾ぶすまから解き放たれた被害者たちは、焼やけ焦こげた地面に転がり、呻うめき声を上げ始めている。獅子頭衛兵長サブナツクの城壁が遂ついに陥かん落らくし、加護が切れたのだ。もう張り直すだけの力は、シオンにもない。迅じん速そくに救護班を呼ばなければならないのだが。

「──けほ、こほっ、な、なんなの、何か爆ばく発はつ……あれ、たっ、竹たけ葉は谷や君!?」

　娘が混乱した様子で声を掛けてくるのに、シオンは疲ひ弊へいし切った笑みを向けた。どういう表情を返したら良いのか分からない。守れなかった命一つが、疲れた体と心にずしりと重い。

「よお、花はな吹雪ふぶき……何やってんのお前」

「え、わたし？　わ、わたしはえっと、家族で買い物に来ててー……」

　娘はのんびりと返事しかけてから、

「い、いや、それより、人がいっぱい倒れてるよ！　ちょ、どう、なに、え、救急車、救急車！　だ、だいじょぶですかーっ！」

　わたわたとしている娘へと、歩み寄ってきた八や慧えがにっこりと笑顔を向けた。

「さーくや、こっち見て？」

「あ、あれ、八慧ちゃんまで!?」

「──正典カノン式催さい眠みん術じゆつ、『邪眼凝視アズ・マイ・ウイツシユ』！」

　視線を合わせたまま、八慧の右目が不思議な色に輝かがやけば、

「え、なに……ふにゃ……？」

　娘はくたりと、糸の切れた人形のように倒れ込んだ。シオンは咄とつ嗟さに腕を回して支えた。

「……お前、容よう赦しやねえな」

「首にトンッとか、鳩尾みぞおちにズムッとかやるより全然優しいでしょ……あー、疲れた」

　二度目の邪じや眼がんのせいで、濃い疲労を顔に滲にじませながら、八慧はスマートフォンを取り出した。邪眼は相手に、八慧が望むままの暗示を掛けることもできる。支配力は落ちるが、相手が魔ま人じんでないなら破られる可能性は低い。目が覚めたときには、夢でも見たと思うだろう。

　待機している救護班、情報処理班など、事後処理部隊へと連絡を入れた。後は彼らに任せよう。

　シオンは腕の中でくーくーと暢のん気きな寝息を立てている娘──花吹雪咲さく夜やという、かなり傾かぶいた名前を持つ同級生を見下ろし、溜ため息いきをついた。

　なぜ彼女が残っていたのかについては、大体予想はつく。判断力とか方向感覚とか危機感とか、脳のそういう部分にいくはずの栄養が、胸にいったんじゃないのかと、良くからかわれている娘だ……

「──ちょっと、何ど処こ見てるわけ！」

　通話を終えた八や慧えに責められ、眉み間けんに皺しわを寄せた顔を上げる。

「……別に何処も見てねえよ」

「嘘うそ、絶対見てたでしょ、胸！　おお、いやらしい！」

「言ってろ……」

　シオンは憮ぶ然ぜんとしながら、視線を咲さく夜やから遠ざけるように、遠くに向けた。

　破は壊かいの爪つめ跡あとが痛々しく残る屋上を眺ながめれば、苦々しい気持ちが胸に去来する。助けられなかった、塵ちり一つ残さずに吹き飛んだだろう青年を想う。結局、名前すら分からなかった。飄ひよう々ひようとした奴やつだった。

　それから、倒れ伏したままの魔ま人じん狩がりを見る。あの執しゆう念ねんは普ふ通つうじゃない。どういう因いん縁ねんが？

「……くっそ」

　シオンは小さく悪態を吐いた。彼の心には理屈抜きで、失われるものを惜おしむ感情がある。取り返しが付かないことを、知っているからだ。







　黒装退魔師団ホーリーオーダーの本部は、都心の光を遠く望む多層建築だ。

　東京湾の新埋立地区、新しん機き軸じくの建築技術を用いて造り上げられた居住用ウォーターフロント、伊い賦ぶ夜や市人工島の突とつ端たんに位置し、西に新東京国際空港を、東に遥はるか遠く千葉港を眺める。

　四機の高機動ヘリが直接離着陸可能な開閉式格納庫を有し、他にも様々な研究施設、医い療りよう施設、司令部、事務課などを内包。図書館や食堂、発電施設まで備わっている。

　これほど巨大な一極集中構造になったのは、偏ひとえに取とり扱あつかう案件と情報の秘ひ匿とく性せいの高さが理由だ。これまで秘密裏に、そして迅じん速そくに対応しなければならない事案が多すぎたのだ。他機関との密接な協力体制が取れない以上、ガラパゴス化は必至だった。

　シオンと八慧は、医務室で精密検査と治療を受けた後は私服に着替え、十三階のティー・ラウンジで寛くつろいでいた。アンティーク調の落ち着いた内装。窓際の席に、対面で腰を下ろしている。シオンの前にはコーラがあるが、ほとんど減っていない。八慧のアイスココアは残り半分ほどで、上に乗っていた生クリームは先んじて食べ尽くされている。彼女は生クリームをことのほか愛した。

　二人と、カウンター奥おくの店員以外、人の姿はない。

　もう遅い時間だからというのもあるが、ティー・ラウンジは五階にもあって、職員は大体そちらを使う。こちらは上層勤務の幹部連中が時々顔を出す以外は、待機中の退魔師エージエントたちのたまり場になっていた。実は店員も魔人だったりする。

　なんとなくそうして分かれていることに、やや恣意的な理由付けをするならば、一方は普通の人間であり、一方は魔人である、ということになるだろう。恐おそれられ、忌いまれ、疎うとまれる、力ある者たちの宿命。それでもまだ、居場所があるだけマシというものだ。

「──あんたさ……いー加減にしたら？」

　八や慧えは机に半ば突つっ伏ぷした姿勢、咥くわえたストローを上下に動かしながら、半眼でシオンを見上げた。疲れで、元から少ない愛想が皆無になっている。

「……なにがだよ」

　答えるシオンの口調も、いつにも増してぶっきらぼうだった。尻しりが落ちそうなほど浅く腰掛け、だるそうにしている。眉み間けんには、哲学者か修行僧を彷ほう彿ふつとさせる皺しわが寄っている。医務室で受けた治ち療りようのお陰かげで火傷やけどは痕あとすら残っていないが、魂の消しよう耗もうはいかんともしがたい。

「さっきから自分が何回溜ため息いきついたか、わかってる？」

「十九回」

「わかってんのかー!?」

「いや適当だけど？」

「ぬぐっぐ……あーあもー、イライラするう！」

　八慧は両手でバァンと机を叩たたきながら身を起こすと、シオンをビシリと音が出るほど勢い良く指差した。

「いちいち出動から帰ってくる度にハァハァハァハァ、うるさいの！」

「人を指差すなよ、行ぎよう儀ぎ悪い」

「私たちは神様じゃないんだから、できないことだってある、当然でしょ？　味方にも要救助者にも死亡者ゼロ、この結果がそんなに不満なワケ？」

　医務室に運び込まれた被害者たちは、既すでに適切な処置を終え、医い療りよう機関各所への振り分けを終えていた。

「満足はできねえよ……」

　薄暗い表情で、シオンは返す。

「あんたはねえ、ゼータク過ぎんのよ。折り合いつけてくしかないでしょうが？　ガキじゃないんだから。毎度付き合わされるこっちは堪たまったもんじゃない」

　シオンは八慧を睨にらみ付つけた。

「……うるせえな、別に頼んでねえだろうが」

「はーっ!?」

　八慧の額に青筋走る！

「我が慢まんしてんのはこっちも同じなんだよ。お前と組んでるのは、オッサンに言われて仕方なくだ」

「あ、あ……」

　八慧はぷるぷると震ふるえ、

「あんたなんか、私が居なきゃ百回は死んでるわ、にゅぎゃー！」

　ケモノじみた叫びを上げながら、机越しに掴つかみ掛かかって来た。その手首を掴んで止めるシオン。爪つめの先せん端たんは真っ直ぐに両目を狙ねらっている。お互い魔ま力りよくも殆ほとんどない上に疲れ切っているので、みっともない押し合いになった。

「くっ、目は止めろ……！」

「にゅぎゃー！」

「落ち着けよ、なんなんだよ！」

　そう問われて、八や慧えは暴れるのを止めた。満身込めていた両手の力を緩ゆるめ、シオンを至近距離、じっと睨にらみ付ける。

「……あんたと組むのがイヤだなんて、私一言も言ってないじゃん」

「付き合わされるのが嫌いやなんだろ？」

　言葉に詰まる八慧。

　シオンの朴ぼく念ねん仁じんぶりは確固たるものだが、八慧も少しマシな程度で、素直になり切れないところがあった。八慧が本当の本当に嫌なのは、シオンの落ち込んだ姿を見ることだ。シオンの潔けつ癖ぺき気味で不器用な優しさが、シオン自身を手て酷ひどく傷つける予感があって、それが心配なのもある。でも上じよう手ずに言葉にはできなくて、八慧はただ睨み付けていた。頬ほおをまんじゅうのようにふくらしながら……

『──シオン、八慧、至急第三医務室へ』

　不意に、頭の中に直接声が響ひびいた。機械的で、抑よく揚ようのない女性の声。

　睨み合っていた二つの視線は、一いつ瞬しゆんで互いへの目配せに変わる。

　二人はすぐに立ち上がって駆かけ出した。思念波による呼び出しは緊急性が高い。何らかのトラブルが起きたと考えられる。予感はあった。だからこんなに遅くまで、二人で待機していたのだ。

　まだちょっと拗すねている八慧は走りながら、右手の二指をシュッシュッと突き出し、シャドーボクシングめいた動きをシオンへと向けた。

「後で突くからね、目を洗って待ってなさい！」

「ねえだろ、そんな慣用句……プールかよ」

　階段を降りて十二階へ。レントゲン室や手術室の並ぶ、清潔で無機質な廊ろう下かを少し進めば、第三医務室の前へと辿たどり着く。ドアの左右に分かれて一呼吸。

　八慧がホットパンツの腰の後ろから、流れるような手つきで中折れ式二連装のデリンジャーを取り出す。同時にシオンがドアを開いた。

　消毒液の匂においが薄く漂ただよう部屋。かなり広いはずが、本棚や薬品棚、様々な機材が並んでいるせいで手狭に見える。診察室兼医療実験室といった風情。其そ処こに、幾いくつかの人ひと影かげ。

　二人が呼ばれた理由は探すまでもなく一いち目もく瞭りよう然ぜんで、あらかた予想通りだった。部屋の中心、幾つか並んだベッドの脇わきに、患者服姿の男が油断なく身構えている。件の闖ちん入にゆう者しや、魔ま人じん狩がりだ。さっきは迫力もあってか随ずい分ぶんと年上に見えたが、こうして見ると案外若い。長髪の間から覗のぞく鋭するどい眼まな差ざしは、眼前に立ちはだかる相手へと向けられている。

　対たい峙じしているのは、いかつい体格の中年男だった。背せ丈たけはシオンと同程度だが、黒い神聖服キヤソツクが内側から弾はじけ飛びそうなほど鍛きたえられた肉体は、二回り以上も大きく見える。出口を背負って立っているので、シオンと八や慧えからは背中しか見えない。でも、誰だれであるか二人には十分に分かる。見覚えのある、あり過ぎる背中だった。

「──パパ!?」

　八慧の驚おどろきの声を合図にしたように、

「其そ処こを退どけ!!」

　魔ま人じん狩がりが一声吠ほえて、神聖服の中年男へと躍おどり掛かかった。振り上げられた片手が炎を上げ、周囲の温度がぐんと上がる。

「大人しくしてな、やんちゃ坊ぼう主ず！」

　中年男は快活に応じた。ろくに避よけようともしなかった。ただ、拳こぶしを前に突き出しただけだ。何よりも速く、影かげすらろくに見せない一いち撃げきは、砲ほう撃げきの如ごとき気迫を纏まとわせながら、魔人狩りの胸へと容易たやすく埋うまる。

　魔人狩りは木の葉のように、後方に吹き飛んだ。壁にぶち当たって跳はね返り、簡易ベッドやら機材やらを薙なぎ倒しながら倒れる。背中の当たった壁には、放射状の亀き裂れつが入っていた。

　中年男は拳こぶしを引くと、半身に振り向き相そう好ごうを崩くずした。

「──おお、八慧、それにシオン、逢あいたかったぞ、俺おれの愛いとし子ごども！」
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　八慧が瞳ひとみを輝かがやかせながら駆かけ寄る。

「パパ、何があったの？」

「なァに、あの小こ僧ぞうがじゃれてきたんで、遊んでたんだ」

　シオンは顔を引ひき攣つらせた──じゃれるって、チワワか何かかよ……

　相手はあの魔人狩りだというのに、相変わらず人間離れしている。これで魔人ではないというのだから驚きだ。

「いつ日本に戻ったの？」

　八慧が続けて問う。

「ついさっきだ。手が空いたら連絡を入れようと思っていたんだがな」

　中年男は抱だきついてきた八慧の頭を、分厚い掌てのひらで一度撫なでると、眼鏡めがねの奥おくからシオンへと温かい視線を注いだ。

「また背が伸びたんじゃねえか？」

「……知らねえよ。いちいち測ってねえ」

　シオンはぶっきらぼうに返す。

　古こ都と城しろ八や尋ひろ。八慧の父親にして、極東教会公会議によって任命された教会所属の退魔師エージエント集団『熾天使の六翼フラベルム』の一いち翼よくを担う実力者だ。

　常人でありながら、何人もの魔ま人じんを殴なぐり飛ばしてきた挙句、ついたあだ名が『拳骨神父フイストフアーザー』。副王級を拳一つで退散させたとか、十人の魔人を一人で相手取り一歩も退かなかったとか、様々な逸いつ話わが残されている。十年前、シオンを悲劇の街から救い出し、家族として迎え入れてくれた男だった。あの頃ころより顔に皺しわは増えたが、肉体に一切の鈍にぶりはない。

　八や尋ひろは少し笑いながら、

「なんだ、不ふ機き嫌げんそうなツラしやがって」

「なんでもねえ……っておい！」

　八尋の太い腕が急に伸びてくると、シオンの肩を抱だいた。力強いが優しい。

「あんま、思い詰めんなよ。お前の悪ィ癖くせだ」

「やめろって！」

　シオンがぐいっと押おし退のければ、八尋はすぐに離れた。踏み込みはするが、しつこくはない。そういう男だった。

　今の自分があるのは、八尋と八や慧えのお陰かげだと、シオンも心の底では感謝している。でも、表現の仕方を、シオンは知らない。返し方が分からない。心がささくれ立っている今なら余計にだ。遠ざけることしかできない。

「ぐッ……この程度、まだだッ！　俺おれはまだ……」

　と、魔ま人じん狩がりが陽炎かげろう立つ呻うめき声を上げたので、シオンは咄とつ嗟さに身構えた。手をつき、再び立ち上がろうする其そ処こに、別の方向から声が飛んだ。

「──もうお止よしなさい、天あま津つ架かヶが世せ」

　鈴すずの音ねにも似た、涼すずしげな響ひびき。意図を悟さとらせない深みを帯びた、無機的な音色。此こ処こにシオンと八慧を呼び寄せた、あの声だ。

　部屋の奥おく、事務机の横に、一人の若い女が立っている。一見してネグリジェのような、やたら布地の多いワンピースを着ており、長いお下さげ髪がみが肩に掛かっている。半眼の両目は眠たげで、肌はだは不健康なまでに白い。全体的に色素が薄い。両手は体の前に揃そろえられて、ふわりと広がる服を押さえ付けていた。

「……何な故ぜ、俺おれの名を？」

　立ち上がった魔人狩り──架ヶ世は、八や尋ひろを睨にらみ付けたまま、眉まゆ根ねを寄せて問いかける。

「貴方あなたが気絶している間に、調べさせて貰もらいました。貴方の協力者たる悪あく魔まも、貴方が何故魔人を狩るのかも、全すべて把は握あくしております」

「でたらめを言うな！」

　架ヶ世の強い語調にも、女は怯ひるみもせずに続けた。

「貴方の力は『不ア倶リ戴オ天ク』のもの。家族を殺した『火か焔えん使いの魔人』に復ふく讐しゆうするため、目ぼしい相手を襲おそっている……そうでしょう？」

　眠たげな瞳ひとみに射られ、架ヶ世は息を呑のんだ。沈ちん黙もくが肯定を表していた。

「私はモニカ・ネオ。この対魔人組織、黒装退魔師団ホーリーオーダーの長官を務めております。力を借りている悪魔は『万ア知ザ万ゼ能ル』、魔ま王おう級ではありますが、戦いはからきしです」

　その代わり、とモニカは続けた。

「貴方には、妹さんが一人、居らっしゃいましたね？　貴方と、お父様と、お母様と、四人家族で……」

「やめろッ!!」

　続く言葉を遮さえぎるように、架ヶ世は怒ど鳴なった。薬品棚のガラス戸がビリビリと震ふるえる。全身から、焔ほのおと殺気が立ち上っていた。

「……御免なさい。傷きず跡あとに触ふれるような真ま似ねをしました……どうかお許しを」

　モニカはたおやかに頭を下げた。万が一に備えてシオンは身構えていたが、今にも襲い掛かりそうな様子ではあっても、架ヶ世は動かなかった。火の出るような目でモニカを睨み付けてはいたが。

「私は、物体から来歴を読み取る物質記憶読解サイコメトリーや、他人の思考を読み取る読心能力テレパシーなど、超感覚的知覚を一通り備えているのです。どうぞ、お見知り置き下さい」

　モニカ・ネオ。極東教会の聖女にして稀き代だいの魔ま女じよ。逸いち早はやく黒装退魔師団ホーリーオーダーの必要性を説き、自ら主導してその設立に貢こう献けんした。また、正典カノン式の開発者の一人でもある。シオンと八慧の上司に当たり、八や尋ひろにとっては同どう僚りようだという。

「──怖こわい女性だよ。彼女に隠かくし事は難しい」

　モニカの隣となり、机に背を預けるようにして丸まる椅い子すに腰を下ろした、白衣の中年が言葉を継ついだ。両足を組み、腿ももの上で両手を組んでいる。架かヶが世せの一いち瞥べつを受けてニコリと笑い、

「僕は此こ処この医局長、日ひ流る子こ恵けい介すけだ。人呼んで『あまりにも天才過ぎる男フアツキン・ジーニアス』……ははは、皆正直だねッフフ……さて淡あわ島しま君、彼のカルテを」

　日流子が組んでいた手を解き横へと伸ばせば、隣にひっそりと控ひかえていた看護師の娘が、其そ処こにクリップボードを乗せた。息の合った動きだった。

「はい、ファッキン先生」

「……略すならジーニアスの方にしてくれんかね？」

　医師・日流子恵介と、看護師・淡島佳か苗なえは、それぞれ子し爵しやく級『医パ魔プ神ス』と、同じく子爵級『薬石薬師ザルブリス』を身に宿す魔ま人じんだ。パプスは医学に関する膨ぼう大だいな知識を携え、ザルブリスは治療の力を有す。日流子が患部と症しよう状じようを看破し、淡島が治すという、二人一組ツーマンセルの医療チーム。元来、魔ま力りよくによる強力な回復能力を持つ魔人に対して、その力を増幅させるという手法で治療施術に当たる。

　日流子はカルテをめくりながら、言葉を続ける。

「で、ええと、天あま津つ君ね、んー、体には特に問題ありません。健康そのもの。しかしねえ、問題は魔力だ。これ以上の使用は、医者としてお勧すすめできない。魂がもたないよ」

　無言の架ヶ世へと、

「我々に、貴方あなたを傷つける意思はありません。御理解頂けますか」

　モニカが静かに言うも、架ヶ世は推し量るように、睨にらみ付けて無言。モニカは言いい募つのる。

「貴方に提案があります」

「……提案だと？」

「はい。宜よろしければ、協力なさいませんか？」

　再び無言に戻る架ヶ世へと、モニカは本題を切り出す。

「我々は貴方に、悪あく魔ま憑つきと戦う術を差し上げられます。それに、貴方が追う仇きゆう敵てきについての情報も、我々と共に居た方が手に入りやすいでしょう……如何いかがですか？　黒装退魔師団ホーリーオーダーに身み柄がらを預けて下さいませんか？」

「……他の魔人など信用できん。勝手に人の心を覗のぞくような女は特にだ」

　架ヶ世が吐はき捨て、片手を持ち上げる。其処に炎が噴ふき上がり、凝ぎよう固こすると、凶きよう悪あくなフォルムの大剣となった。軽々と舞まわせ、切っ先を八尋へと向けた。

「戦う術なら持っている。敵以外に使う気はなかったが、見たいか？」

　八や慧えが咄とつ嗟さに、八尋を庇かばうように前に出た。その脇わきから更さらにシオンが前に出て、二人を背に庇いつつ、口を開いた。

「……いい加減にしろ」

　口調が自然と荒あらくなる。自分が助けようとした青年を、彼が殺したからだろうか？　酷ひどくイラつく。何かが、根本的に、イラつく……

　架かヶが世せの視線を受けながら、シオンは続けた。

「結局、復ふく讐しゆうなんて自分勝手な理由じゃねえか。それで他ひ人と様さまに迷めい惑わくかけて、みっともないと思わねえのか？　後こう悔かいしねえのか、それで」

　睨にらみ合うこと数秒、ふと架ヶ世は、吊つり上げっぱなしだった眉まゆの角度を緩ゆるめた。

「……お前、さっき戦ってた奴やつか」

「そうだ」

「青あお臭くさい説教を聞く気はないが……そう言えば、お前には借りがあったな」

「借り？」

「さっき俺おれを庇かばったろうが。余計な世話だが、借りは借りだ」

　架ヶ世がふと覗のぞかせた義理堅がたさを、シオンは意外に思った。苛いら立だちが薄れる。ひたすら傍ぼう若じやく無ぶ人じんな奴かと思ったが、案外そうでもないらしい。

『──長官、司令部にお戻り下さい』

　と、医務室のスピーカーから、女性の声が割り込んだ。

「……事件のようです」

　モニカは呟つぶやくと、入り口へと向かって歩いて行く。

「八や尋ひろ、シオン、八や慧え、一いつ緒しよに上へ……架ヶ世、宜よろしければ貴方あなたも」

「指図される謂いわれはないな」

　反発を見せる架ヶ世へと、モニカは入口で振り向き、

「無理強いは致いたしませんが、一ひと先まず私たちの活動を見て頂けませんか？」

「興味もない」

「……貴方の仇かたきが起こした事件である可能性も、あるのですよ？」

　モニカが最後に切った交渉手札に、架ヶ世は口を噤つぐんだ。頑かたくなだった表情に、思案の色が混ざる。やがて、徐おもむろに右腕を振り払った。一いつ瞬しゆんの光こう芒ぼうを閃ひらめかせ、火の粉を名残なごりと散らせながら、大剣が消え去る。それから舌打ちを一つ。

「……良いだろう。気に食わないが、取とり敢あえず従ってやる」

　八尋が居て助かったなと、シオンは思った。普ふ段だんの八慧なら、架ヶ世の一連の態度に食って掛かっていただろうし、面めん倒どうなことになっていただろう。八尋の前でだけ、八慧は愛くるしい娘を演じるのだ。演じ切れているかどうかは怪あやしいところだが。

　五人連れ立って医務室を出ると、エレベーターに乗った。

「──なあ、オッサン」

　回数表示を見上げながら、シオンは切り出した。

「お前、そろそろパパとか、お父さんとか呼べよ、水みず臭くせえぞ」

　八や尋ひろのこうした、愛情を表現するに躊躇ためらわない暑苦しい性格は、時々シオンを戸と惑まどわせた。無視して続ける。

「あっちの様子、どうだったんだ？」

　八尋の所属は黒装退魔師団ホーリーオーダーではない。彼は極東教会の退魔師エージエントだ。故ゆえに、借り出される事件も国内に限定されない。世界各地を飛び回り人々を救う、巡回者でもある。先の出張先はイタリアだと聞いた。

「ああ、まあ、爆ばく心しん地ちだからな、多少は騒さわがしいが……何ど処こも変わらんな。大召喚グレーター・サモンからこっち、世界はさしずめ、悪あく魔まどもの植民地だ」

　長年の研究により、大召喚グレーター・サモンが、異郷の高次的な座標を現世へと近づける秘法であったと分かったのは、ここ一年のことだ。今や現世と異郷は、随ずい分ぶん近しくなってしまった。

「……あの男は？」

　更さらに尋たずねる。口調が自然と硬かたくなる。

「見つからん」

　あの男──大召喚グレーター・サモンを行ったと目もくされる、稀き代だいの魔ま術じゆつ師し。アレイスター・クロウリーと名乗るその男は神しん出しゆつ鬼き没ぼつで、悪魔そのものなのではないかと噂うわさされている。十年間、教会は彼を追い続けてきた。

　シオンは何度も悪ゆ夢めに見た。幼い日には、震ふるえて泣いて目を覚ました。今も、目を閉じればまざまざと思い出せる。あの血のような夕暮れ、まだ新しん鮮せんな遺体の街で、七歳のシオンからあらゆるものを奪うばい去った男……

　剣けん呑のんな気配を薄く纏まとったシオンと対照的に、八尋は気の抜ぬけた笑顔を見せた。

「ま、お前が気にするこたあない。アレは俺おれが片付ける。それより、仲良くやってんのか、そっちは？　喧けん嘩かしてねえだろうな？」

　問い掛けられると、

「もっちろん！　シオンはきちんと私が守ってるから、安心して」

　八や慧えが満面の笑顔で逸いち早く答えた。

「おい待てよ、どっちかと言えば俺がお前を──」

　異論を唱えようとしたシオンの脇わき腹ばらに、硬い感かん触しよくがゴリゴリと押し付けられた。八慧のデリンジャーである。まごうことなき早業であった。

「……あーはいはい、センパイには、お世話にナッテマスヨ」

　投なげ遣やりな切り口上で返すと、八尋は豪ごう放ほうに笑い、

「そうかそうか、流石さすがは俺の娘だ、偉いぞ！」

　よーしよしよし、と言いながら八慧の頭を両手で撫なでた。八尋もちょっと……いや、かなり親馬鹿なところがある。

　やれやれと息を吐きざまに、ふと気配を感じて横へと視線を滑すべらせれば、腕組みをした架かヶが世せが、横目で此方こちらを見ていた。

「……何見てんだよ」

　架ヶ世は口くちの端はを上げ、

「まるで首輪の付いた犬だな」

　シオンは頬ほおをひくつかせる──言うじゃねえか、この野郎。

「犬はてめえだろ、このチワワ」
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　架ヶ世は眉まゆを顰ひそめ、

「何だ？　どういう意味だ？」

「さあな」

　シオンが知らぬ顔を通していると、エレベーターが止まった。司令部のある階層に到着。地上四十一階。これより上は最上区画、上空からの侵しん入にゆう攻こう撃げきを想定したセキュリティー・ルームとなっている。

　エレベーターから降りてすぐは、円形の外周をぐるりと囲む廊ろう下か。ガラス張りの向こうに、東京湾の黒々とした海うな原ばらや、その上を幾いく重えにも流れるバイパスの光、夜を朧おぼろに霞かすませる都心部の輝かがやきが見える。明めい滅めつし、さんざめく、無数の生活の光……平和そうなのは上うわ辺べだけだ。今も『門ゲート』の向こう、霧きり深き異郷から、異郷徒どもがあの光を狙ねらっている。その儚はかなさを知る目には、一層美しく映える光。守られるべき偽いつわり。

　モニカに続き、間近にある分厚い自動ドアから内側へと入り込めば、電子光と機器からの排熱、冷房の気流が渾こん然ぜん一いつ体たいとなって押し寄せた。

　上下数階をぶち抜いて造られた巨大なスペース。中央へと向かって段々と下っていく半円状の階段構造。左右にそれぞれ三つずつ、計六つのオペレーターズ・デスクがあって、オペレーターたちが座り、キーボードを叩たたいている。前方には銀幕ばりのメインモニターと、サブモニターが四つ。此こ処ここそが、関東域に於おける異郷徒対策の最前線、黒装退魔師団ホーリーオーダーの中ちゆう枢すう司令室だった。

　モニカは最上段、モニター群を真正面から捉とらえる、虚こ空くうへと張り出した司令席へと向かい、腰を下ろした。残りの四人は、その後ろに控ひかえる。

「状じよう況きようを」

「主モニターに、映像、出ます」

　オペレーターの一人が言い、メインモニターが切り替わった。

「これは……？」

　モニカの怪け訝げんそうな声に続き、

「え、ウソ、なんで!?」

　八や慧えも目を見張った。声こそ出さなかったが、シオンも知らずに拳こぶしを握にぎり締しめていた。驚おどろきと、続いてやって来た悔くやしさから。呼吸が乱れる。

　映像は、町並みだった。

　ほんの数秒前まで、其そ処こは平和だったろう。ぼんやりと優しい光に満ちた、日常の切きれ端はしがあったろう。コンビニの出入り口では若者が屯たむろし、草臥くたびれたサラリーマンが家族の待つ家へと向かって歩いていただろう。路上駐車の車の運転席には、人待ち顔の誰だれかが居ただろう──そうした全すべてを、アスファルトを突き破って生えた鉄の槍やりが、ぐちゃぐちゃに貫つらぬいていた。

　──カタストロフィ。

　あの日の夕暮れへと世界を巻き戻す炎が、夜空と映像のフレームを炙あぶっている。

　中心には、大きな『門ゲート』がある。その前に、番兵でも気取っているように、人ひと影かげが一つ、槍を手に佇たたずんでいた。その微び笑しようが、シオンを苛いら立だたせる。まるで自分がやったことではないと言いたげな。自分には関係ないと言いたげな。あまりにも超然的な。神性すら帯びた笑顔──何様のつもりだと言うのか。

「何ど処この映像ですか？」

「鳴なる海み区の交差点、街頭カメラです」

　モニカの淡たん々たんとした声に、オペレーターが答える。

「対処は？」

「近くに居た退魔師エージエント二名が向かっています。到着まで凡およそ五分」

「迅じん速そくだな。しかし、間に合わんだろう。ありゃすぐ逃げるぞ」

　八や尋ひろが呟つぶやく。電子光が眼鏡めがねに反射し、表情を隠かくしている。

「あの野郎、魂の『調理』を放ほう棄きしてやがる。獣けものが食い散らかすみてえに、殺すだけ殺して逃げるつもりだ」

　語る間に、映像の中の青年が、ふとカメラを見た。微び笑しようがより一層深まる。その唇くちびるが動いて、音のないまま言葉を紡つむぐ。直後、手にした槍やりが投げられた。

　映像に衝しよう撃げきが走り、砂すな嵐あらしとなった。

　──マタ、アオウ、シオン。

　奴やつは確かに、そう言った。怒いかりで目め眩まいがする。

「予言課マクベスは何と？」

「連絡ありません」

　再び、モニカとオペレーターが言葉を交わす。

　予言課マクベスは、未来予知能力プレコグニシヨンを持つ三人の魔ま人じんを筆頭に構成される、司令部直属の情報課だ。モニカ自身も予知能力を持つので、課長を兼任している。

　未来は常に揺らいでおり、その尾おを捉とらえることは難しい。悪あく魔まが見せるビジョンの多くは酷ひどく難解で、暗号文や数列、絵画や図形など、多た彩さいな謎なぞを纏まとって顕あらわれる。解かい析せきが間に合わないこともあるし、欲しい答えが得られるとも限らない。

　それでも予言課マクベスは、黒装退魔師団ホーリーオーダーの迅速な行動を支える、重要な部署だった。例えば今日の出動でも、事件発生直前に交通規制を終えていたのは、彼らの力があったからこそなのだ。

「今をもって、一連の事案を最優先処理案件とします。各部に伝達を……」

　モニカの声に紛まぎれ、

「──同じだ、この前と」

　架かヶが世せの呟きが妙みように遠く聞こえて、シオンは振り向いた。

　爆ばく炎えんを秘めた一振りを担ぐように携たずさえ、架ヶ世は司令部の出口に立っていた。半身振り向いたその視線が、シオンと交差する。自動ドアは開いており、向こうには夜空を映して鏡のようになったガラス。

「おい、どういう意味だ？」

　シオンの問いに、架ヶ世は首を少し倒して。

「あいつとは一度やり合った。殺した筈はずだった……」

　再び歩みを進めながら、

「シオン、だったか？　借りを返すのは、また今度だ。俺おれは行く」

「ちょっ──」

「こらこら、待てっつーの！」

　口を開きかけたシオンに先んじて、八や慧えが怒ど鳴なった。八尋の前でだけ被かぶる猫がビリビリと破れ、中身の虎とらが出かけている。なんとも薄い猫の着ぐるみだった。それとも虎が獰どう猛もうすぎるのだろうか。

「まだあいつの謎なぞが解けてないのに、一人じゃ犬死にでしょ！　バカなの!?」

　架かヶが世せはそのまま廊ろう下かに出ると、剣を振り上げた。炎の刃が唸うなれば、徹甲弾シヨツトシエルすら受け止める特とく殊しゆ防ぼう弾だんガラスが盛大に砕くだけ散った。飛び散った破片は、溶とけて赤熱している。東京湾の潮風が、複雑な匂においを運んで来て、架ヶ世の長い髪を躍おどらせた。

　非常ベルが廊下に鳴なり響ひびき、灯る赤いランプが、架ヶ世の横顔を照らす。

「……俺にも、俺の悪あく魔まは止められないんだ。斃たおすべき相手がいる限り」

　じゃあな、と一言告げて、全身から炎を噴き上げ、架ヶ世は飛び去っていく。夜空を切きり裂さく紅ぐ蓮れんの流星は一度だけ瞬またたくと、都市の光へと落ちていく。すぐさま分厚いシャッターが降りて来て、その姿を遮さえぎってしまった。

「はい、バカ確定ーッ！」

　八や慧えがフスフスと鼻息荒あらく言う。

　司令室の中から、豪ごう放ほうな笑い声がした。八や尋ひろだ。やれやれと言った風に、

「まったく、誰だれかに似てるぜ、おい？　昔、あんなガキがいたよなァ？」

「……やめてくれ」

　シオンはそう返しながら、開いた片手を見下ろした。掌てのひらに血が滲にじんでいた。握にぎり込みすぎて爪つめが食い込んだのだろう。痛みは時々、本当に時々、心を救ってくれたりする。

　言ってやりたかった。復ふく讐しゆうなんて止めろと。下らないと言ってやりたかった。だが……本当にそれは下らないことか？

　自分は止めた。日向ひなたの窓で凍こごえた心を温ぬくもらせ、暗く燃え盛る心をセピア色に塗ぬり替かえて。復讐に生きることを止めた。何もかもに背を向け、あの男だけを追うことを止めた。しかし、それは……本当に止めたんだったか？　諦あきらめたのではなく？

　後こう悔かいがあるわけではない。でもあの頃ころの自分に、今の自分は、何て言ってやれるのだろう。それが分からない。

　先に見た映像が、幼い頃の記き憶おくに重なり、酷ひどい心地だった。一体自分は、どれだけの人を救えないまま、生き長らえていくのだろう？　こんなことなら……

「──でも、今のお前は違う」

　八尋の声が耳じ朶だを打つ。沈む心に楔くさびのように打ち込まれる。

「……安心しろ、間違っちゃいねえよ、お前の選んだ道は」

　懐なつかしむような響きを持つ言葉を聞いて、シオンはふと顔を上げた。

　目の前に八慧が立っていた。仁に王おう立だちだ。

「ちょっと、頭下げてくんない？」

「……なんだよ？」

「良いから下げる！」

　強く言われて、シオンは訝いぶかしりながらも背を丸めた。目め潰つぶしか？

「まったく無む駄だに高くなってさー……よッと！」

　突とつ然ぜん、両腕で頭を抱だかれた。後頭部をワシワシと撫なでられる。八や慧えの体温に包まれる。

「お、おい!?　なんだ、やめろって！」

　無理やり背筋を伸ばして抵てい抗こうする。八慧は頓とん着ちやくなく腕を放し、とん、と一歩退いた。やや恥ずかしげに視線を逸そらして、

「……迷子の顔、してたからさ」

「なんだそりゃ……」

「だから、迷子の顔！　独ひとりぼっちの顔。シオンって昔、いつもそういう顔してた。私、よく今みたいに胸を貸してあげたの、覚えてない？」

　シオンは一いつ瞬しゆん目を閉じてから、

「……人に貸すにしては、あれだな、心こころ許もとねえボリュームだな、相変わらず」

　憎にくまれ口を叩たたいた。

　八慧の顔が、みるみる赤くなる。

「にゅぎゃー!!」

　一発、二発、三発と繰り出される目潰しを両手で逸らしながら、シオンは何度かつっかえてから、漸ようやく口にした。

「っと、あー、なんだ、その……ま、ありがとな」

「今いま更さらお礼なんて言ったって遅いっ、にゅぎゃーっ！」

　八慧の攻こう撃げきが続く中、八や尋ひろの豪ごう放ほうな笑い声が聞こえる。

　外見は全く違うが、やっぱり親子だ、八尋と八慧は似ている。こうやって、十年間ずっとこうやって、シオンの心の棘とげを、少しずつ取り除いてくれたのだ。救われてしまうことに罪悪感を覚えながら、シオンは人間になっていったのだ。丁度こんな風に。

　敵かなわねえなあ、と思う──お前のその目、どんだけお見通しだよ？







　　二章　光と影の季節







「はーあ、まったく、世の中不公平だー」

　風かぜ薫かおる五月、爽さわやかな朝を台無しにする溜ため息いきを吐つきながら、八や慧えは海沿いの道を行く。海鳥の声が聞こえる。

　左手には太平洋。遠景、煌きらめく波間には、風力・波力・潮力の複合発電施設が聳そびえる。車輪状のブレードが何基も並び、朝日を受けている様は壮そう観かんだ。右手には車道と、都主導の大規模緑化計画によって植林された、海の森第三公園の木々が茂しげっている。

　車通りもそれほど多くなく風ふう光こう明めい媚びなこの道は、ジョガーたちに愛されていた。

「朝っぱらからなんだよ……」

　隣となりを歩くシオンは欠伸あくび混じりに、やれやれ、付き合ってやるかといった風にレスポンスを返す。ストロークが大分違うので歩行速度にも差が出るかと思いきや、シオンはだるそうに歩き、八慧はせっかちなので、丁度釣つり合いが取れていた。長い付き合いだ。自然とこういう形に落ち着いた。

　二人は制服姿で、つまり登校中だった。男子は詰つめ襟えり、女子はブレザーだが、今は夏服なので、上は二人ともボタンダウンのワイシャツ。八慧はその上にサマーニットを羽織り、胸元にはリボンが揺れる。下はスラックスとスカートで、グレーを基調とし黒いラインの入った、真ま面じ目めそうなデザインだ。八慧はそれにオーバーニーソ。髪は下ろしており、左手首にブレスレット代わりに、リボンモチーフの飾かざりゴムを巻いている。

「今け朝さだって牛乳二杯飲んだのに……小学校から続けてるのに！　お風ふ呂ろ上りにストレッチだってしてるのにい!!」

　またその話か、とシオンは思う。

「もう成長期終わってんじゃねえか？」

「うるさーい！　あんたばっかグィングィン背が伸びてさ、不公平すぎ」

「デカくても別に良いことねえぞ？」

「持たざる者の悲しみは、持つ者にはわからないの！」

　などと、他愛もない会話を交わしながら歩いている二人の後方から、車道脇わきの白線内側を、折おり畳たたみ自転車が軽快に追い抜いて行った──かと思えば、

「お？　おっおっ？　おー！」

　そんな声と共に、ぎぎぎとうるさいブレーキ音を響ひびかせて、数メートル先で停まった。

「おうおう、オッハヨーサァーン！」

　歩道に片足を乗せて振り向いた男子高校生が、底そこ抜ぬけに明るい挨あい拶さつを飛ばしてくる。

「よう、ムギワラ」

「おはよームギワラ、あんた元気ねえ無む駄だに……」

　シオンと八や慧えが口々に返す。

　ムギワラこと和わ田だ光みつ彦ひこは、二人のクラスメイトだった。

　そこそこのルックスを持ちながら、何ど処ことなくヘタレで軽薄そうな、一言で表現するなら残念そうなオーラを全身から発散させているが故ゆえに、女子からは『友だちとしてなら優良株』『凄すごく良い人』等といった、優しくて残ざん酷こくな評価を受けている好青年だ。

　ムギワラというのは、商店街にある実家の定食屋の店名で、盛りが良くて安くて美う味まいので学生たちに重宝されており、それがそのまま本人のあだ名になっている。大本の由来は飼っている猫の、毛皮の柄がらからとのこと。

「なんだよ、月曜の朝からヘバってたんじゃ、一週間乗り切れないぜ？」

　二人が追いつくのを待って自転車から降り、手押しで歩き始めるムギワラ。

「お気き遣づかいなく。私、温存するタイプなんで」

　八慧が返す。

「つーかお前ら、今け朝さはこっちから通学なんだな。相変わらず仲のよろしいことで！　あっ、俺おれもしかして邪じや魔ま？　邪魔っすかー？」

　シオンと八慧は、普ふ段だんは黒装退魔師団ホーリーオーダーの男子寮りよう・女子寮で生活しており、そちらからは距離があるのでバス通学だ。八尋が帰って来ているときだけ教会に戻り、二人で一いつ緒しよに徒歩通学する。たまにこうして冷やかされたりするが、シオンも八慧も適当にスルーするぐらいの処世術は、既すでに身に着けていた。

「別にこんなデクノボウ何とも思わないけど、あんたは邪魔」

「俺もこんなチビには興味ねえけど、お前は邪魔」

　答えた直後に、鳩尾みぞおちを狙ねらって繰り出された八慧の拳こぶしを、シオンは軽やかなステップで避よけている。

「ちょ、待て待てオレが悪かった、仲良くやろうぜ、な、な!?」

　八慧のパンチが結構マジな速度だったので、慌あわてて仲裁に入るムギワラ。

　横断歩道を渡って右に曲がれば、道は緩ゆるやかな上り坂になった。少し前まで桜並木が美しかったが、今はただの新緑に包まれた坂だ。この丘おかを上り切ったところに、彼らの通う高校、市立伊い賦ぶ夜や西高校がある。都立ではなく市立であるところに、この人工島の繊せん細さいな政治的立場が窺うかがえた。坂道はややダルいものの、上からの見晴らしは悪くない。

「──ところでお前ら、昨日は大だい丈じよう夫ぶだったのか？」

　下げ駄た箱ばこでスリッパに履はき替えているとき、ムギワラが言った。

　シオンは一いつ瞬しゆん、言葉に詰つまった。

「何の話？」

　八や慧えがさらりと聞き返す。退魔師エージエント活動のことを言っているはずはないのだ。

「あれ、知らねえの？　なんか昨日、あちこち凄すごかったらしいぜ？　あのほら、最近できたデカいスーパー、黒くろ岩いわ区の。あそこで火事があったらしい」

「あー、なんか、らしいね」

　八慧が曖あい昧まいに返す。

「鳴なる海みの方じゃ交通事故もあったってさ。お客さんたちが話してたんだわ」

「へえ、そうなんだ」

　八慧も腹芸は得意な方ではないので、やや棒読みになってしまったが、ムギワラは不自然さには気づかない様子で言葉を続ける。

「ウチの生徒も家族とか巻き込まれたらしいから、お前ら平気かと思ってよ。まあ、知らないくらいなら、心配することねえわな」

「あら優しい」

「ジェントルメンですからオレ……つーか先週も、商店街で立てこもり事件とかあったし、なんか最近妙みように騒さわがしいよなー」

「だな。早く落ち着くと良いんだがな」

　シオンはなるべく他ひ人と事ごとに聞こえるように返す。

　階段を上り、２Ａの教室に向かう。踊おどり場ばや廊ろう下かには、各教室から漏もれてくるざわめきが、形なく漂ただよっている。

　黒装退魔師団ホーリーオーダーの情報部は、隠いん蔽ぺい工作に四苦八苦している。噂うわさ話ばなしに耳をそばだて、各種マスコミに根回しをし、インターネットを監かん視しして、魔ま人じんの超常能力で干かん渉しようする。そうまでしても、高度情報化のこの時代、全すべての情報を押さえ込むことは難しい。

　魔人犯罪は増え続けている。いずれ、そう遠くない未来、あらゆる層の人間が、異郷の存在を知る日が来るだろう。大きなパラダイムシフトが、衝しよう撃げきと混乱を連れてやって来る……そのとき、魔人と人の関係はどうなるのか？

　歴史の授業でシオンが学んだのは、人間の歴史は差別の歴史でもあるということだ。自分は人間であるつもりだが、果たして常人たちはどう思うのだろう？　黒装退魔師団ホーリーオーダー内部ですら、魔人と常人は一枚岩ではない。

「──そんなコトないってば、もー！」

　八慧が教室の扉とびらを開けると、ざわめきの中から、明確に聞き取れるそんな言葉が飛び出して来た。

　クラスメイトたちは教室のあちこちで、ボールの中で牛乳と混じり合いつつある小麦粉のように、幾いくつものだまを作って、始業前のお喋しやべりに興じている。その中で一ひと際きわ大きな塊かたまりの中心、茶ちや化かす類たぐいの笑い声に囲まれていた女子が、こちらに気づくとパタパタ駆かけて来た。

「八や慧えちゃあーん！」

　多分に演技が入った泣き声で、八慧へと抱だきついてくる。花はな吹雪ふぶき咲さく夜やだった。

「おはよ、咲夜」

「あ、うん、おはよう！　ねーちょっと聞いてよ酷ひどいんだよー！　皆してまたわたしのこと、馬鹿だ馬鹿だってさー！」

　八慧は咲夜の頭を撫なでながら、

「おーよしよし、可か哀わい想そうに……咲夜は馬鹿じゃないのにね、うつけなだけなのにね」

　咲夜は衝しよう撃げきを受けた顔。

「それもひどい！」

　八慧は続けてクラスメイト群へ、

「こら、誰だれなの、咲夜を苛いじめたのは！」

「いやいや、其そ処こまで言ってないって」

　一人が答えて、

「やっぱ花吹雪はノンビリしてんなあって話してただけだよ」

「大物だよなー、色々な部位が……」

　男子たちが口々に言った。

「なんかね、咲夜、昨日の火事現場に居たらしいのよ」

　女子が言うのに、ムギワラは目を丸くする。

「マジで!?」

「うん、そんで、消防隊が駆かけつけたとき、ベンチで寝てたんだってさ！」

「花吹雪らしいじゃねえか」

　シオンは欠伸あくび混じりに言うと、上う手まくやってくれたらしい情報部に内心感謝しつつ、自分の席へと向かった。窓際の後ろから二列目。机の横の金具に鞄かばんを吊つり下げて腰を下ろす。

「わたしも、自分がいつの間に寝てたのかちょっと記き憶おくが曖あい昧まいで……あ、でね！　夢を見たんだけどね、竹たけ葉は谷や君と八慧ちゃんが出てきたの！　二人とも変な服着てた！」

「あらやだ！　ねえちょっと、それってどんな服なの？」

　と、一つ後ろの席に座る村むら田た力りきが、目を輝かがやかせながらシオンへと訪ねてきた。初対面でどんな不良もたじろがせる筋肉を誇ほこるオネエ系男子であり、可か愛わいい男の子たちの水着姿を間近で見たい！　という不純な動機から水泳部に入部、以後、様々な大会で表ひよう彰しよう台だいに上がっている現エースだ。

「花はな吹雪ふぶきの夢の話なのに、何で俺おれに訊きくんだよ」

　シオンが返すと、

「あら、それもそうだわ……ちょっと咲夜、どんななのよ？」

「うーんとね、良く覚えてないんだけど、なんか黒い服でね……神父様みたいな感じ？」

　リキが両手を組んで目を輝かがやかせる。

「えっ、やーだ、それってヤバクない!?　超似合いそう！」

「うん、カッコよかった！」

　会話は周囲の女子を巻き込み、シオンにどんな服を着せたら似合うか、という内容にシフトしつつあった。今の所優勢なのは、スーツ姿にエプロンのようだ。次点で競泳水着。

　シオンの右みぎ隣となりの席に着いた八や慧えが、

「フンドシで十分よ、シオンなんて」

　言ったらリキが、

「フ、フンドスィーッ!?」

　大だい興こう奮ふん。

　俺おれは着せ替え人形かよ……と、文句は言わない代わりに溜ため息いき一つ零こぼして、シオンは机に突つっ伏ぷすと、寝たフリを決め込んだ。休憩時間は大体このポーズだ。お喋しやべりに混じるのは苦手だし、魔ま力りよくが回復していないときは体もだるい。

　間近でリキたちが会話している中、他の教室のざわめきに耳を傾かたむければ、飛び交う話題の多くは、やはり昨日の事件に関するもののようだった。隣となりのクラスの誰だれ々だれが病院に担かつぎ込まれただの、どうやら放火らしいだの、犯人はまだ捕つかまっていないらしいだの。交通事故の方は、居眠り運転の乗用車がガソリンスタンドに突っ込んで火が出ただの……

　あの青年は、何ど処この誰だれなのだろうか？　凄すごい力の持ち主だった。早く止めなければ犠ぎ牲せい者しやが増えると思えば気は焦あせるが、今いま頃ごろ諜ちよう報ほう課も必死に捜そう索さくしている筈はずだ。一ひと先まずは任せるしかない。あれほど目を引く美形なら、身元の特定は難しくないだろう。

　──マタ、アオウ、シオン。

　名指しの挑ちよう発はつ、あれは一体どういうつもりなのか……

　つらつら考えている内にチャイムが鳴った。体育教師である担任がやって来てＳＨＲシヨート・ホーム・ルームが始まり、シオンは身を起こした。校外学習が近いので、それに関する連絡事項が幾いくつかと、そろそろ中間なので頑がん張ばれという激げき励れい。

　これ以上ないほど普ふ通つうの、高校生としての日常に流し込まれていく。血ち飛沫しぶきの世界が遠のく感覚がする。

　一限英語、二限数Ｉ、三限現国……シオンはそれなりに真ま面じ目めにこなしていく。ノートを取ったり、教科書にマーカーを引いたり。どちらかと言えば理数系で、文系科目は苦手だった。登場人物の気持ちはどうだとか、著者がこの作品に込めたテーマは何かとか、そういう感情の機き微びには疎うとい。

　とはいえ、魔ま人じんであるシオンには、敢あえて勉強する必要はない。悪あく魔またちは多様な知識を携たずさえており、望めばそれらを惜おしみなく与えてくれる。シオンが契約している中でも、語学なら侯こう爵しやく級『飛天銀鮫フオルネウス』や『赤霧怪ロノヴエ』、科学や数学ならば公こう爵しやく級の『天泉偽聖クローセル』あたりが詳くわしい。彼らの力を以もってすれば、テストで優ゆう秀しゆうな成績を収めるなど、あまりにも容易たやすいことだ。

　しかし黒装退魔師団ホーリーオーダーでは、所属する魔ま人じんたちに、学業に就くことや副業を持つことを推すい奨しようしている。社会に混じり、人間として、人間らしく生活することが、失われた魔力を補ほ充じゆうする上で効果的と考えられるからだ。

　魔力と魂は、密接な関係にある。人の魂を形作るのは、意識下、無意識下の様々な感情や意思だ。故ゆえに魔力を効率良く回復するには、人間らしく感動することが大切だと言う。喜び、怒り、哀かなしみ、楽しむことが。

　シオンも別に、学校は嫌きらいではない。日常という大きな流れに溶とけ周囲と一体となる感覚、それを好ましく思うのは、根源的に自分が異物であると知っているからだろうか？

　──天あま津つ架かヶが世せ。

　不意に思い出す。なかなか衝しよう撃げき的てきな出会いだった。

　──あいつには、受け入れてくれる場所があるのだろうか？　多少無理やりにでも、自分を嵌はめ込める場所が。いびつでサイズが合わなくても、擦こすれ合う痛みすら、生きている証しよう拠こだと思える、そんな場所が……

「──ほらシオン、何ぼさーっとしてんの？　行くよ！」

　八や慧えに肩を叩たたかれ、我に返った。ムギワラと咲さく夜やもいる。昼休みなので、学食に行こうというのだろう。

　八慧はかなりクラスに馴な染じんでおり、男子にも人気がある。外見だけ見れば可か憐れんだし、男らしい性格とのギャップが良いと言う、ややマニアックなヤツもいるらしい。だが告白された回数は、男子からより、女子からの方が圧倒的に多い。

　八慧の様子を見ていると、自分が器の小さいヤツに思えてくる。魔人だとか常人だとかに関係なく、彼女は自然体だ。

「おう」

　一言返し、立ち上がって向かおうとすると、リキも勢い良く立ち上がり、

「アタシもご一いつ緒しよするわァン！」

　ムギワラが不思議そうに、

「あれ？　お前、弁当持って来てんじゃねーの？」

　リキは弁当持参が基本だ。毎日早起きして自作しているという。味見をした男子は皆一様に、彼が女だったら結婚を考えていたかも知れない、魔ま性しようの味だと、結構マジ顔で語る。今日もその肉体に見合わない、可憐な花はな柄がらの弁当包みを片手に下げていた。

「えーあるけどー、アタシもシオンと一緒に食べたい、の！」

「尻しりを触さわるんじゃねえ！」

　シオンは一いつ喝かつしながら、臀でん部ぶを撫なで回すリキの手を叩き落とす。

「あーん、だってシオンのお尻って、すっごいセクシーなんだもおん！」

「やめてくれ……」

　関節がコンニャクででもできていそうな動きをしながらリキが弁明するのに、シオンは溜ため息いきを返した。

　廊ろう下かを歩きながら、八や慧え、咲さく夜や、ムギワラ、リキの四人は、好きなアーティストについての他愛もない会話を始めた。シオンは半歩遅れながらそれを聞く。八慧のようには混ざれなくても、こうして傍かたわらに居るだけで心安らぐような空気感がある。

　やがて辿たどり着いた学食は、いつも通り混雑していたが、テラス席にはまだ空きがあった。リキを場所取りに残し、各自食べたい物を所定の窓口でゲットしてから戻る。

　シオンはきつねうどんで、八慧はハンバーグのＢ定食、ムギワラはラーメン、咲夜は週替わりの焼き魚定食だ。

「──ねえ八慧ちゃん、八慧ちゃんって、どんな女の子が好き？」

　不意に咲夜に尋たずねられ、八慧は微び妙みような顔をした。

「え……あのね、私、別にそういう趣しゆ味みはないよ？」

　咲夜はパタパタと両手を振る。

「あっ、そ、そうだよね、ごめん、八慧ちゃん男らしいから……ねえ、ムギワラ君は？」

「ん？　オレはやっぱり、家庭的な女の子かなあ」

　ラーメンを啜すすりながら返すムギワラ。

「家事全般できて、料理が上う手まい子が良いな。オレ手伝いで料理してるからさ、家ではせめて人の作ったモン食いてえの」

「あら、ならアタシなんて、ピッタリじゃなーい？」

　リキがムギワラに流し目を送る。

「女の子って話だろ!?　やめろよその、蕩とろけそうな目！」

　咲夜は視線を移し、

「ねえ、竹たけ葉は谷や君は？」

「乱暴じゃなくて、人を引っ張り回さなくて、幼おさな馴な染じみじゃない女……痛ッ！」

　机の下で八慧に脛すねを蹴けられた──いきなり蹴ってこない女、も追加だな……

　くすくすと笑う咲夜へと、

「で、咲夜はなんで突とつ然ぜんそんなことを？」

　八慧が尋ねる。

　咲夜は微妙に視線を落とし、やや紅潮した頬ほおで語り出した。

「んー、とね、わたし今……あ、内ない緒しよにしてほしいんだけど……その、ちょっと気になってる男の子がいてさ……」

「えっ、ホントに!?」

　八慧が身を乗り出す。

「マジかよ、誰だれよ!?」

「あらっ、ついにオクテな咲さく夜やにも春が来たのねェン！」

　ムギワラもリキも、相当な食いつきを見せる。

　咲夜のモテっぷりは、なかなか凄すさまじい。外見の良さもあるだろうが、やはり一番の要因は、守ってあげたくなるようなその性格、父性を擽くすぐらずにはいないところだろう。八や慧えには絶対的に足りていない部分だ。

「えと、この学校の人じゃないんだけど……男の人に絡からまれてたとき、助けてくれて」

　思い出しながら語っているのだろう、咲夜の視線は夢見がちだった。

　ほうほう、それで!?　と、シオンを除いた三人が、食い気味な相あい槌づちを打つ。

「え、えと、それから何回か、偶ぐう然ぜん会ったりして……わたし、こんなの初めてだから……」

　語るうちに、咲夜の首の傾けい斜しやはどんどん深まっていき、頬ほおの赤さが増していく。

「男の子って、どんな女の子が好きなのかなー、って……」

　消え入るようだった声が、遂ついには途と絶だえる。

「う、う、うおーっ、その初うい々ういしい仕草、キュンときたぜーっ！」

　ムギワラが雄お叫たけびを上げた。

「良い咲夜、乙おと女めに何より必要なのは筋肉よ！　上腕二等筋と前ぜん鋸きよ筋きん、大胸筋の間で、相手の腕をガッチリ挟はさみ込んで離さない、これが大事なの！　大だい丈じよう夫ぶ任せて、アタシがメニュー考えてあげるから、今日からガッチリムチムチ、鍛きたえるのよォン！」

　リキが持論を展開し始める。

　うどんを啜すすりながら、シオンは思う──好みのタイプか……そういやあ、八慧のヤツはどうなんだ？　そういう話ってしたことねえからな、想像もつかねえ……

「ねえ、写メとかないの？　写メ！」

　八慧にそう問われた咲夜は、

「あ、うん、あるよ、えっと……なんかね、あんまり上う手まく映ってないんだけど……」

　語りながらスカートのポケットからガラケーを取り出すと、何度かボタンを押してから八慧へと差し出した。興味に目を輝かがやかせながら受け取った八慧が、一いつ瞬しゆん真顔になったのを、シオンは見逃さなかった。

「……ああ……うん、確かに、かなりブレてるね……ほら」

　八慧から何か言いたげな視線と共に携けい帯たい電話を受け取り、画面を見下ろす。手持ちで撮とったらしく、画面一杯に二人の顔がある。左側に咲夜、嬉うれしそうに微ほほ笑えんでいる。右側の男が噂うわさの彼だろう。不思議なのは、男の顔だけが異常なほどブレていることだ。

「あらホントねえ……でもすっごい美形、これでもわかるわ！　ああん、羨うらやましい、アタシもこんな人と出会いたーい！」

「チクショー、やっぱ顔か？　顔なのか？　オレ程度じゃダメなのかー！」

　左右から覗のぞき込んで来たリキとムギワラが口々に言う。二人の青春の叫びに突っ込んでいる余よ裕ゆうも、慰なぐさめている余裕も、シオンにはなかった。

「……こいつ、名前は？」

　何気ない風を装って尋たずねた。声が硬かたくならないようにするには、かなり気をつけなければならなかった。

「苗みよう字じは知らないんだけど、リュウくんって言うんだって！」

　そう返す咲さく夜やの瞳ひとみには、恋する乙おと女め特有の、夢見がちで朗ほがらかな輝かがやきが宿っている。







「──あれってやっぱり……そうだよな？」

　シオンはそう切り出した。

　既すでにチャイムは鳴り、午後の授業は始まっているが、シオンと八や慧えは二人で校舎の屋上に居た。出入り禁止なので扉とびらには錠じようが掛かっており、此こ処こなら誰だれかに見られたり盗み聞きされる心配はまずない。ソーラー発電パネルが並ぶ屋上は殺風景だが、遠景に見える人工島の町並みや、海うな原ばらの輝きは美しかった。

「多分ね。かなり見づらかったけど」

　応じる八慧。

　二人の顔は浮かなかった。似ていたのだ。咲夜が想いを寄せるリュウとかいう人物は、昨日の青年に。二人がイコールであれば、重要な取っ掛かりとなる。そうであれば良いという思いと、違えば良いという思いが、シオンと八慧の心の中では鬩せめぎ合っていた。級友の初恋相手を疑うというのは、良い気分はしない。ときめく咲夜の様子を見れば尚なお更さらだ。

「どの道、リュウとやらが魔ま人じんなのは確定だな。あのブレは魔力のせいだろう」

　現世のあらゆる感知機器は、魔力に因よって起こされる現象を捕ほ捉そくし切れない。彼自身がブレていたということは、

「幻げん像ぞう術じゆつだろうねえ……ちぇ」

　八慧は悔くやしげに舌打ちをした。

「私の眼で見破れなかったなんて、プライド傷つくなー」

　幻像術で変身していたなら、犯人捜さがしは難航するだろう。

　悪あく魔まに誘さそわれる魂は、現世の価値観からは選ばれない。例えば肉体的な強さとか、社会的な権力とか、財産の多た寡かとか。魔人としての目め醒ざめは、老若男女誰にでも起こり得る。何ど処こに潜ひそんでいるか分からない。

　こうなると、ますます咲夜から繋つながる線が、手掛かりとして重要になってくるだろう。

「調べるしかねえな」

　シオンは空へと視線を投げた。

「花はな吹雪ふぶきのケータイを長官に視て貰もらうのが一番だろうが……どうすっかな。貸してくれっつーのは、ちと不自然だし」

　モニカの物質記憶読解サイコメトリーは強力だが彼女は体が弱く、司令室と医務室を行き来する日々だ。加えて立場上敵が多い。本部から出て来て貰うわけにはいかない。危険過ぎる。

「隙すきを見て私が盗むよ」

　臆おく面めんもなく言い放つ八慧を、シオンはまじまじと見み詰つめた。

　八慧は不思議そうに、

「何？」

「いや……盗むって発想がさらっと出てくるのは、怖こわいっつうか、頼もしいっつうか……」

　八慧は胸を張った。

「先せん輩ぱいだもの」

「ま、そんなら俺おれがやるかな。早い方が良いし」

　左手を軽く持ち上げるシオン。薬指の指輪が、午後の陽光に煌きらめく。

「シャックス使うの？　大だい丈じよう夫ぶ？」

　八慧が眉まゆを顰ひそめて言う。

「しっかり指示すりゃ、仕事はこなすだろ……花吹雪のヤツ、ケータイはスカートのポケットだったか？」

「確かそうだね、鞄かばんに入れてなければ」

「席は何ど処こだっけな」

「えっと、私の隣となりだから……廊ろう下か側の前から三つ目」

　シオンは頭の中に三次元的に校舎を描き出すと、対象までの距離を念入りに想定した。本来ならそれほど丁てい寧ねいにやらなくても良いはずの能力なのだが、力を借りる悪あく魔まの性格に難があった。根っからのいたずら者トリツクスターで、少しでもこちらに付け入る隙があれば、ここぞとばかりに面倒なトラブルを引き起こそうとする。まあ、悪魔はごく一部の例外を除いて、どいつもこいつも油断のならない相手ではあるのだが。

「一応見張っといてくれ」

「おっけー」

　八慧の快かい諾だくを受け、シオンは最終的な集中を始める。対象までのＸ軸じく、Ｙ軸、Ｚ軸の距離と、対象物をしっかりと念じながら、

「……出番だ、『掠奪鵠シヤツクス』、外ゲ典ー七テ十イ二ア式窃せつ盗とう術『強制取寄フオーセブル・アポート』」

　バサリと大きな翼つばさが、空気を打つ音だけが響ひびき渡った。シャックスは侯こう爵しやく級の悪魔で、手て癖くせが悪く、あらゆるものを盗み取る。鳥の姿をしているとされる。

　……と、数秒と待たずに、掲かかげられたシオンの左手に、柔やわらかい感かん触しよくが落ちてきた。明らかに携けい帯たい電話ではない……布？　布だ。グレーを基調とした、黒いラインの入った、真ま面じ目めそうな布……数秒の間を置いてその正体に思い至り、シオンは愕がく然ぜんとした。

　──あいつ、スカートごと持って来やがった!?

「シャーックス!!」

　叫ぶシオンの脳裏に、クックックという笑み混じりの声が響ひびく。

『親愛なる主よ、何を御怒いかりかァ？　私は貴き殿でんの命を忠実にこなしたというのに。確かに相対距離はご指示頂けましたがナァ、はて、基点はどちらで？』

「あァ!?」

　何も事情を知らない者からすれば、虚こ空くうに向かって怒ど鳴なるシオンは、さぞ近寄りがたい存在だろう。魔人にありがちな特徴の一つ。その場に居ない筈はずの何かと会話する。

『貴方あなたが御立ちの場所から、ということならば、そのように仰おつしやって頂きませんとナァ……次点のものをお持ちした私の機転は、御気に召めしませんでしたかネ？』

「てめえ、わざとだろうがっ！　こっちは魔ま力りよく支払ってんだ、真ま面じ目めにやれ！」

　掠奪鵠シヤツクスに怒鳴っていると、

「し、しし、シオン……」

　八や慧えの焦あせった声がしたので、シオンは反射的に目を向けようとして、

「うわっちょ、今こっち見んな、絶対見んなーっ！」

　怒鳴られて固まった。

「なんだ、どうした？」

「スカート、そ、それ、私のだから!!」

[image: ]

　シオンは全すべてを理解した。

「……あ、ああ、そうか」

　シオンはそっぽを向きながら、左手を真横へと突き出す。スカートが引ひっ手た繰ぐられる。とんでもなく気まずい状じよう況きようだった。八慧側の空間から凄すさまじい圧力を感じる。しかし、教室にいる咲さく夜やの下着が丸出しにならなかっただけ、良しとすべきか。

「……おいシャックス、次やったらてめえ、二度と喚よばねえぞ？」

　低く押し殺した声で言えば、

『承知、承知』

　クククと笑いを残ざん響きようさせながら、掠奪鵠シヤツクスの声は消える……と、いきなりシオンの目前虚空に、ライトピンクのガラケーが出現した。言わずと知れた咲夜の携けい帯たい。落下する前に、慌あわてて受け止める──あるんじゃねえかよ！　おちょくりやがって！

　悪あく魔まの契約履り行こうは基本、ドライだ。こちらが支払った分向こうは働き、余分なことはしない。世界を隔へだてて会話をするのにも魔力を使うというのに、契約者を馬鹿にする為ためだけに話しかけてくるヤツは、掠奪鵠シヤツクスぐらいだろう。使いづらい悪魔だ。

「あーったく……その、悪かったな……」

　ガリガリと頭を掻かきつつ、目標達成に安あん堵どして、シオンはつい目を向けてしまった。

「……あ」

　煌きらめくような淡あわいブルーと、白に近い肌はだ色いろ、そして茹ゆで蛸だこのように赤くなった八や慧えの顔が見えたかと思った瞬しゆん間かん、ドムリッと何かがシオンの眼球にめり込んだ。

「ツァーッ!?」

　片手で両目を押さえながら、堪たまらず膝ひざを折る。

　シオンの両目を正確に撃うち抜いた物体は、てんてん、と一度ずつ床ゆかにバウンドしてから、八慧の片手に収まった。高弾性ゴムボールだ。スーパーボールという呼称の方が馴な染じみ深いか。縁えん日にちなどの屋台で、取りやすい小さな方だ。一個も取れないとテキ屋のあんちゃんがおまけでくれる方のヤツだ。それが二個。

「見るなっつったでしょーがっ！」

「て、てめえなあ、別にそんなもん、好すき好このんで見やしねえよバァカ！」

　シオンは思わず憎にくまれ口を返す。

「うっさいばーか！　そんなもんとか言うな！」

「穿はくのが遅えんだよ！」

「ばああか！」

　シオンの目が潰つぶれているうちに、八慧は急いでスカートを穿き直し、ポケットにボールを仕し舞まった。

「ったく、こっちはシスターだっての、神しん罰ばつよ神罰……！」

「セルフサービスの神罰かよ……」

　赤い顔でモゴモゴ言う八や慧えへと、瞼まぶたの上から眼球を揉もみながら、シオンは続ける。ややハプニングはあったものの、ともあれ、目的のブツは手に入った。

「俺おれはこのまま本部に行くから、お前は残って花はな吹雪ふぶきから色々聞き出してくれ」

　ぎろり、八慧の目は三角形。

「先せん輩ぱいに命令すんなっ！　私が本部に行く！　パパも行ってるかもだし！」

「俺に花吹雪と恋バナしろって？　冗じよう談だんだろ……任せた」

　シオンは肩を竦すくめると、全身に魔ま力りよくを纏まとわせて床ゆかを蹴けった。増強された身体能力によって、フェンスを易やす々やすと跳とび越える。

「あ、ちょっと！　もー！」

　八慧の声を置き去りに、日ひ陰かげ草そうの群生する校舎裏に、正典カノン式降下術を用いて着地。見上げれば、八慧は噛かみ付く寸前の狂犬のような表情を浮かべていた。

　この距離で会話できるほどの声を出せば、先生や生徒たちに気付かれてしまうだろう。八慧も流石さすがにそれはせず、唇くちびるだけを動かした。

　──ば、か！

　シオンはもう一度肩を竦めて見せると踵きびすを返した。

　急ぐとしよう。次の犠ぎ牲せい者しやが出てしまう前に、何とか解決したいところだ。







　青年は覚おぼ束つかない足取りで、町を歩く。

　繁はん華か街がい外れの、煤すすけた街角。胸を叩たたく不気味な拍はく動どうに合わせて、視界は揺らめいていた。頭が痛い。熱が出ている。吐と息いきが熱い。焼けるようだ。昨日の傷のせいだった。

　──何が悪いっていうんだ？　一体何が？

　ぼんやりした頭で考える。

　──僕は悪いことはしていない。誰だれだってやってることじゃないか？　誰かを踏ふみ躙にじって、何かを奪うばい取って、欲しいものを手に入れる……今まで奪われる側だったんだ。今度は僕が奪う側になって、何がいけない？　そのための力だってある。力があれば、何をしても良いはずだ。誰だってそう思ってるはずだ。誰かを傷つけて、傷つけたことにすら思い至らないで、みんな、笑顔で生きているじゃないか……

　そうだ、僕は悪くない。

　何もかもアイツのせいだ。アイツが悪い。アイツが憎にくい。あのクソ野郎さえ居なければ、全すべては上う手まくいったのに。僕がこんなに苦しむこともなかったし、もっと自由でいられたはずなのに……

　とめどない憎にくしみと、酷ひどくなる一方の体調を抱かかえたまま、青年はあてもなく歩く。

　そういえば、そろそろ学校は終わった頃ころだろうか？

　別に行きたいとは思わない。良い思い出より悪い思い出の方が、ずっと多い場所だ。でも、彼女に逢あえないのは悲しい。それに、学校に行っていないと、随ずい分ぶんと時間を持て余す。

　不確かな足取りによろめいた拍ひよう子しに、肩に強い感かん触しよくがあった。

「──ってえな、おい！」

「おいおい、カッちゃん、大だい丈じよう夫ぶかよ？」

「あははは、マジだっせー！」

　パーマにカチューシャ、剃そり込み短髪、中分けロン毛、いかにもな三人組だった。高校生ぐらいに見えるが、制服を着ていないところを見ると、学校をサボったのかもしれない。それなら自分と同じだと青年は思った──まあ、暇ひまだろう、それは。

　会え釈しやくしてそのまま通り過ぎようとすると、パーマに肩を掴つかまれた。

「こら、何素通りしてんだよ？」

　──ああ、頭が、痛い。

「おいデブ、自分の体重わかってんのか？　お前みたいなのにブチ当たられたら、交通事故だろ、もうこれはよお！　おら、こっち来いよ」

　強引に肩を組まれ、路地裏に連れ込まれた。おもむろにパーマに腹部を数発殴なぐられ、身を折ったところを、

「はい教育的指導ォー！」

　横顔を殴られてよろめいた。背中が壁かべに当たる。口の中で、血の味がした。

「ははは、カッちゃん怖えー！」

　ロン毛が陽気に笑っている。

「俺おれってこういうヤツ気に食わねえんだよ、ウジウジしてよおー、はっきり喋しやべれや。ハァハァしやがって、キメエしよー……シュシュシュ！」

　口頭で風切音を表現しながら、シャドーでパンチを放つパーマに、

「ほどほどにしとけよ、後がめんどくせえぞ」

　短髪が言う。

　壁に背を預けたまま、青年は呟つぶやいた。擦すれた笑い声が漏もれる。

「確かに、僕が……悪かったよ……」

「お？　エラいねえ、ちゃんと謝れましたね。じゃあホレ、早いとこ財布出しとけ？」

　パーマがニヤニヤと片手を差し出すが、青年の目は何ど処こも見ていなかった。

「……弱いってのは……弱そうに見えるってのは……それだけで悪いコトだよね……」

　ブツブツ言い続ける青年に、パーマは怪け訝げんそうな顔をした。

「おい、聞いてんのかよ？　出せよ、ほら財布！」

「だってそれって、お前らみたいなクズに何されても、文句が言えないってコトだもんね」

　底光りする青年の目が、急にピントを合わせる。その迫力に気付かないまま、パーマは顔色を変えた。

「あ？　誰だれがクズだって、ざけんなオラァ！」

　青年の鳩尾みぞおちを狙ねらって、前まえ蹴げりが放たれる──パキン、妙みように乾いた音がした。

「んお？　お……おわっ!?」

　自分の必殺キックが炸さく裂れつしたのに、何で倒れてねえんだ、この野郎？　という顔をしたパーマが、蹴り足を下ろそうとして、派手に尻しり餅もちをついた。

「あれ……ちょ、カッちゃん……足、なんか……変じゃね？」

　ロン毛が指差すパーマの脚あし、関節が一つ増えていた。

「え？　あれ……お、おい、なんだこれ」

　青年はパーマの蹴り足を払った片手を下ろし、自分の胸を押さえた。前のめりになり、荒あらい息をつく。炎のような息を。陽炎かげろうすら立つような。

「カ、カカ、カッちゃんに何したんだオメー!?」

「おい、こいつヤベエぞ、なんか……」

　ロン毛と短髪がうろたえている。ようやく折れた足が痛み出したのか、パーマは顔面に脂あぶら汗あせを浮かべて呻うめきながら、救急車、救急車と、オウムのように繰り返すばかり。

　青年は嗤わらいながら、三人へと踏み出す。

「今度は僕の番だ……」

　迎むかえ撃うつべきか、それとも逃げるべきか、ロン毛と短髪は決めかねているようだ。

「安心しなよ、殺したりしない……今は目立つわけにはいかないから。でも、お前らも暇ひまなんだろ？　少しだけ、遊んでやるよ」







　中ちゆう枢すう司令室にモニカの姿はなく、オペレーターの一人が医務室だと教えてくれた。昨日の忙しさが堪こたえたのだろう。こういうときの為ため、余程緊きん急きゆうの案件でもなければ、彼女なしでも回るよう、指揮系統はある程度マニュアル化されている。

　十二階へと向かう途と中ちゆう、エレベーターが一いつ旦たん停止すると、男女の二人組が乗り込んで来た。三十四階、出動用のヘリポートのある階だ。

　対照的な二人だった。金きん髪ぱつ碧へき眼がんの男は、白いスーツの上下に赤いシャツ。美形だが、やや鼻がデカく目め尻じりが垂れている。華はなやかな男に比べて、女の方は落ち着いた雰ふん囲い気きで、悪く言えば内向的な印象。長く艶つややかな黒髪に、戦闘用聖着バトル・サープリスを着込んでいる。八や慧えのものとは少しデザインが違って、遊びが多い。

「オウ、『ソロモン』じゃナーイ！」

　男は陽気に片手を挙げ、女は目礼した。

「うっす」

　シオンは短く返す。

　ソロモンというのは、シオンのコードネームだ。黒装退魔師ホーリーオーダーには各人ごとにあって、対外的にはこちらが使われる。人によって自分で決めたり、通つう称しようだったりするから、統一感はない。ちなみに八や慧えは『慧眼キーンアイ』という。

　男は学生服姿のシオンを見てニコニコと、

「ユー、スクール帰り？」

「早退だよ。そっちは出動？」

「イェース！　逃げられマシタけど？　ＨＡＨＡＨＡ」

　怪あやしいイントネーションの男と、無言の女。この二人も退魔師エージエントであり、魔ま人じんである。シオンの同どう僚りようというわけだ。

　男の名はヴィス・コナー、コードネームは『伊達男デユード』、男だん爵しやく級悪あく魔ま『不安手妻ニバス』と契約を交わす。女は秋あき葉は原ばら笑えみ子こ、コードネームは『隘路の魔女メイズウイツチ』、公爵級悪魔『迷ア宮グ女ラ帝ト』を使し役えきする。二人とも幻げん術じゆつに長たけるが、ヴィスは対個人の催さい眠みん術じゆつを、笑子は広域の空間に作用する幻像術を得意としていた。

「今日はヤエサン、一いつ緒しよじゃない？」

「あいつはまだ学校」

「オーウ、それキワメて残念デェス……ジャパニーズ女子高生、可か愛わいいよ。一度パートナー交換どう？　ハイ、お願いします」

　ヴィスは女好きで知られ、黒装退魔師団ホーリーオーダー内で口く説どかれたことのない女性は居ない。口説くことを挨あい拶さつだと思っている節ふしがある。

　シオンが何か言う前に、

「ヴィス……貴方あなたね……」

　底無し沼の水面に漂ただよう、瘴しよう気きのような声がした。

「オウッ!?　ジョーク、本当のジョークッ！　僕が愛してるのエミコサン！」

　ヴィスは慌あわてて振り向くと、全身からドス黒いオーラを放つ笑子を宥なだめ始めた。

「いつもそんなこと言ってる……シオン君、ごめんね……困らせて……」

「ああ、いや……お気にせず」

　慣れてるから──とは、ヴィスに悪いので言わない。

　やがてエレベーターは十五階に到着した。ジムやトレーニングルーム、射しや撃げき場じようなどの訓練施設が揃そろっているフロアだ。シャワールームや着替えのロッカーも此こ処こにある。

「それじゃ、またネー、お互い頑がん張ばリマショーウ」

「また、ね……」

　陽気に手を振るヴィス、うっそりと会え釈しやくをする笑えみ子こ。どこまでも対照的だ。

「お疲れ様」

　二人を見送り、ドアが閉まる。

　こうして同僚に会う度に、つくづく曲くせ者もの揃ぞろいの集団だと再認識させられる。魔ま人じんという存在自体常識外はずれなものだから、当然といえば当然だが。それでもヴィスと笑子はまだマシな部類だ。もっと癖くせのあるヤツがゴロゴロしている。

　ややあって医務室に辿たどり着き、戸を叩たたいたシオンを、日ひ流る子こが笑顔で出迎えた。

「やあやあソロモン、昨日ぶりだねえ！」

「どうも先生……長官は？」

「奥おくに居らっしゃるよ。寝てるんじゃないかな？　ん、それより……」

　日流子は業わざとらしく咳せき払ばらいすると、野や獣じゆうの眼光を輝かがやかせた。

「アイスティーでもどうかね？」

　シオンは半眼。

「要らねえすよ。睡さい眠みん薬やく入れんでしょ、どうせ」

　日流子は慄おののいた。

「なにっ馬鹿な、まさか読心能力テレパシー!?」

　──使わなくても分かるわ、そんぐらい……

　日流子は医パ魔プ神スの影えい響きようか、研究熱心が過ぎて時々無茶をやらかす。悪人ではないが、軽くマッド気味だった。専門の医学をベースに、魔人や異郷徒の生態に関する独自の研究を行っており、狙ねらわれている魔人は多い。中でもイレギュラー中のイレギュラーであるシオンは、彼の探究心を擽くすぐってやまないのだ。

　何な故ぜ自分はこういう妙みようなのに興味を持たれるんだろうと、思わないでもない。

「くっ……ねえ、シオン君頼むよー！　君が協力してくれるなら、私の異郷学は更さらなる発展を遂とげるだろう！」

　いつもなら淡あわ島しまが過激に突つっ込こんでくれるのだが、生あい憎にく姿が見えなかった。

「たまに協力してんじゃねえすか……嫌いやですよ、今忙しいんで」

「そんなこと言わずに、ね、ちょっとだけ、ちょっとだけだから、先っぽだけだから！」

「俺おれになんか入れる気かよ!?」

「──先生？」

　冷然とした声が、部屋の奥、カーテンに仕切られた向こうからして、日流子はシオンの両肩を揺さぶっていた手を、ギクリと止めた。

「あ、長官……起きてらっしゃいましたか……」

「ええ、少し前から。先生、自重して下さいね？　あまり滅めつ多たなことをなさるようなら、『あのこと』を奥様にお知らせしますわよ？　うふふ」

「い、いえ！　そんな滅めつ相そうもない、お願いしていただけですよ、ははは！」

　日ひ流る子こは急いでシオンの肩から手を離した。ポンポンと丁てい寧ねいに払われる。彼は恐きよう妻さい家かで知られていた。

　あのこと、がどんなことかシオンは知らないし、別に知りたいとも思わないが、モニカを敵には回したくないと心底思う。

「さてシオン、私に何か用事でしたか？　どうぞ此方こちらへ」

「……失礼します」

　声をかけ、カーテンを引き開けて内側に入ると、モニカはベッドに腰を下ろしていた。普ふ段だんより一層儚はかなげな様子で、別に下着姿というわけでもないのに、何となく正視しづらい。服が寝ね巻まきっぽいからか、弱った姿だからだろうか。

「大だい丈じよう夫ぶすか？」

「ええ、少し疲れただけです。じきに戻るつもりでした」

　モニカは目を伏ふせる。

「いけませんね、こんなにすぐ体調を崩くずすようでは……頼りない上司ですみません」

「いや、頼りにしてますよ」

「ふふ、ありがとうシオン……どなたか他に適任が居れば、私も隠いん居きよしてのんびりしたいんですが。八や尋ひろが黒装退魔師団ホーリーオーダーに入ってくれれば、一番良いんですけど……貴方あなたからも言って頂けませんか？」

　想像して、シオンは顔をしかめた。あれが上司の職場と言うのは、絶対に落ち着かない。

「俺おれが言ったところで引き受けないと思いますよ？　長官とかは」

　モニカはくすくすと笑う。

「そうですね。あの人は最前線から退こうとはしないでしょう……さて、それで？」

「ああ、ええっと……」

　目の前の儚げな姿に、シオンがそれ以上切り出して良いものか迷っていると、モニカはやんわりと諭さとすように続けた。

「シオン、仕事上のことで遠えん慮りよは無用ですよ」

「……そうすね、実は──」

　掻かい摘つまんで事情を説明し、携けい帯たい電話を手渡すと、モニカは右手に持ったまま、軽く目を閉じた。数秒あって目が開かれる。

「──なるほど、これは……シオン、貴方も見て下さい」

　モニカが左手を持ち上げ、シオンへと差し出した。物質記憶読解サイコメトリーで読み取ったビジョンを、精神感応テレパシーで他者に送信するという離れ業。モニカには可能なのだ。

　姫ひめ君ぎみに忠誠を誓ちかう騎き士しのような心持ちで恭うやうやしく取れば、すぐさまシオンの脳裏に、記き憶おくが流れ込んできた……




　──夜、賑にぎやかな街角。人工島各所と、都心までを繋つなぐ、モノレールの駅近く。

　ああ、遅くなっちゃったなーと少し焦あせりながら、花はな吹雪ふぶき咲さく夜やは早足で歩いている。灯ともり始めたネオンの光、街のざわめき、肌はだ寒ざむい大気……制服上着のポケットの中、携帯電話に染しみ込こんだ彼女の五感。モニカの鋭えい敏びんなアンテナを中継して、シオンはそれらを感じていた。色々とぼやけているのは、あまり鮮せん烈れつな感情がないからだ。

　合唱部の定期演奏会まで日がない。今日も練習だった。頭の中で自分のパートを繰り返し、鼻歌を歌いながら、咲夜は歩いている。

「──おっ、おお！　ね、ねえねえ君、すっげー可か愛わいいじゃん！」

　咲夜がギクリとすると、一気に感覚がクリアになった。

　大学生ぐらいだろう男二人が、咲夜の前に立っていた。少し顔が赤いし、口調も怪あやしかった。まだ宵よいの口だというのに、酒が入っているらしい。

「それさ、制服、西高のだよね？」

「俺おれ、西高に後こう輩はいいるわー」

「ねえ、今からカラオケとか、どーよ？」

　口々に話しかけてくる。

「え、えと、あの……わたしっ、か、帰らないと……！」

　咲夜の内心の、焦りや恐きよう怖ふが伝わってくる。客観的に見れば特に悪そうな感じはしない二人組だったが、こういう免めん疫えきがない彼女には無理からぬことだろう。

「良いじゃん、少しだけ！」

「一時間だけ！」

　断り切れずにアワアワしていると、

「──お兄さんたち、俺の妹に何か用かい？」

　横から何者かが割り込んで来た。

　え、誰だれ？　わたし、一人っ子なのに？　と不思議に思いながら、咲夜が視線を向ければ、視界の中に立つ青年の姿。

　間違いなく、あの青年だった。シオンの記き憶おくにある。

「あ、いや、別に、ちょっと話してただけだから……」

　二人組は気まずそうな笑みを浮かべて、そそくさと退散していった。

「駄だ目めだぜ、ちゃんと断らなきゃ。嫌いやなら嫌って」

　青年は爽さわやかに笑う。

「え、あ、えっと……お、オニ、お兄ちゃん？」

　咲夜が言うと青年は笑い、

「俺おれ、妹いねえし！」

　踵きびすを返しながら手を振った。

「まあ、気をつけて帰りなよ」

　咲さく夜やの胸が、不意にとくんと高鳴った。

　強い鼓こ動どうでは決してない。それは、長い午ご睡すいから揺り起こされたときのような、甘やかな痛みを伴ともなって、咲夜の呼吸を切なく染めた。




　それから何度か、青年は咲夜の前に現れた。いずれも咲夜がちょっとしたピンチに見み舞まわれたときに。颯さつ爽そうと現れては彼女を助け、すぐに立ち去った。

　精一杯の勇気を出して名前を聞いたのは、路地から急に飛び出して来た車にハネられそうだったのを、手を引いて助けて貰もらったときだ。

　住所も連絡先も教えてくれない青年に、なら、せめて写メを、一枚だけ！　とお願いしたのは、落とした定期入れを、学生証の写真を見て届けてくれたときだった。




　明確な想いの形には、まだ辿たどり着かないけれど。時々不意に泣きたくなるような気持ちは、日増しに大きくなる。写メを見るたび、溜ため息いきが漏もれた……




「──素す敵てきですね」

　モニカの呟つぶやきで、シオンの意識は記き憶おくの領域から現実へと戻された。数秒間で数ヶ月分の記憶が流し込まれたせいだろう、脳が若じやつ干かんの熱を帯びていた。クラスメイトの、それも女子の気持ちを垣かい間ま見みるというのは、申し訳ない気分もした。

　モニカの柔やわらかな手を離す。

「……とても可か愛わいらしい女の子ですね。臆おく病びようさと、弾はずむような明るさと、優しさと……この恋心を応おう援えんしてあげるわけにはいかないのが、つらいところです」

　そう語る、伏ふし目がちなモニカの顔には、大人びた達観と、乙おと女めのような憧しよう憬けいの色が同居していた。過去と未来を識り、人の心を読むこの女性が何を思っているのか、朴ぼく念ねん仁じんのシオンに分かるはずもない。そんな表情はすぐに消え去り、モニカは数多あまたの魔ま人じんを束ねる最前線指揮官の顔付きを取り戻した。

「有難うシオン、貴重な情報です。この携けい帯たいは一いつ旦たん情報部に回しますが、なるべく早くお返ししますね」

「宜よろしくお願いします。じゃあ、俺はこれで……」

　モニカが養よう生じようするにせよ、仕事に戻るにせよ、余り長居しても迷めい惑わくだろうと思い、シオンは踵を返した──花吹雪の記憶にあった場所でも巡めぐってみるか？　いや、無意味か。簡単に姿を見せるとは思えねえ。取とり敢あえず情報部に任せて、八や慧えを待つか……

「ああシオン、少し」

　声を掛けられて足を止めた。

「なんすか？」

　モニカは軽く頭を下げた。

「今日は早退して貰もらって、すみません」

「いや、別に……」

　謝ってもらうようなことじゃない。勝手にやったことだ。

「休んで頂く日も多いですが、クラスには馴な染じめていますか？」

　来る途と中ちゆう、早退の連絡は済ませてあった。担任はいつも数分の小言を言ってくれる。『なるべく出るようにしろよ』とか、『油断してると受験までアッと言う間だぞ』とか。純じゆん粋すいに気き遣づかってくれているのだろう。

　シオンは頭を掻かき、

「馴染めちゃあ、いねえけど……楽しんでますよ、それなりに」

　だからこそ、早退したのだ。クラスメイトに悪あく魔まの影かげが射していると知って、動かずにはいられなかったのだ。居ても立っても居られない気持ちだった。

「そうですか……」

　モニカは微ほほ笑えんだ。揺ゆり篭かごで眠る幼おさな子ごを見る、母のような微び笑しようだった。

　シオンは少したじろぐ。

「な、なんすか」

「嬉うれしいのです。少し前の貴方あなたから、そんな答えは聞けなかったでしょうから」

　黒装退魔師団ホーリーオーダーに入団したての頃ころ、つまり小学生の頃、シオンは随ずい分ぶんと荒あれていた……いや、荒れていたというのとも少し違う。何かに──例えば体制や現状に反発したり、怒いかりを覚えたりするほどの人間性が無かったのだ。誰だれとも打ち解けようとせず、話そうともしない、鏡のような目をした少年だった。

「まあ、そうでしょうね。無愛想なガキでしたから」

　シオンは苦笑いを浮かべながら返す。

　今のように、シニカルで不器用でぎこちないながら、感情を表現できるようになったのは、つい最近のことだ。ずっと、他人との接し方が分からなかった。自分一人だけ、違う生き物のように感じていた。

「貴方は私に、余り近付こうとしませんでしたね？」

「ああ……まあ……」

　シオンは少し言いよどみ、

「……別に長官のことが嫌きらいだったわけじゃありません」

「存じております」

　モニカは穏おだやかに頷うなずいた。彼女は以前、シオンの記き憶おくを読んで泣いたことがある。シオンは幼心に、自分が彼女に触ふれると彼女が悲しむのだろうと思って、避さけがちになった。

「貴方あなたは優しい人です。痛々しいほどに」

　モニカにはお見通しだったのだろう。

「別に……普ふ通つうでしょうよ」

「貴方が甘えられる人や、環かん境きようや、空間が、もっと増えることを願っています」

　どう返答したら良いものか分からず、シオンは軽く頭を下げた。

「引き止めてしまって、すみませんでした……ああ、そう言えば、八や尋ひろが来ていますよ。貴方に何か用事があるようで、来たら教えてくれと言っていました」

「オッサンが？　なんだろ……」

「カフェ・ラウンジに居るでしょう」

　不思議に思いながら礼を述べ、医務室を後にした。

　シオンが去り際に日ひ流る子こが、

「いつでも待ってるよ！」

　満面笑顔で声を掛けてきた。懲こりるという動詞は、彼の辞書には無いらしい。

　カフェラウンジに向かえば、果たして窓際の席に、丸まる眼鏡めがねに神聖服キヤソツク姿の巨きよ躯くが有った。テーブルに開いた本に目を落とし、かなり集中している様子だ。コーヒーカップが傍かたわらにあるが、もう湯気は出ていない。

　カウンターでコーラを注文し、受け取ってから席へ。

「──よう、オッサン」

　声を掛けながら対面に腰を下ろすと、顔を上げた八尋はやや驚おどろいた表情。

「お？　早いなお前、学校どうした？」

「早退した。何だよ、その本」

「ん、ああ、今抱かかえてる幾いくつかの事件で、背後に厄やつ介かいな悪あく魔まが居るみてえでな、調べてんだ。此こ処この図書室は蔵書が豊富だからよ」

「へえ……意外だな」

　八尋は調べ物を一いつ旦たん切り上げ、コーヒーカップを持ち上げた。

「インテリなんだぜ、これでも俺ァよ」

「あんま胸張んなよ、服が破れるぞ……で、何の用？」

「んー、まあ、急ぎでもねえが……八や慧えはどうした？」

「まだ学校だよ」

「あいつ、誰だれに似たんだか、随ずい分ぶんと伝法な娘に育ちやがったなあ」

　八慧が猫を被かぶっていることに、八尋は気付いていたようだ。

「確実にアンタだろ」

「まあな、男手一つってのが良くなかったかねえ……お前、宜よろしく頼むぜ？　ちゃんと面倒見てくれんなら、いずれ嫁よめにやるから」

「要らねえし！」

「そうかァー？　いやいや、あれで結構、可か愛わいいところもあんだろ？　高校二年にもなりゃあ、少しは色気も……」

　八や尋ひろの言葉は尻しりすぼみに消え、それまで浮かべていたニヤついた笑みは、ふと諦あきらめの表情へと変わった。片手の指で眼鏡めがねを押し上げ、

「色気、なァ……色気はまあ、いずれな……なんにせよ可愛いだろ？」

　アンタの娘さんは、まだかなり子どもっぽい下着穿はいてますよ、とは、冗じよう談だんにしても流石さすがに言えない。むしろ思い出しかけてしまったので、慌あわてて思し慮りよの外に追いやった。シオンとて八や慧えと同じく、常識外れた青春の住人だ。耐性のなさではどっこいだった。

「人をからかってんじゃねえよ、この不良神父」

　余計にぶっきらぼうになる。

「いや、まるっきり冗談ってわけでもねえぞ？　お前らを組ませたのも、お互いに良かれと思ったからだ」

　八尋はふと真しん剣けんな顔つきになった。

「この世界には、色々な強さがある。お前は独ひとりで戦う強さは持ってても、誰だれかと背中を合わせる強さは知らなかった。そいつを学ばせてやりたかったんだ」

「……良く分かんねえ」

　八や尋ひろは再び口くちの端はをニンマリと上げて、

「それに、八慧と一いつ緒しよになれば、お前も俺おれをオトーサンと呼ばざるを得ねえだろ？」

「結局それかよ！」

　シオンが睨にらみ付けると、八尋はワハハと笑った。一冊の本を取り上げると頁ページを開き、シオンの前に置いた。逆さにして揺すったら、頁が全部下に落ちそうなほど古びた本だ。

「まあ良い、用ってのはコイツだ」

　シオンは本を一いち瞥べつし、

「何だよ？」

「あの魔ま人じん狩がり、架かヶが世せっつったか。あいつの悪魔、ついでに調べといてやったぜ」

「マジか」

　シオンは身を乗り出し、本を覗のぞき込んだ。

「アリオク。霊れい格かくは伯はく爵しやく級だが、かなり特とく殊しゆな奴やつだ。条件が揃そろえば公こう爵しやく級や、下へ手たすりゃあ副王や魔ま王おう級にも匹ひつ敵てきする強さを発揮するだろう」

　八尋の言葉を聞きながら、紙面を目で追う。

　──不ア倶リ戴オ天ク。

　多数の悪あく魔ま憑つきを持ったという前例はない。常に一人に対してのみアポイントを持ち、その者の復ふく讐しゆうに忠実に手を貸す……

「復讐の悪魔、か」

「ああ。こいつが好む魂の味は、強い復讐心だ」

　悪魔には、それぞれに好む魂の味がある。悪食で何でも良いという奴やつも居れば、特定の強い想いを抱いだいた魂しか喰くらわないというグルメも居る。多くの悪魔は共通して、恥ち辱じよくや苦痛、悔かい恨こんや憎ぞう悪おにまみれた、救われない魂を好む。悪魔憑きたちが犠ぎ牲せい者しやをすぐに殺さず甚いた振ぶるのは、この為ためだ。

「あいつらしいな」

　シオンは呟つぶやく。

「こいつァ厄やつ介かいだぞ。憎悪を向ける対象の能力を複ふく写しやし、てめえの力として行使する。純じゆん粋すいな力勝負ならともかく、能力で戦うタイプの相手なら、どんなヤツとも互ご角かくに渡り合うだろう。それが、復讐を果たすべき相手ならな」

　八や尋ひろの解説はかいつまんだもので、正確には違う。

　不ア倶リ戴オ天クは契約者の非業の記き憶おく、すなわちトラウマから異能を生み出すのだ。母親をナイフで殺された少年には凄すさまじい切れ味の刃物を与え、恋人を撲ぼく殺さつされた少女には無む双そうの筋力を与えるだろう。結果的に、相手の得意手を得る形になるのだ。

　──不ア倶リ戴オ天クの契約者、ないし悪魔憑きと戦うときは、一いち撃げきで仕留めなければならない。半死半生で逃がしたりすれば最悪だ。より強力な力を得る可能性がある……

「──なるほど、な……」

　シオンはざっと目を通すと、本を閉じて八尋へと押し返した。かなり有ゆう益えきな情報だった。

「多分、また遭あうことになるぜ、お前とあいつは」

　本を受け取った八尋が言う。シオンもそれは感じていた。追う相手が同じなのだから。

「……ありがとなオッサン、心配してくれてよ」

　八尋はオオッと瞠どう目もくして、身を乗り出した。

「なんだおい、珍しく素直じゃねえか？」

　シオンは半眼になり。

「俺おれだって普ふ通つうに礼ぐらい言うよ」

「良し、その調子でほら、オヤジって言ってみろよ、オヤジって！」

　そのしつこさが妙みように面白くて、

「やだよ」

　シオンは少し笑った。窓の外を見る。

　西日が輝かがやき、人工島近海の海を煌きらめかせている。眼下には都心近きん郊こうでありながら、妙に長閑のどかな独特の空気を纏まとう町並みが見下ろせる。

　この街の何ど処こかに、昨日の夜、あの燃え盛る流星は落ちていったのだ。







「はあー、もう、やんなっちゃうよー……」

　晩春初夏の爽さわやかな午後を台無しにする、咲さく夜やの溜ため息いきであった。

「まあまあ、元気出しな」

　隣となりを歩く八や慧えが慰なぐさめる。引きつった半笑いなのは、流石さすがにちょっと罪悪感があるからだ。今咲夜が落ち込んでいる理由の、少なくとも半分は八慧にある。

　校門を出て坂を下り、海を正面に右折。朝、シオンと八慧が登校してきたのとは逆、海沿いの道を暫しばらく歩けば、頭上にモノレールの線路が見えてくるので線路沿いに歩く。この辺あたりまで来れば駅前の繁はん華か街がいが近く、車通りも多くなる。

「わたし、高校に入って三つ目だよこれで、ケータイ無くすの……ああっ、憎い！　自分のどんくささがーっ！」

　咲夜は慟どう哭こくする。一晩寝れば大たい抵ていの嫌いやな事を忘れられるタイプであると豪ごう語ごし、大切な事も忘れるけどね、と良くからかわれている咲夜にしては、珍しく長いこと落ち込んでいる。携けい帯たい本体より、あの写メが失われたことの方がショックだったようだ。

「まあ、ほら、なんてゆーかさ……また逢あえるってば、リュウ君とは！」

「そんなのわかんないじゃん、連絡先とか知らないし……」

　道すがらリュウ君について一通り聞いていたが、何も分からない、ということが分かっただけだった。

「ううう、わたしってどーしてこうなんだろ……」

　何度目だかの溜息。

「迷える子羊、咲夜よ……お聞きなさい」

　八慧はシスター顔で語り出した。

「それでこそ、咲夜なのです。良いところも、悪いところもみんな、咲夜という一人の人間を形作る大切な要素なのです……」

「な、なんか八慧ちゃんから唐とう突とつに後光が！」

「要らないものなんてないのです……受け入れるのです、等身大の自分を……」

　八慧は説法を繰り出す！

「そんな、良い話にしようとしないでっ！」

　効果はいまひとつのようだ……咲夜のテンションは、青春のダークサイドへと向かってズブズブと沈んでいく。

「はあ、自分でも直したいのに、こんな性格……でも、直そう直そうって思ってるのに、その直そうって思ったことも、まあ良いかなーって段々思っちゃって、そのうち忘れちゃうのは、どういうことなの……」

　相当重じゆう症しようのようだ。こうなれば打つ手は一つしかない。

「しょうがないなー、よしっ、お姉さんが『あんじぇ』でケーキをおごってあげよう！」

「えっ、まじで!?」

「まじまじ、好きなの何でも食べて良いから、元気をお出し？」

「わーい、八や慧えちゃんまじ天使！」

　やはり女の子を篭ろう絡らくするには甘いものに限る。

　斯かく言う八慧も実は大好物であり、時々一人で食べに行っている。そうした、趣しゆ味み嗜し好こうを満足させる行動は、魔ま力りよくを回復させるのにも効果大だ。案外可か愛わいいところあるな、とかシオンあたりに言われるとビックリするので、あくまでこっそりとだが。

　二人が向かった先は、繁はん華か街がいの片かた隅すみにひっそりと立つ、絵本からそのまま抜け出してきたような、木造煉れん瓦がのこぢんまりとした一戸建てだった。ガーデニングの行き届いた小さな庭、乙おと女め心ごころをくすぐる調度の数々……パティスリー『あんじぇ』、この辺あたりの学校に通う中学生以上の女子なら誰だれしも、一度は足を向けたことがあるだろう。乙女の、乙女による、乙女の為ための隠かくれ家がだ。

　木製のドアを開けば、カウベルが素そ朴ぼくな音を立てた。店内ではまちまちな制服姿の女子たちが何組か、午後の優ゆう雅がなひと時を楽しんでいる。そこら中に星が散っているようなイメージ。

「──あら、いらっしゃい」

　ガラスケース兼レジカウンターの向こうに立つ女性が、柔やわらかな笑みを向けてきた。エプロンの胸のプレートには『うめづ』とある。彼女こそが、こだわり一つで女子の楽園を築き上げた、この店のオーナーにして専属パティシエ、梅うめ津づ亜あ美みだ。

「こんちわ、中で」

　店内を指差し、持ち帰りではない、と八慧が示す。店長が頷うなずく。

「えっと、わたしは……ミルフィーユ、ううん……」

　ケースの中に整列した芸術品の如ごときケーキたちを、キラキラした目で眺ながめつつ、咲さく夜やは思案顔だった。何について悩んでいるのか、八慧には手に取るように分かる。

　耳元に唇くちびるを寄せ、甘く囁ささやく……

「今日ぐらい良いじゃない。あんたを縛しばるものは何もない、さあ、ダイエットという檻おりから、内なるケモノを開放スルノデス……」

　くわっ、咲夜は両目を見開き、

「ミルフィーユとシュークリームとフォレ・ノワール、セットでダージリーン！」

　怒ど涛とうの攻せめを見せた。一連の流れを見て、店主が吹き出す。

「んじゃ、私はフルーツロールと、アイスココアで」

　八慧も注文を終えると、適当な席に陣じん取どった。ケーキと飲み物がやって来て食べ始める。やはり美味。甘さ控ひかえめで幾いくらでも入る。

「──うう、美お味いしい、美味しいよお、罪作りな味だよ……」

　咲さく夜やは嘆なげきながらも手を止めない。イチゴをふんだんに使ったミルフィーユ。小麦の味が濃い固めのパイ生き地じに、たっぷりクリームが入ったシュークリーム。今が旬しゆん、大おお粒つぶさくらんぼのチョコレートケーキ、フォレ・ノワール……

「八や慧えちゃん、シェアしようよー、わたしばっか太っちゃう」

　咲夜に、再び理性が戻りつつあった。

「気にすることないでしょーあんたは。全部胸にいくじゃん？」

　八慧にフォークの先で胸を指され、咲夜は片腕で射線を遮さえぎる。

「そ、そんなことないよー、二の腕とかやっばいもん！」

　二人して暫しばらく甘味の悦えつ楽らくに浸ひたった後、頃ころ合あいを見計らって、八慧は再度切り出した。

「で、リュウ君だけどさ、ほんとーに他のこと知らないの？　何にも？　これっぽちも？」

「うん、何で教えてくれないんだろーなー……って、なんかわたしの話ばっかりだけど、八慧ちゃんの方はどーなの？」

　思わぬ反はん撃げきを受け、八慧は虚きよを突かれた。

「わ、私？」

「そうそう、竹たけ葉は谷や君と」

　一転攻こう勢せい！　悪そうな笑みを浮かべる咲夜。

「はーっ!?　えちょ、いきなり何……いや、ないでしょ、アレは!?」

「えー、なくないってー、八慧ちゃんに遠えん慮りよしてる子多いけど、結構モテるらしいよ？」

「へ、へえ、そうなの？」

　まあ別に気にしてないけどね、という態度を装い、尋たずね返す八慧。

「うん、一年の頃は、わたしのクラスまで噂うわさ来てたし。クールなトコが気になるーって。合唱部の部員からも、聞かれたことあるし！」

「あれはクールなんじゃなくて、他人との接し方が下へ手たなだけ」

「でも、さりげに優しくない？」

「優ゆう柔じゆう不ふ断だんなだけだって……色々悩んで、結局選び切れないよーなヤツなの、あいつは」

　ハフウと息を吐く八慧。少し顔が赤い。

「私にとってはただの幼おさな馴な染じみでー、弟みたいなもんだし、生意気だし手は掛かるしー、つまり、そーゆーんじゃないってことなの。分かるでしょ？」

　咲夜は忍しのび笑いを漏もらす。

「お兄さんじゃなくて、弟なんだ？」

「そーよ！」

「でもさ、竹葉谷君さ、たまに八慧ちゃんのこと、凄すごい優しい目で見てるよ？」

「えっ」

　──優しい目？　あの眠そうな、やる気なさそうな目が？　まさかそんな……え、あいつ、私のこと、い、意識したり、してんの、かな……いやいやいやいやいやいや!!

「な、ないない、ないないない！」

　ぶんっぶんっ、首を振る。自分の考えを振り払うように。

「えーしてるよー、気付いてないの？　罪だなー八や慧えちゃん！」

　身を乗り出す咲さく夜や。たじろぐ八慧。

「ほら、竹たけ葉は谷や君っていつもちょっと近寄り難がたいじゃない？　でもでも、八慧ちゃんと一いつ緒しよに居ると、なんかちょっと柔やわらかい感じになるんだよね。なんていうかさー、二人の間にトクベツな空気？　みたいのが流れてるっていうかー！　それってほんとーに弟だからなの？　ていうかさ、ホントの弟ってわけじゃないんだから、いつの間にか恋愛対象になってたりとか、ないの？　絶対ない!?　イチミリもー!?」

　咲夜の連続攻こう撃げき、効果は抜ばつ群ぐんだ！

「あっ、あうう……！」

　赤面の八慧はまともに反はん撃げきの機会もないまま、アグレッシブな咲夜の舵かじ取とりを許し、結局それ以上リュウの話は聞けないで、あんじぇを出ることに。

　甘味と乙おと女め成分を補充し、つやつやした満足顔の咲夜の隣となりで、八慧は若じやつ干かんよろよろとした足取り──あーもー何やってるんだ、私は！　これは全然ダメだ、全然カッコ良くない！　私の想像するカッコイイ女のイメージではない！　ポリシーに反する……

　自己嫌けん悪おに陥おちいりつつ西日差す歩道に出て、歩き出したところで、

「──っきゃ!?」

　慌あわてた様子で駆かけて来た何者かに、勢い良く当たられた咲夜がよろめいた。

「ごっ、ごめんなさい、大だい丈じよう夫ぶですか!?」

　咄とつ嗟さに謝るあたり、咲夜は人間がデキてるなー、と八慧は思う。自分なら、流石さすがにいきなり胸むな倉ぐら掴つかんだりはしないけど、睨にらみ付けるぐらいはするかもなー、と。

　一方の当たって来たそいつは、酔よっ払ぱらっているのか？　と思うような覚おぼ束つかない足取りで、一言もなく通り過ぎようとしたが、咲夜の声を聞いてビクリと足を止めた。

「さ……咲夜ちゃんっ!?」

　丸っこい体型の、気弱そうな青年だった。その姿を見て、咲夜は目を丸くする。

「え、樋ひ辻つじくん？」

　咲夜の物問いたげな視線から、青年は顔を背けた。視線が虚こ空くうを彷徨さまよう。途と中ちゆう、八慧を一度見れば、ビクリと震ふるえてまた逸そらす……

「あっ……ああ、ええと、その、うっ……ご、ごめんっ！」

　しどろもどろに言い残して、逃げるように駆かけ去って行く。二人してその背中を呆ぼう然ぜんと見送りながら、

「……なにあいつ、知り合い？」

　八や慧えが尋たずね、

「うん、えっとね……」

　咲さく夜やが口を開きかけたとき、青年のやって来た方角から、凄すさまじい熱波を引き連れて飛来した炎の弾だん丸がんが、機き銃じゆう掃そう射しやのように次々とアスファルトを穿うがった！　二人が驚おどろいて振り向けば、先に地面を穿ったものとは別の第二波、炎の流星群が間近に迫っている！

「き──！」

　咲夜の悲鳴が、最初の一音を発しかけたときには、険しい表情を浮かべた八慧の虹こう彩さいは、既すでに七色の輝かがやきを帯びていた。追加で飛来した炎弾八発。その全すべての軌き道どう線せんと着弾予測点を一いつ瞬しゆんで見切る。六発は無害、狙ねらいが甘いか、陽動だ。対処は不要。

　危険度の高い二発のうち一発は、自分と咲夜の間近に着弾する。これは自分が盾たてになれば良いとして、もう一発は──良し、行動に移る。

　八慧は左腕を盾にして一歩前に出ながら、手て提さげ鞄かばんを斜ななめ前方へと投げた。走り去る青年の背中に突き刺さるはずだった一発が、鞄に当たって爆ばく散さんする。ほぼ同時に、左腕に灼しやく熱ねつ！　強引に振り払って爆風を横に流し、衝しよう撃げきにたたらを踏む。周囲に落ちた残り六発が爆はぜる……

「──やああっ!?」

　そうして、咲夜の悲鳴がようやく完結した。

「咲夜ッ！」

　爆炎を振り払った八慧は、間髪入れずに咲夜を振り向き、鋭するどく声を掛けた。

「……や、八慧ちゃん!?　だっ、だ……」

　焦あせりの中から自分を気き遣づかう視線を受け止めながら、八慧は問答無用で邪じや眼がんを発動させる。

「正典カノン式催さい眠みん術じゆつ、『邪眼凝視アズ・マイ・ウイツシユ』！」

　──あんたは何も見なかった。私と美お味いしいケーキを食べて、そのまま家に帰った。はい、駅まで全力疾しつ走そう！　車に気をつけてね！

　途と端たん、無表情になった咲夜が、くるりと踵きびすを返し、アスリートさながらの素晴らしいフォームで、凄すさまじい速度で駆かけていく。明日は理由の分からない筋肉痛に悩まされるかもしれないけど勘かん弁べんしてねと、心の中で謝罪しながら、八慧は向き直った。炎の来こし方かたへと。熱風にスカートを靡なびかせながら、

「……何してくれてるわけ、あんた」

　低い声で告げた。

　西日を背に、長い髪を靡かせ、歩き来る男。片手には紅ぐ蓮れんの大剣。あちこちで燃え続ける炎を照り返し、冴さえ冴ざえと輝く双そう眸ぼう──赤き流星、天あま津つ架かヶが世せ。







　　三章　君の物語を







　炎の弾だん丸がんを受け止めた八や慧えの左腕は、赤く焼やけ爛ただれていた。防ぼう御ぎよは得意ではない。

「何だ、お前か……」

　架かヶが世せが淡たん々たんと言うのに、八慧は眉まゆを吊つり上げた。

「あんたにお前呼ばわりされる筋合いはない！　私には古こ都と城しろ八慧っつー雅みやびな名前がある」

「邪じや魔まをするな」

　八慧の額に青筋走る！

「だから、何の邪魔だっつーの！」

「お前たちにはできんことだ」

「内容を訊きいてんの！」

「其そ処こを退どけ」

　八慧は地団太を踏んだ。

「くあーっ、会話にならないなー！　取とり敢あえずねえ、街中で暴れるのは止めなさい！　これ以上やるなら私が相手だ！」

　架ヶ世を指差して宣言する。

　此こ処こが裏通りなのが幸いだった。これが表通りだったら、情報処理課に死者が出かねない騒ぎになっていただろう。過労死で。

「……止めとけ。お前は敵じゃない」

　架ヶ世の言葉に、八慧はピクリと顔を引きつらせ、獰どう猛もうな笑みをゆっくりと刻んだ。

「ほっほー、そりゃどーゆー意味？　私とは戦う理由がないって意味？　それとも、相手にならないって意味かな？」

「両方だな」

　ぎらり、八慧の目が鋭するどく光る。

「ナメるなよ、アマチュア！」

　八慧は右手をスカートのポケットへと突っ込む。取り出したのは、件のスーパーボールだった。親指、人差し指、中指の間に二個。色は青と緑。

「じゃっじゃーん」

　架ヶ世は眉み間けんに皺しわを寄せた。

「……その玩具おもちやで戦う気か？」

「あんたなんか、これで十分」

　架かヶが世せは溜ため息いきを吐つくと、右手を振って剣を消した。

「遊びに付き合ってる暇ひまはないんだがな……」

「何？　怖おじ気けづいた？」

　怪け訝げんそうに八や慧えが尋たずねるのに、

「仇かたきでもない女相手に、剣なんか使えるか。素す手でで相手してやるよ」

　ぷつーん！　八慧は気持ち良くキレた。咲さく夜やを危険に晒さらしてくれた段階で、かなり上昇していた怒いかりのボルテージが、綺き麗れいに振り切れた。

「絶ええっ対に、泣かーすっ!!」

　怒ど声せいと共に、右手を後ろに引くと、スナップを利かせてボールを投げた。

　──あんじぇも近いし、女の子たちの会話が終わるか、咲夜の悲鳴を聞きつけた誰だれかがやって来るか、通行人が通り掛かるかする前に、カタをつけてやる！

「正典カノン式投とう擲てき術じゆつ──『二発必中インフエリブル・バレツツ』！」

　架ヶ世が片手で振り払おうとすれば、八慧の魔ま力りよくに操られたボールは異常な軌き道どうを描いてホップし、途と中ちゆうで互いにぶつかり合って左右に弾はじけると、地面のアスファルト、ガードレール代わりの鉄柱、煉れん瓦が塀べいと次々に跳はねてから、架ヶ世の両目にズドンとぶち当たった。

「ぬぐっ!?」

　ボールは更さらに跳ねる。架ヶ世は片手を振り熱波を放つも、自由自在に空間を飛び回るボールには当てられない。

　跳ね回り、舞い戻ったボールは再び正確に、

「ぐううっ！」

　架ヶ世の両目へと打だ撃げきを与えた。

　常識外れなイレギュラー・バウンドで、ボールは架ヶ世を翻ほん弄ろうし続ける。一発一発は大したダメージではなくても、執しつ拗ように執拗に眼球を狙ねらい続ける。

　対する架ヶ世は、昨晩ほどの力は振るえずにいた。仇ではない相手、架ヶ世がそれほどの憎ぞう悪おを抱いだけない相手を向こうに回したとき、不ア倶リ戴オ天クの力は弱まってしまうのだ。

「──かああっ！」

　とは言え、架ヶ世とて歴戦であった。雄お叫たけびと共に両手を振るい、殆ほとんど勘かんだけで、二つのボールを捉とらえて見せた。架ヶ世の両手に触ふれた瞬しゆん間かん、焦こげ臭くさい臭しゆう気きを残してボールは融ゆう解かい、跡あと形かたもなく爆ばく散さんする。

「ふん、小こ癪しやくな技だが、それだけだ！」

　架ヶ世は一足飛びで八慧へと迫ると、魔力で増強された筋力を活用した、タメを必要としない無呼吸の手刀を放った。

　八慧は余よ裕ゆうの笑顔で、木この葉はのように自ら舞った。

　片足のローファーの靴くつ裏うらが、振られた手首をフワリと踏み、一いつ瞬しゆんの白はく煙えんが上がる。焦げた臭いが鼻び腔くうに届くより早く、続いて架かヶが世せの肩を踏んで跳ちよう躍やく。空中で頭を下に宙返りしつつ、両手をスカートのポケットへと突っ込んでいる。遠心力だけではめくれ上がってしまうだろうスカートを、そうして押さえる淑しゆく女じよぶり。絶対領域は崩くずれない。車止めの鉄柱の上に音もなく着地、両手を抜ぬき払った。

　踏まれた際に僅わずかにバランスを崩され、架ヶ世の行動には一拍のブランクが生まれている。それでも追つい撃げきを放とうと目を向けたときには、八や慧えは犬歯を見せるサディスティックな笑みを浮かべながら、架ヶ世を見下ろしていた。見せ付けるように持ち上げられた両手五指の間に、それぞれ四つずつ、計八個のボールが挟はさまれている。

「──さて、あんたの網膜、何回まで耐えられると思う？」

　沈ちん黙もくのまま一瞬睨にらみ合った後、架ヶ世は舌打ちすると、構えを解いた。

「……試す気にはならんな」

「あら、お利口」

　ニヤリ笑った八慧だったが、架ヶ世が頓とん着ちやくなく踵きびすを返したので、慌あわてて鉄柱から飛び降り、

「ちょっちょっちょ、待ちなさいっての、このせっかち！　負けたんだから、ちゃんと答えてきなさいよ！　どうしてあんた、あの男の子を襲おそったの！」

　欲を言えば叩たたきのめし、本部に連行したかったが、それが叶かなわないことは八慧にも分かっていた。切り札はまだ一枚あるにしても、邪じや眼がんの存在を知られている以上、巧こう妙みように仕掛けなければバレてしまうだろうし、使った後はガス欠だ。リスクも大きい。頭にきてはいるが、落としどころを見誤らない程度には冷静だった。銃じゆうの一丁でもあれば話は違ったが。

「負けてはいない。相手取るのが面倒なだけだ……お前のお陰かげで取り逃がした。流石さすがにもう、匂においも追えんだろう」

「匂い？」

　架ヶ世は足を止め半身振り向くと、心底面倒そうに、

「俺おれは鼻が利く。魔ま力りよくの匂いを辿たどり追って来たら、あいつが居た。怪あやしいから襲った。それだけだ」

　──超感覚的知覚も備えてるのか、こいつ……あの男子が魔ま人じんって？　いや、それも気になるけど、こいつ！

「それだけって、見境なさすぎ！」

　架ヶ世はクッと喉のどの奥おくで笑った。

「お前たちにはできんことだと言っただろう。疑わしいというだけで、俺は相手を憎にくめるし、殺せるんだよ」

　八慧は目を細め、静かに言った。

「……私、あんたみたいなヤツ、一人知ってるわ」

　架ヶ世は片方の眉まゆ毛げを上げる。

「ほう？」

「何もかも失って、自分はたった今、悲劇のド真ん中に居ますって顔、ずーっとしてるヤツ。全人類を憎にくんでるような目えしてさ」

「……シオンのことか？」

「ご名答」

　架かヶが世せは短く溜ため息いきを吐ついた。

「奴やつは俺おれより随ずい分ぶん真っ当だ」

　八や慧えも軽く溜息。

「昔は荒あれてたの。そりゃもー、色々言ってやったわ。復ふく讐しゆうなんて下らないとか。死んだ人は喜ばないとか、色々とね。取っ組み合いの喧けん嘩かだって、しょっちゅうした」

「……奴も復讐を？」

「そうよ、だから似てるってゆーの」

　語るうちに少しばかり和らいだ表情を引ひき締しめ、八慧は架ヶ世を真っ向見み据すえた。

「だから、あんたにも言ってやるわ。復讐なんて止めろって」

　硬かたい視線が交こう錯さくする。ややあって架ヶ世は視線を逸そらし、

「……俺には必要なことだ」

　再び踵きびすを返した。

「相手を許せとは言わないよ？　許されるべきだとも思わない。でも、あんたはもっと、色々なことを大事にしなきゃダメ。自分のことも！」

　八慧は孤こ独どくの匂い立つ背中へと、言葉を投げ積む。

「あんたはあんたの家族の想い出を、誰だれより沢たく山さん持ってるんでしょ！　過去を大切にする方法って、明日を生きることしかないんだよ！」

　架ヶ世は背中を向けたままだったが、その足は止まっていた。

「……お前には分からん」

「家族の大切さは、知ってるよ。お母さんは居ないけど、パパとシオンがいるもの」

　架ヶ世は溜息をついた。

「……俺も、お前みたいな女を一人知っているぞ」

「う？」

　思わぬ返しに、八慧は呆あつ気けに取られる。

「生意気で、身勝手で、口くち喧やかましくて、人の都合などおかまいなしでな」

「な、何それ……ひょっとして喧嘩売ってる？」

　八慧が少しムッとして返すと、架ヶ世の背が揺れた。笑ったのだ。

「……だが、妙みように優しいところがあった。俺も、もう少し優しくしてやるんだった。シオンはもう一度、守りたいものを見つけたんだな。それが素直に羨うらやましい」

　八や慧えは一呼吸の間を置いてから、

「……その人って、恋人？」

「妹だ。お前を見ていると思い出すよ」

　架かヶが世せは一度夕暮れの空を見上げ、

「……復讐は止められんが、気き遣づかいには感謝しておく」

　一息に地を蹴けった。八慧が制止する暇ひまもなかった。

　孤こ影えいは軽々とビルの壁かべを再度蹴り、街の空へと舞い上がると、夕陽の光に紛まぎれて消えた。







　入り江気味になった港湾地区の端はしっこに、その教会は在った。

　穂ほ之の原はら区港町。正面玄関は道路に面し、背後に海を背負っている。道路の向こうには植林地の緑が広がる。

　シオンは裏手、両足を虚こ空くうに投げ出すようにコンクリートの突とつ端たんに腰を下ろし、夜の海を眺ながめていた。服装はスウェットの上下、両りよう膝ひざに両りよう肘ひじを置いて指を組み、やや猫背気味の姿勢。脇わきの地面にコーラのペットボトルが置かれている。背後は教会の裏口、駐車スペースになっているが、車はない。自転車が二台と、古びたバイクが一台並んでいるだけだ。

　町の賑にぎわいとか、車の通り過ぎる音とか、自転車のベルの音とか、木々のざわめきとか、虫の声とか、波の寄せる音とかが交じり合い、潮風を奏でている。耳を澄すませば聞こえるが、意識しなければ空気に溶とけてしまう音の波。互いにぶつかり合って険が削そがれ、穏おだやかさだけが残ったような。夜の音色は、そろそろ夏模様だ。

　眼前の海は輝かがやかしい。左手には工業地区の光が帯のように見えて、水平線を染めている。右手には港が見下ろせる。その向こうに規則正しく並ぶのは、川崎から木き更さら津づまでを繋つなぐ、東京湾アクアラインの照明灯だ。沖には複合発電施設や、浄水施設の明かりもある。

　風を聞き、光を浴びながら、シオンは物思いに耽ふけっていた──頭を冷やしていた、という方が正しいか。

　八慧が怪け我がして戻ったと聞いて、シオンは医務室に駆かけつけた。何な故ぜ連絡をしなかったのかと怒ど鳴なった。一人で戦うな、と。当然八慧も黙っておらず、売り言葉に買い言葉で喧けん嘩かになり、それから今まで口を利いていない。

　自分が酷ひどく混乱していたことは、自分で分かっていた。冷静ではなかった。戸と惑まどいはまだ胸に燻くすぶっており、部屋に居ても落ち着かないので、こうして外に出てきたのだ。

　……ふと、背後に気配を感じた。軽い足音は八や尋ひろのものではない。なら、残りは一人しかいない。

　振り向いて声を掛けるのは躊躇ためらわれた。言葉も思いつかない。対応を決めかねているうちに、気配は右みぎ隣どなりに移動して来た。横目で見ると、人一人分ほどの空間を隔へだてて八慧が屈かがんでいた。両りよう膝ひざに両りよう肘ひじを乗せ、両掌に頬ほおを乗せた姿勢。髪の毛は無造作に下ろしてあり、縞しまのパーカーに膝下レギンスのルームウェア姿。シオンと目を合わせようとせず、海を見ている。口はへの字で、不ふ機き嫌げんそうというよりは、強がっている印象。

　シオンも再び海を見た。視線は平行線のまま、暫しばしの沈ちん黙もくを経て……溜ため息いき一つ、八や慧え。

「まだ怒ってる？」

　伺うかがうような口調で、ずばりと本題に切り込む。

「……いや、別に」

　シオンはぶっきらぼうに返す。特に素っ気なくするつもりはなかったが、自然とそうなってしまった。心のブレーキを踏み過ぎて。

「なんであんなに怒ったの？」

　八慧は顔を向けて見み詰つめてきた。

　頬に視線を感じながら、シオンは暫しばらくの間を置いて、

「……俺おれにも分からねえ」

「なにそれ」

「お前が……」

　言葉に詰つまった。何と言うべきか悩んだ。理由は分かっている。分からないのは度合いで、あれほど混乱するとは自分でも思わなかったのだ。

「……お前が怪け我が、したから」

　紡つむがれたシオンの言葉に、八慧は桜色の唇くちびるを少しだけ尖とがらせた。

「この程度の傷、どーってことないのになー」

　左腕の袖そでを捲まくり、巻かれている包帯を解き始める。下から現れた肌はだは瑞みず々みずしく、火傷やけどの痕あとすらない。ほらね？　と、見せ付けるようにシオンへと伸ばし、握って開いて。

「それは分かるけどよ……」

　シオンは内心思う──そういや、久しぶりだな、こいつが怪我すんの……

　八慧は首を傾かたむけ、純じゆん粋すいに不思議そうに、

「私って、そんなに頼りない？」

「いや、そうじゃねえ……お前は強えよ」

　八慧は少し疑わしそうに、

「ホントにそう思ってる？」

「ああ」

「……でも、心配なの？」

　八慧がじっと見詰めてくる。真剣な眼まな差ざしで。不思議な色の瞳ひとみで。シオンは見返してしまったことを、やや後こう悔かいした。心が柔やわらかく掴つかまれる、甘い痛みを胸に覚える。

　波の音を耳に、暫し見詰め合う……耐たえ切れずに、シオンは心のブレーキを手放した。

「……心配だよ」

　きっと、八や慧えがどれほど強くても、シオンは心配するだろう。知ってしまったから。別離というものがどれほど唐とう突とつに、理り不ふ尽じんに、予想もしない形で訪れるかを。十年前のシオンにとって、両親は神にも等しい存在だった。死んでしまうなんて、想像もできなかったのに。

「──ったあく……しょーがないなー、もー」

　八慧は小さく笑うと、視線を海へと向けた。緩ゆるやかな夜風がその髪を梳すけば、シャンプーの香かおりが散った。

「怖こわがりで、心配性で、頑がん固こで意地っ張りのシオン！」

　笑い混じり、海に放り投げるように紡つむがれた八慧の言葉に、シオンは眉まゆを顰ひそめる。

「なんだよ」

「しょーがないので、私が折れてあげますか……」

　八慧は横目、甘く噛かみ付くような悪戯いたずらの笑顔を浮かべて、

「シオン、私を守って？」

　呆あつ気けに取られた。

「……え、あ……？」

「私を守るのを、許したげる。シオンのこと、信じてるから」

「あ、ああ……うん」

　シオンは恐おそろしくたじろいで、徐おもむろに右手で自分の顔を掴つかむと、溜ため息いきを吐ついた。やれやれだ、という風な態度を装い、誤ご魔ま化かそうと努力した──こいつホント、なんなんだ!?　俺おれの心を本当に、これでもかってくらい、ぐらぐらと揺さぶってくる……

「なによー、その態度！」

　何とか誤魔化せたようだ。

　シオンは再び心にブレーキを掛け直すと、自分の顔面から手を退けて言った。

「……良いよ、守ってやるよ」

「うわ、えらそー！」

　八慧は両りよう頬ほおをまんじゅうにした。

「一つ言っとくけど、守れるもんなら、守ってみなさいってことだからね？　そんな必要ないって、あんたはきっと、思い知ることになるのだ！」

　自分は簡単に死なないから安心しろと、八慧は言いたいのだろう。勝かち気きで男おとこ勝まさりなくせに、こうやって人の心を抱だき締しめるのだ。

　目を伏ふせて苦笑しながら、シオンは言う。

「……変な勝負だな」

　八慧は挑ちよう戦せん的てきな笑顔で、

「負けないからね」

　シオンは顔を上げ、夜空に放るように大きく息を吐いた。

　頭を撫なでられているときに似た気恥ずかしさはあったが、嫌いやな気はしない。それどころか、心にこびり付いていた戸と惑まどいの残ざん滓しが、綺き麗れいに消え去ってしまった。シオンの臆おく病びようさの中核にある不安を、殴なぐり飛ばすような八や慧えの優しさだった。

「……怒ど鳴なって悪かった」

「ん、良いよ」

　シオンはペットボトルを手に取ると、コーラを一口飲んだ。ややぬるい。冷凍庫で凍こおらせてあったのに、随ずい分ぶんと長い間悩んでいたようだ。また脇わきへと置く。

　そのまま暫しばらく二人黙って、波の寄せる音を聞いていた。くすぐったいような、心地良いような時間が過ぎて、やがてシオンは思い出す。今のうちに少し、仕事の話をしておかなければならない。喧けん嘩かしていたので、聞いていなかったことがあったのだ。

「──そういや、花はな吹雪ふぶきから返事って、来たのか？」

　にわかに八慧の表情も引き締まった。

「うん、来たよ。樋ひ辻つじ和かず夫お君。Ｃ組の男子だって」

　それが、架かヶが世せが追っていた、魔ま人じんかも知れないという青年の素す性じようだった。八慧は咲さく夜やとメールでやり取りをして、さりげなく色々と尋たずねていたのだ。彼こそがリュウなのではないかと当たりを付けて。

「去年まで咲夜と一いつ緒しよのクラスだったんだって。つか、中学校も小学校も同じ。所謂いわゆる幼おさな馴な染じみってヤツね」

　咲夜には、西高に通う生徒の中に、樋辻も含めて三人の幼馴染がいるそうだ。まあ同じ島内のことなので珍しい話でもない。小学校時代は四人でしょっちゅう遊んでいたが、中学校に上がったぐらいから、段々と疎そ遠えんになっていったらしい。『それまでは結構男子とも遊んでたんだけどねー、わたしも女子と遊ぶことが多くなって』……誰だれにでも訪れるであろう、幼年期の終わり。男は男になり、女は女になっていく。

「──花はな吹雪ふぶきにそんな幼馴染がいたなんて、初耳だな」

「相当仲が良かったらしいよ。いつも一緒だったんだって。昔の話だけど」

「仲良しの、幼馴染か……」

　シオンは横目に八慧を見る──俺おれとこいつは、どうだったっけな……

「何？」

「いや……で、そいつ、どうだったんだ？」

「結論から言うと、かなり怪あやしいよ」

　そんな、かつての仲良し三人組の一人が、意識不明の重態で病院に搬はん送そうされたのは、先週の水曜日のことだった。名前は牛うし込ごめ隆たかし、樋辻と同じくＣ組の男子だ。街中で倒れているところを発見された。目もく撃げき者しやはおらず、本人も意識が戻っていないので、何があったのかは分かっていない。本来なら大事件であるはずだが、昨日の一連の事件のせいで埋うもれてしまった。

「木曜日から樋ひ辻つじ君、登校してないんだって。家にも戻ってなくて、捜そう索さく願いも出てる。咲さく夜やも二人のこと、ちょっと気になってたから、今日見かけて驚おどろいたって」

　聞き終えて、シオンは目を細めた。

「……怪あやしいな」

「でしょ？　ほぼクロだよね……あー、ムカつくッ！」

　八や慧えは唇くちびるを尖とがらせ、虚こ空くうの両足をブンブンと振った。

「なんだよ、突とつ然ぜん荒あらぶって……」

「架かヶが世せに出し抜かれたのが、納得いかないの。あっちは素人しろうとで、こっちはプロなのに」

　シオンは顎あごに手を当て、

「いや、別に不思議でもねえよ。今日オッサンの持って来てくれた本に書いてあったんだが、不ア倶リ戴オ天クの本質的な能力は『追跡』だ」

「そうなの？」

「復ふく讐しゆう相手の匂においを覚えて、何ど処こまでも追っていく。一度食いついたら離さねえ……そうじゃなけりゃ、復讐は遂とげられねえからな。追跡能力、移動能力こそが本領なんだ」

「えー、あんなに強いのに？」

「あいつの強さは、あいつの復讐心の強さに比例する。制約は多いが、その分目的に特化してるタイプだな」

「なるほどねー」

　八慧は双そう眸ぼうを燃やし、両手を握にぎって気合を入れた。

「でも、だからって、負けるわけにはいかないっしょ！　樋辻君は絶対、私たちで捕つかまえてやるんだから！」

「まだそいつが犯人って、決まったわけじゃねえだろ」

　熱意に水を差されて、八慧はちょっと拗すねた顔。

「まあ、そうだけどー……明日色々、学校で調べてみるわ」

「俺おれも同行する」

　シオンが言えば、八慧は片方の眉まゆ毛げを吊つり上げた。

「……それって、私が心配だから？」

「いや、樋辻探しは諜報課に任せた方が良いだろうから、普ふ通つうに登校するだけだ」

「ホントに？　ほんっとーに？」

　穴が開くほど見られて、シオンは視線を逸そらした。

「いやまあ……少しは心配ってのもあるがよ……」

「やっぱり！」

　一度は海に向けた目を、八慧の責めるような視線と合わせる。

「でもそれだけじゃねえぞ？　お前が心配とかってより、なんつうか……俺おれだけ安全な場所に居るのは嫌いやなんだ。戦うなら一いつ緒しよに戦いてえだろ」

　シオンの真しん剣けんな訴うつたえに、八や慧えはふと眉まゆ毛げの角度を緩ゆるめた。

「……一緒に、ねえ……ま、それならいっか」

　徐おもむろに立ち上がると、パジャマのお尻しりをパンパンと払って、ぐぐっと伸びをする。

「んじゃ私、部屋に戻る」

「おう」

　シオンがのんびりと返答した瞬しゆん間かん、八慧の両目がギラリと輝かがやいた。

「とおりゃあーっ！」

　シオンの後頭部へと繰り出す後ろ回し蹴げり！

「ぬあっ!?」

　咄とつ嗟さに反応し、交差した両腕でガードしたシオンだったが、その感かん触しよくで悟さとる──くっ、こいつは、打だ撃げきを目的とした蹴りじゃねえ！　相手を押し離すことを念頭に置いた蹴りだ！　迂う闊かつだった、ガードしちまうとは……

　捻ひねった体勢の不安定さはどうしようもない。そのままグイッと押し込まれれば、半分乗っかっていた状態の尻がズレて、背中から海へと、ドポーン！

　塩水が鼻奥の粘ねん膜まくを刺激する痛み、五月の海水の驚おどろくほどの冷たさを感じながら、シオンは水面へと顔を出す。

「──ぶあっ、がふっ、てっ、てめえ！」

　怒ど鳴なるシオンを侮ぶ蔑べつ的な角度で見下ろして、八慧は呵か呵か大たい笑しよう。

「あはははははははは、そんなにヤワな女じゃないって、早速思い知ったでしょ？　あ、これ貰もらっとくね♪」

　コーラのペットボトルを、ヒョイと指で引っ掛けるように持ち上げ、ひらひらと手を振りながら、八慧は裏口へと戻って行く。悪態を吐つきながらよじ登ろうとしているシオンを嘲あざ笑わらいながら。スキップしかけの歩調で。

　──と、裏口のドアが開き、八や尋ひろが顔を覗のぞかせた。

　Ｔシャツが横に広がってミチミチになっており、ジーンズも今にも破れそうだ。見た目通りの超人的筋肉である。本人はただ普ふ通つうにドアを開けただけだが、開かれた戸の角が、前を見ていなかった八慧の半身を打うち据すえた。

「ドゥッ!?」

　八慧は肺の空気を一いつ滴てき残らず吐き出しながら、超常現象めいた距離、後ろへと吹き飛ぶ。派手な水みず飛沫しぶきが上がった。

「あん？」

　八尋は頭の上にハテナマークを浮かべながら水際まで歩くと、前後不覚なほどに爆ばく笑しようしているシオンと、頭にワカメを乗せながらシオンを叩たたいている八や慧えを見下ろして言った。

「何だお前ら元気だなー、海水浴か？」







　次の日、火曜日。

　昼休みになってすぐ、シオンと八慧はＤ組に向かった。Ｄ組は理系の特進クラスで、Ａ組よりやや人数が少ない。何ど処ことなく張はり詰つめたような雰ふん囲い気きがあった。

　一年のとき二人のクラスメイトだった男子が丁度居たので声を掛け、挨あい拶さつや旧交を温めるのもそこそこに呼んで貰もらった。咲さく夜やの幼おさな馴な染じみ、人ひと吉よし賢けん一いちを。

　教室後部のドアまで、訝いぶかしげな顔でやって来た人吉は、いかにも特進クラスといった風体の男子だった。細身で、色白で、眼鏡めがね。髪型はサラサラ黒髪のセンター分け。きっと詰つめ襟えりを着るときには、一番上のホックまで嵌はめるタイプだろう。今は生あい憎にく夏服なので、そのイメージが正しいのかどうか、確かめる術すべはないが。

「……誰だれ？」

「えっと、俺おれはＡ組の竹たけ葉は谷やで、こっちが」

「古こ都と城しろよ」

　二人の自己紹介を聞いて、人吉は余計に訝しげな表情。

「Ａ組の人が、何の用？」

「いや、ちょっと話を聞きたくて──」

　シオンが切り出しかけると、八慧が不意に尋たずねた。

「それ、どーしたの？」

　八慧が指差す人吉の左腕は、肘ひじから先がすっぽりと包帯で覆おおわれていた。

「日曜日の火事に巻き込まれて、火傷やけどしたんだ。大したことないよ」

　シオンは思案する──事故現場に居たのか？　スーパーでは見てねえし、交差点の方か……どっちにせよこいつも、リュウの被害者ってわけだ。

「災難だったな、そりゃ」

　そう言ったシオンへと、人吉は視線が移る。

「それで、何？　早くしてくれるとありがたいんだけど」

「なんか忙しいのか？」

　シオンが尋ね返せば、人吉は皮肉げに鼻を鳴らした。

「早く昼飯食べて、午前の復習と午後の予習しないと。授業に追いつくのも大変なんだよ。君らみたいな普ふ通つう科かの生徒には、分かんないだろうけどさ」

　ピシッ──他の誰にも聞こえなかったろうが、シオンにだけは聞こえた。八慧の堪かん忍にん袋ぶくろの緒おが軋きしむ音が。かなり作り物めいた笑顔になっている。面倒だから暴れたりすんなよと思いながら、シオンは口にする。

「お前、Ｃ組の樋ひ辻つじと仲良いんだよな？」

　人ひと吉よしは眉まゆを顰ひそめた。

「え？　いや……ただ幼おさな馴な染じみってだけだよ。昔は遊んでたけど、最近は接点ないし」

「牛うし込ごめとも？」

「タカシ？　もっとないよ、あんな不良」

　吐き捨てるように言う人吉の表情には、嫌けん悪お感かんしかない。

「牛込は不良なのか」

「知らないの？　まあクラス違えば、そんなもんか。真性のゴミだよ、あいつは……何？　二人に用事でもあるわけ？」

「まあな……花はな吹雪ふぶきが心配してるもんでよ」

　嘘うそではないが、本当でもない。シオンが場当たり的に言うと、人吉は細目がちな目を更さらに細めた。

「……君ら、咲さく夜やちゃんと仲良いんだ？」

「まあな」

「そうか……咲夜ちゃんなら気にするだろうな……優しい子だしな……」

　人吉はやや俯うつむくと、微ほほ笑えみながら呟つぶやいた。それまで人吉が身に纏まとっていた怜れい悧りな気配が、ふと薄まった気がした。こんな笑い方できたのかよと、シオンが驚おどろくような笑顔だった。だがそれは一いつ瞬しゆんだった。

　人吉は眼鏡めがねを右手の指で押し上げると、無表情に戻った。自身が背負った、Ｄ組の教室──昼休みだというのに、ノートや教科書を開いている生徒が多く、何となく静かな教室──その雰ふん囲い気きを身に巻きつけるように。

　やがて、ぽつりと言った。

「……あの噂うわさ、気にしてるのかな」

「噂？」

「知らない？　僕も小耳に挟はさんだだけだけど……カズの奴やつ、タカシに苛いじめられてたらしい。タカシが今入院してるのは知ってる？」

「ああ、らしいな」

「それやったの、カズなんじゃないかって……そういう噂。復ふく讐しゆうされたんだって」

「なるほどな……」

　復讐か。随ずい分ぶん小さな復讐だ。架かヶが世せの様子を思い返すに、どうしてもそう感じてしまう。復讐に、大きいも小さいもないのだろうが。

「……でも、僕はカズはやってないと思う。あいつ、虫も殺せないような奴だから」

　人吉が、少しだけ懐なつかしそうに言った。

「人は変わるもんらしいけどな」

　シオンが返すと、人ひと吉よしは短く笑った。

「もうそろそろ、戻りたいんだけど……」

「ああ、もう一つ。樋ひ辻つじの居場所について、心当たりはねえか？」

「ないなあ……でも、僕ら昔大おお潮しお区に住んでたから、あっちに古い友だちが多いんだ。カズを匿かくまってるとするなら、その辺の奴やつらじゃないかな。警察にも言ったけど」

「そうか……分かった。ありがとよ。時間取らせて悪かった」

「良いよ、じゃあね」

　シオンが片手を上げて礼を述べ、人吉が席に戻りかけたとき、

「人吉君」

　黙っていた八や慧えが眉まゆ毛げを吊り上げて前に出た。

「お、おい──」

　シオンの制止も聞かずに捲まくし立てる。

「一つ言っとくけど、どんな嫌いやな人でも、ゴミとかっての、止めた方が良いよ？　貴方あなたの口が悪くなったからって、嫌な気持ちになるのはそいつじゃないんだから」

「え、何……？」

「んじゃーね、ばいばーい」

　呆あつ気けに取られた様子の人吉を残して颯さつ爽そうと踵きびすを返し、スカートを舞わせて歩き去る八慧。思ったより小爆発だったので、シオンは内心ホッとした。

「あーその……悪かったな、じゃあな」

　人吉へとフォロー気味に片手を振ってから八慧の後を追い、怒いかり肩がたの隣となりに並んだ。

「……大人げねえなあ」

「結構我が慢まんしたでしょ！」

「まあな……殴らなかっただけマシだけどよ」

　八慧は鼻を鳴らし、

「安心おし。私が何の遠えん慮りよもなく殴れるのは、あんたぐらいのもん」

　シオンは苦笑する。

「遠慮しろよそれは……で、どうだった？」

　八慧は怪け訝げんそうな顔で、

「何が？」

「人吉だよ。怪あやしいとこなかったか？　樋辻を庇かばってるとか」

「さあ？」

「さあって……お前、視てなかったのかよ」

　シオンの責める口調に、八慧はムッと口をへの字にした。

「言っとくけど、私はただ眼が良いだけよ？　あ、目が泳いだなーとか、ちょっと汗かいてるなーとか、ビクッとしたなーとかは視えるけど、心なんて読めないよ」

　八や慧えの言葉に、シオンは愕がく然ぜんとした。何でも見み透すかすと思っていた。

「嘘うそだろ!?」

「ホントだって……何で驚おどろいてんの」

「だってお前、いつも知った風なこと言ってんじゃねえか！」

「何それ!?　いちいちムカつくっ！　にゅぎゃー！」

　シオンの脇わき腹ばらへと、抉えぐるようなアッパーを放つ八慧。半身になって片手で捌さばきながら、シオンは内心、ショックから抜け出せずにいた。

　──お、俺おれは……俺って……そんなに、分かり易やすいのか？







　それから二人はＣ組に向かったが、大した情報は得られなかった。人ひと吉よしの言葉の裏付け程度のものだ。

　生徒ら曰いわく……「牛うし込ごめ？　乱暴者だし嫌きらわれてたよ、取り巻きの連中も嫌いや々いや従ってただけだし」「なんであんなのがウチの高校に来たんだろ？　偏へん差さ値ち結構高いのに」「中卒でドロップアウトしとけっつーの」「居なくなって清せい々せいしたよね」「ね、自業自得」……「でも樋ひ辻つじにも悪いところはあったよね、暗いしキモかったし」「苛いじめられて当然のオーラっつーかさ」「まあでも、牛込をやってくれたのは、ありがたかったわ」「そうそう、あいつも最後にクラスの役に立ってくれたよね」「リサイクルってやつ？」「何それウケるんですけど！」……

　シオンがＣ組の生徒たちに話を聞いている間、八慧は後ろでボーッと、今日は学食で何を食べようかと考えていた。

　怒る価値すらない。

　こいつらが牛込のことのみならず、樋辻のことまで露ろ悪あく的に語るのは、罪悪感があるからだ。見て見ぬ振りをしてきた自分たちを正当化する為ために樋辻を悪く言い、それも適かなわないから開き直っているだけだ。傷つけられる予感に対する、本能的な予防線。

「──ねえ竹たけ葉は谷や君さあ、そんなつまらない話より、あたしらとお昼食べよ？」

「そうそう、せっかく来たんだしさ」

「噂うわさには聞いてたけど、背え高えー！」

「その髪の毛、地毛？　凄すごいね、真っ白じゃん」

「ね、今度どっか遊び行こうよ？」

　周囲で姦かしましい女子たちに、シオンは淡たん々たんと返す。

「遠えん慮りよしとくわ。多分趣しゆ味みが合わねえ」

「えーやだ何それ、特とく殊しゆな性せい癖へき持ってるとか？」

「普ふ段だんどんな遊びしてるの？」

　シオンはやはり淡たん々たんと、別に責める口調というわけでもなく言った。

「少なくとも、誰だれかをイジメて楽しむような遊びじゃねえ」

　黄色い声も静まり、教室がシンと静まった。

「……邪じや魔ましたな」

　シオンが出て行こうとすると、静せい寂じやくの中を矢のように一いつ閃せん横切った言葉が、その背中に浴びせられた。

「楽しんでねーよ。他のクラスの奴やつが、勝手なこと言うな」

　足を止めて半身振り向く。男子であること以外、誰が言ったのか判別がつかない……いや、本当に男子だったか？　今やクラス全体が、一つの生き物のように感じられた。自分は異物なのだと感じられた。Ａ組に居るときよりも、もっともっと強く。

「迷めい惑わくだったんだよ、どっちも。イジメる奴も、それに抵てい抗こうできない奴も。ずっと雰ふん囲い気き悪いし、成績下がった奴もいる。俺おれたちだって被害者なんだ」

　シオンは険悪な気配へと、ゆるい溜ため息いきを吹き付けて、

「……そうやって誰かのせいにしてりゃ、立派なニンゲンになれんのか？」

　それから、睨にらみ付けるでもなく見み据すえた。

「少しくらい心配してやれよ。クラスメイトだろ」

　此こ処こは教会でもなければ、シオンは神父でもない。別に教きよう誨かいする気もない。それ以上は言わずに再び踵きびすを返す。怯おびえ、敵意、隔かく意い……温かいとは言えない視線を振り切って廊ろう下かに出ると、隣となりに並んできた八や慧えがニヤニヤと、

「大人げねえなあ？」

「うるせえよ……」

　シオンは渋面。その場の情に流されて、らしくないことを言ってしまった自覚はあった。魔ま人じんである自分が、常人の人生や価値観についてとやかく説教を垂れる気はなかったし、踏み込むつもりもなかったのに。

「いやー、でも、良く言ったわ。胸がすっとした。お昼が美お味いしく食べられそう」

　と、八慧は上じよう機き嫌げんだったが。

　その足で学食に向かい、適当に昼食を摂とった。時間も時間なので席は空いていたものの、大体売り切れていてカレーしか残っておらず、二人して勢い良くかっ込んでから、スパイス臭しゆうを漂ただよわせながら教室に戻った。

　リキに何ど処こに行っていたのか、浮気かと問とい詰つめられたが、シオンは無視。パイプ椅い子すの隙すき間まから尻しりを撫なでようと侵しん入にゆうして来る手をカットしているうちに、昼休みが終わった。







　五限は何事もなく過ぎて、六限。

　古典の授業中。初老の教師が教科書から脱だつ線せんし、平安時代の風ふう俗ぞくについて語っているとき、シオンと八や慧えのスマートフォンが同時にブルッた。

　このスマートフォンは本部からの支給品であり、一般に出回っているものよりセキュリティも強固で、高性能・多機能だ。八慧もシオンも、フルに活用しているとは言い難がたい。特にシオンなどは登録している番号も少なく、連絡してくる相手も限られている。学校で親しい数人のクラスメイトたちか、そうでなければ黒装退魔師団ホーリーオーダー関係。つまりこれは仕事の連絡ということになる。しかしメールということは、急ぎの用件でもないのだろう。

　授業が終わってから内容を確認し──二人はそっとスマートフォンを仕し舞まった。普ふ段だんと同じようにＳＨＲシヨート・ホーム・ルームを受け、放課後になると席を立った。

「八慧ちゃん、また明日ね！」

[image: ]

　笑顔で言う咲さく夜やへと、

「うん、ばいばい。気をつけて帰るんだよ」

　八慧もにこやかに返す。

「今日の日替わり、和風ハンバーグな」

　ムギワラによる、『麦わら食堂』メニュー情報に、

「あー、今日はちょっと用事ある、悪い」

　シオンが鞄かばんを手にしながら返せば、リキが肉体をうねらせて割り込んだ。

「え、まさかシオン用事って、今日こそ水泳部に来てくれるの!?　アタシの股こ間かんとアクセースッ！」

「行かねえから。じゃあな」

「アァン冷たい……でもゾクゾクしちゃうゥ！」

　淡たん々たんとあしらって教室を出た。

　開放感に賑にぎわう廊ろう下かを歩き、教室から離れるほどに、シオンは遠のいていく日常を感じていた。下げ駄た箱ばこで靴くつに履はき替えて校舎を後にする。西日差す校庭を横切り、正門ではなく裏門へと向かう。学校の裏手は海の森植林公園と一体化しており、此こ方こから帰る生徒はあまりいない。空き時間の散歩や、運動部が走り込みに出るとき使われる程度だ。

　門を出る頃には、二人の表情は大人びていた。僅わずかな緊張の影かげと、矜きよう持じの煌きらめき。ざわざわと木々の梢こずえが鳴く坂道を二人で下る。

　先程のメールの差出人は、中枢司令部予言課マクベス。内容は短く、時間と場所の指定と、樋ひ辻つじ和かず夫おという名前。

　予言が下ったのだ。そして、解かい析せきが間に合ったのだ。

「──覚かく悟ごできてる？　今度こそ逃がさないようにしないと」

　八や慧えは左手首の飾かざりゴムで、手早く髪を纏まとめながら言った。質問の体ていを取ってはいるが、その言葉は念押しだ。

「ああ」

「ホントにぃー？」

　八慧、疑いの眼まな差ざし。戦せん闘とう形態、ポニーテールが揺れる。

「……殺さない覚悟ならな」

　シオンが答えると、盛大な溜ため息いきが返った。

　悪あく魔ま祓ばらいはとても難しい。難しいからこそ、退魔師エージエントには正義執しつ行こうの名の下に、『最後の手段』が許されているのだ。

　悪魔は人間の願望、欲望、希望、野望、強い意思──魂の迸ほとばしりを嗅かぎ付けて現れ、それらを成就させる力を与える。つまり魔ま人じんの能力は、本人の魂と強く結び付いているのだ。悪魔を祓うには、その結び付きを解かなければならない。

　魔人は能力を手放したがらないし、悪魔側も魔人の魂を掴つかんで離しはしない。特に難しいのは悪魔の方だ。多くは話すら聞こうとしない。せめて正体や弱点が分かっていれば打つ手はあったかも知れないが、戦いながら探っていけるほど容易たやすい相手は、そうそういない。

　八慧とて望んで悪魔憑つきを殺したいわけではないが、守りたいものと天てん秤びんに載のせたとき、どちらを傾かたむけるかの覚悟は、もう済ませてある。

「はー、頑がん固こ者もの！　それに甘い！　甘すぎる！」

　八や慧え、嘆たん息そく。続いて説教。

「私ら黒装退魔師ホーリーオーダーはねえ、魔ま人じんや悪あく魔まにとっての恐きよう怖ふでなきゃいけないの！　付け入る隙すきがあっちゃ、いけ、ない、のっ！」

「わーってるよ」

　シオンは面倒そうに返す。

「分かってないよ！　あんた、そんなんじゃ、私以外組んでくれる人いなくなるよ？」

　八慧が言いい募つのれば、

「お前以外と組む気はねえ」

　シオンは何気なく答えた。

　もっと責めてやろうと思っていた八慧は、呆あつ気けに取られて固まった。午後の風が、茂しげる枝葉を奏でながら吹き過ぎた。

「……なんだよ、急に立ち止まって」

　足を止めて振り向くシオン。八慧はその顔をじっと見み詰つめる。

「今なんつった？」

「急に立ち止まって？」

「その前！」

「お前以外と組む気はねえ？」

　八慧は、じんわりとニヤケてくる表情を隠かくす為ために、慌あわてて俯うつむいた。胸に広がる、わけの分からない感情に戸と惑まどう──なんだこれ？　なんでこんなに嬉うれしいんだ？

　シオンを上うわ目め遣づかいにチラチラと見ながら、

「……一昨日おととい、私と組むのイヤだとか、言ってたくせに？」

　シオンは一いつ瞬しゆん、何のことだか分からないという表情を浮かべたが、すぐにティーラウンジで交わした会話に思い至ったようだった。

「ああ……いや、ありゃまあ、なんつうか……そういう意味じゃねえよ……」

「なら、どういう意味？」

　八慧が鋭するどく食い付く。

「まあ、なんだ……一人の方が気楽なときもあるなってだけの話で……」

　シオンは咳せき払ばらいをし、

「とにかく、俺おれの相棒はお前だけだ。言ったじゃねえか、一いつ緒しよに戦うって」

　八慧は一層ニヤニヤして、再び俯いた──ほ、ほー、シオンのヤツ、なんだかんだ言って私のこと認めてたのか……そっかそっか、しょーがないなー、素直じゃないんだからほんと……私がついててやらないと駄だ目めなんだから……良く考えたら、そうだよね、こんな面倒なヤツ、私ぐらいしかコンビ組めないよねー……っと、いけないいけない！

　これから出しゆつ撃げきなのに、浮うわ付ついている場合ではなかった。深呼吸をして、胸の中で跳はね回る心をギュッと抑おさえ込んだ──平常心、平常心！

　顔を上げて大おお股またで歩き、シオンを追い越す。

「ほら、何ボサッとしてんの、行くよ！」

「そっちがだろ……」

　八や慧えの心中など察せる筈はずもないシオンは、肩を竦すくめて横に並ぶ。

「そういやあんた、魔ま力りよくは？　回復したの？」

　八慧が尋たずねる。

「六割程度はな」

「やっぱり少ないなー、私は全快してんのに」

「二日で六割は、俺おれにしちゃ回復した方だ」

　シオンの心、その本当に奥おくの奥の奥底には、凪ないだ海が広がっている。表面的に感情を表せるようにはなっても、凍こおりついたままどうしても動かない部分がある。十年前、自分はあの滅ほろびの街に、魂の一部を置き忘れてきたように思う。魔力が心のうねりから生み出されるものである限り、そんなシオンの性質は、魔ま人じんとしての弱みだった。

　魔力回復量の少なさ。つまりはそれだ。それこそが、聖王の末まつ裔えいとしての力を有すシオンの、ほぼ唯ゆい一いつにして最大の弱点だ。

　それでも六割まで回復したのは、昨日八慧を心底気き遣づかい、無事と知って安あん堵どしたからだった。常凪ぎの心が震ふるえたのだ。

「大だい丈じよう夫ぶなの？」

「いつものことだ、問題ねえよ」

　気遣わしげな八慧へと返しつつ、シオンは歩きながら右手の三指を額に当てた。少ない魔力を遣やり繰くりして戦う術は心得ている。外ゲ典ー七テ十イ二ア式があるから、何とかこれまでも戦ってこられた。いつも通りだ。

「父と──」

　続けて胸へと下ろし、

「子と──」

　軽く左肩に触ふれてから、

「聖せい霊れいの──」

　右肩へと引ひっ掻かくように流した。十字を切ったのだ。

「御名に於おいて──従え『白翼参謀ハルフアス』」

　心を鎮しずめ、また研とぎ澄すませ、魂を──即すなわち意思を、魔力へと両替し行使する。ハルファスは伯はく爵しやく級、軍略に長たけ、自軍の武装を整える能力を持つ悪あく魔まだ。掠奪鵠シヤツクスと同じく鳥の悪魔だが性格は似ておらず、やや性格にクセはあるものの、それなりに真ま面じ目めで扱あつかいやすい。

「外ゲ典ー七テ十イ二ア式軍備術、『弾ア指ポ換ー装ト』」

　シオンが組んでいた指を崩くずして一つ鳴らせば、契約は履り行こうされる……

「ちょまっ──ぎゃー!?」

　八や慧えは慌あわてて制止を掛けたが間に合わず、慌てて両腕で体を隠かくした。

　すぐさま二人の身を包む制服や鞄かばんが裾すそから風に解け、戦闘用聖着バトル・サープリスへと置換されていく。直垂タブレツト、手甲ブレーサー、脚絆ゲートルと来て、外がい套とうがバサリと上から覆おおって戦闘用聖着は完成。続いてシオンの前に愛用の一刀草薙クサナギが、八慧の前にアークティク・ウォーフェアの長身が出現し、一連の術式は完了する。

「あ、悪ぃ……」

　シオンは忘れていた。この技は、やる前に一声掛けろと八慧に言われていたのを。

「ぎゅにゃあー！」

　顔を赤くした八慧は、手に取ったばかりの銃じゆう身しんをくるりと回すと、おもむろに銃じゆう把はをシオンの顎あごへと打ち上げた。咄とつ嗟さに飛とび退のいたシオンの顎先を掠かすめ、ブォンと破は壊かい的音色を立てながら行き過ぎる。

「っぶねえな、悪かったって言ってんだろ！」

「さいてーさいあく！」

「気にすんなっての、すげえ一いつ瞬しゆんだぞ？　俺おれも見てねえよ……」

　コマ送りにでもしないと見えないだろうに。

　八慧はぷいとそっぽを向き、

「そーゆー問題じゃーないの！　あんた本っ当に、デリカシーってモンがない！」

　頭から湯気を立てながら、地を蹴けって跳とんだ。新緑を芽め吹ぶかせた木々の枝に、羽毛のように着地する。其そ処こを足がかりにまた跳び、そうやって黒い風となって、植林公園を突っ切って行く。

　シオンは顎を掻かいた──まったく、表情とテンションのコロコロ変わるヤツだ。説教されたと思ったら上じよう機き嫌げんになって、最後には怒おこられた。あんだけ表情豊かなら、そりゃ魔ま力りよくの回復も早かろうよ……女心ってヤツか？　心底分からねえ。思えばこの十年間、一度も分かった試しがねえ……

　シオンはやれやれと首を振ると、自らも魔力を纏まとい、超常の速度へと身を躍おどらせた。

　黒い影かげが二つ、夕暮れへと向かう街の空を躍る。







　　四章　嘆きの王国







　牛うし込ごめ隆たかしは、幸せだったのだろうか？

　地方から出てきて起業した祖父は巨額の遺産を残した。今年五十歳になる父親は元市議、まだ三み十そ路じ前の若く美しい母親は、料理研究家という肩書きで時折地上波に顔を出している。名士の家と言って良いだろう。

　タカシは父親の連れ子だった。五歳になる弟は再婚後に生まれた子で、タカシに似ていない。お兄ちゃんと呼ばれても、他人の子どもにしか思えない。

　色々なことがあった。ありふれていて、想像に難かたくない、色々なことが。タカシを無む軌き道どうで暴力的な青春へと駆かり立てた、色々なことが。

　そして今、タカシは大病院の特別室で唯ただ一人ひとり、清潔なベッドに横たわり、生命維い持じ装置に繋つながれながら、細く深い呼吸を繰り返している。全身に酷ひどい火傷やけどを負い、生きているのが不思議なくらいだと医者は診しん断だんを下した。

　一泊十五万円の部屋。父親が、快適な医療環境を息子に与えてやりたいと願ったからというよりは、何らかの贖しよく罪ざいの気配が漂ただよってくる。

　来期こそは再当選を果たしたい父親にとって、スキャンダルは御ご法はつ度とだ。家にもろくに帰ってこない、何をしでかすか分からない長男は、父親にとってどんな存在だっただろう？

　結婚二年目にして授かった、目の中に入れても痛くないほど可か愛わいい息子に悪あく影えい響きようを与えかねない、自分と血の繋がらない青年は、母親にとってどんな存在だったろう？

　そして今、タカシは一人だ。誰だれも見舞いに来ない病室で、幼い頃ころの夢を見ている。何にも邪じや魔まされず安らかに。人生がささくれ立ってしまう前、光の中で踊る四つの幼い影かげを。

　……さ……く……や。

　透とう明めいに口元を覆った呼吸器の内側に、僅わずかな呼気の結けつ露ろがあった。

　さ、く、や。

　音にもならない囁ささやきだった。

「──なあアンタ、それとも不幸だったかい？」

　いつしか、窓を背負って立っている、Ｔシャツにジーンズ姿の人影が、タカシを見下ろして呟つぶやいた。何ど処こにでも居そうな服装ながら、今、此こ処こに看護士が入って来たなら、ほぼ間違いなく、危き篤とくの患者を迎えに舞い降りた天使だと思っただろう。そういう現実離れした美び貌ぼうの青年だった。艶つややかな声の青年だった。

「良いぜ、後は俺おれが引き受けてやる……ゆっくり休みな」

　微ほほ笑えんだままの青年の片手が、タカシの喉のどへと伸びた。







　大おお潮しお区は、伊い賦ぶ夜や市人工島の八つの区の中でも、最初期に出来た街だ。当初は政治経済の中心地として栄えていたが、他の区が賑にぎわうにつれ段々と落ち着いて、今は夕陽が良く似合う。再開発の話が今まで何度か持ち上がっては、立ち消えていた。

　その青年──樋ひ辻つじ和かず夫おは、建設途と中ちゆうで放置されっぱなしになっているビルの屋上、鉄骨の際に立ち、うつろな瞳ひとみで眼下を見下ろしていた。ひどく遠くに見える街を。

　空くう虚きよな鉄骨の中を吹き抜ける風が、落下物防止の青いネットをバタバタと打ち鳴らしている。金具が何ど処こかに当たるのだろう、カンカンと寂さびしい音色が木霊こだまする。

　このビルは何になるはずだったのだろう？　企業ビルだろうか。マンションだろうか。名前すらも分からない、この哀あわれなビルは。

　相変わらず酷ひどい体調だった。ずっと熱が引かない。体の中身はもうボロボロで、それを治す魔ま力りよくが足りないのだ。死なないように保つのが精一杯だった。

　──あの頃ころは、楽しかったな……

　ぼんやり、そんなことを考え始める。

　──タカシがいた。ケンちゃんがいた。僕がいて……そして、咲さく夜やちゃんがいた。タカシと僕が一番仲が良かったなんて、今じゃ誰だれも信じないだろうな……ああ、咲夜ちゃん、少しは僕を心配してくれてるだろうか……ないか、そんなこと。

　いや、これで良いんだ。自分となんか、関わらない方が良い。咲夜まで苛いじめられるのは嫌いやだ。ずっと我が慢まんしてきたのだ。今いま更さらだ。

　カズオの目は、思い通りにならない現実を離れた想い出の中、まだこのビルの建築が始まる前の、がらんとした空き地だったこの場所を見ていた。

　郷きよう愁しゆう、ノスタルジー。

　四人で良く遊んだ。追いかけっこや縄なわ跳とび、かくれんぼ。携けい帯たいゲーム機を持ち寄ってプレイしたり。冬に雪が降れば、雪合戦をしたり。夏には、皆でソーダ味のアイスキャンディーを分け合って食べた。秘密基地と名付けたりして。

　ふと思う──ああ、これって、走馬灯ってヤツなのかな？

　父親と母親のことも一いつ瞬しゆん、頭を過よぎった。申し訳なさはあった。

　このビルは、まるで自分だ。未熟で未完成な存在。昔にも戻れず、明日にも行けない。何ものにも成れないまま、意味もなく佇たたずむ自分のようだ。

「……まだだ……死ねない……」

　声に出して呟つぶやけば、体に力が漲みなぎる気がした。

「まだ死ねない」

　アイツを。

「殺すまでは……！」

　今となってはそれが、それだけが唯ただ一つ、悪あく魔まに捧ささげ得る意思──あのクソ野郎を……竹たけ葉は谷や紫し苑おんを、この世から消し去るまでは！　僕は、死ねない!!

「──樋ひ辻つじ和かず夫お……」

　吹き来る風に、静かな声が乗ったのは、そのときだ。

　憎ぞう悪おに歪ゆがんだカズオの目が、声の出所を探して彷徨さまよった──背後！

　振り返れば、黒い影かげ法ぼう師しが二つ、カズオの立つ際とは対極の縁ふちに立っていた。背の高い影が一つ、背の低い影が一つ。

「……助けに来たぞ」

　目を細めた背の高い影が告げた。

　カズオの口くちの端はが吊つり上がる。歪んだ目と相あい俟まって、悪魔的な表情を形作る。

「やあ、シオン。それと、八慧ちゃん……やれやれ、見つかっちゃったか」

　ちゃん付けで呼ばれ、八慧は顔を顰しかめた。大して親しくもない人間に親しげに呼ばれるのは良い気分はしないし、これから戦う相手なら尚なお更さらだ。

　一昨日おととい、倉庫型量販店の屋上で感じた、粘ねばりつくような気配。間違いないなと思いながら、八慧は口を開いた。

「あんたがリュウ？」

「そうだよ……で、シオン、何だって？　僕を助けるって？」

　八慧との問答はそこそこに、カズオはシオンへと、強い力の篭こもった両目を向けた。

「ああ、助ける」

「ひひっ」

　シオンの短い返答を聞けば、カズオはビクリと身を震ふるわせた。引きつるような笑みを刻む口の端から、大量のよだれを垂らしながら、片手で顔面を覆おおった。堪こらえ切れないという風に。

「くっ、くく、ひひ、ははは、お前が僕を？　助ける？」

「何かおかしいか？」

　シオンが問い返せば、指の間から異様なほど見開かれた目がシオンを見た。

「ああ、滑こつ稽けいだよ。黒装退魔師ホーリーオーダーが、悪魔憑つきを助けるわけがない……今まで散々殺してきたんだろう？　同じようにこれからも殺すんだろう！」

「いや、俺おれは……！」

　シオンは言いかけて口ごもった──俺が何を言ったところで、言い訳にしか聞こえないんじゃないだろうか？　助けようとはしてきた。でも、助け切れなかった人間もいた。なら、樋辻の言う通りなんじゃないだろうか……

「──見込み違いよ、樋辻君」

　静かに諭さとすような口調で、八や慧えが言う。

「シオンはね、ウチじゃ一番、生なま温ぬるいヤツなの。今までずっと、誰だれも殺したくないって思いながら戦ってきたの、私、傍そばで見てきたもん。だからあんたも──」

　カズオは続く言葉を断ち切るように、片腕を振るった。

「うるさい、騙だまされるもんか！　僕はもう騙されない!!　所しよ詮せん力なんだ。弱ければ、殺されても文句は言えないんだ！」

　激怒の瞳ひとみでシオンを睨にらみ付け、

「シオン……僕はお前の情けは受けない。お前の助けだけは……」

　両手を力強く振り上げながら、口から飛沫しぶきを散らして絶叫した。

「要らないんだよ、このクソ野郎おおおおおーっ!!」

　血ち錆さびの軋きしみを上げながら、シオンと八慧の足元から槍やりが生えてくる！　二人は二手に分かれて跳とび、それぞれ別の鉄骨へと飛び移った。

「──あ、あんた、なんか恨うらまれる覚え、ある!?」

「いや、心当たりがねえ！」

　と言う、八慧とシオンの会話は、

「いひ、ひひひ、ぐひいっ！」

　カズオが狂ったように両手を振り回し槍を生やし続けているので、逃げ回りながらのものだ。一秒とて立ち止まってはいられない。駆かける二人の残像を、次々に槍が射い抜ぬいていく。

　結構つらい状じよう況きようだと、シオンは分析する。魔ま力りよくが残り少ないのか、一昨日おとといと違って槍の本数は少ないものの、此こ方こは逃げられる足場が限られている。相手にとって動きも読み易やすくなってしまっているだろう。

　案の定、すぐに追い込まれた。前後から斜ななめに槍が生えて挟はさみ撃うちにされ、逃げ場は左右の空中にしかない。仕方なくシオンは鉄骨を蹴けって右に跳ちよう躍やく、十字に噛かみ合う槍の響ひびきを置き去りに回かい避ひするも、想定着地点である隣となりの鉄骨には、既すでに槍の穂ほ先さきが生えかけている──完全に誘い込まれた。

　カズオの表情に、殺意塗まみれの笑顔が浮かんだとき、シオンは刀を宙へと放り投げている。

　──集中する。弾だん丸がんさながら生えてくる槍を見切ることは不可能に近い。読むべきは樋ひ辻つじの殺気呼吸だ──今だ！

　シオンは空中で両手を繰り出した。満を持して突き出してきた槍の穂先を、両掌で挟み込んで受け止めた。真剣白羽取りの妙みよう技ぎ炸さく裂れつ！　其そ処こを基点にし、腕力だけで体を跳はね上げると、槍の上を前転して着地。息を吸う暇ひまも吐はく暇もなく立ち上がり、落ちてきた刀を左手で掴つかむと再び走り出す。カズオが舌打ちをした。

　攻こう撃げきは執しつ拗ようだった。八割がシオン、二割が八慧と言ったところ。

「──俺おれに、何か、恨みでも、あんのか、お前ッ!?」

　途と切ぎれながらの言葉の間に、シオンは四本の槍やりを避よけている。一本が頬ほおを掠かすめ、血の玉が宙に舞う。

　カズオはゲッゲッゲと、えずるような笑い声を上げた。

「ないさ、今はまだない……今は、なあっ！」

「なんだ、そりゃあ!?」

　恨うらみを持つ予定でもあるというのだろうか？　悠ゆう長ちように思考している余よ裕ゆうはなく、考えは纏まとまらない。シオンがそうして回かい避ひに専念している一方、

「──正典カノン式狙そ撃げき術じゆつ……」

　鉄骨を蹴けって横っ飛びした八や慧えが、そのまま神業的バランス感覚を以もって銃じゆうを構えた。風にはためく黒衣の裾すそ。

「『囚人円舞ダンシング・プリズナー』！」

　銃じゆう声せいが、叫びを掻かき消し轟とどろいた。それを更さらに掻き消すように、銃声が幾いく重えにも重なっていく。右腕の筋力のみで銃身を支え、左手でボルトハンドルを引く連射、装そう填てん数十発中五発を一気にマガジンから吐はき出しながら、隣となりの鉄骨へと着地。すぐさま飛とび退のく。生えた槍の切っ先が八慧の外がい套とうを掠める。排出された薬やつ莢きようが煌きらめきながら、中空の闇やみへと落ちていく。

　五発の弾丸はカズオを掠めはするが、当たりはしない。彼を中心に捉とらえたまま、周囲を回転し始めた。魔ま力りよくによって捻ねじ曲げられた物理現象。あの弾丸は、与えられたエネルギーを使い切るまで相手の動きを封じ続け、ひとたび八慧の号令があれば一いつ斉せいに中心点を撃うち抜ぬくのだ。

　──ここまでは手て筈はず通り、後は……

「シオンッ！」

　八慧は鋭するどく呼び掛けた。

　カズオが手を上げようとすれば、その指先を弾丸が掠める。同時に別の弾丸が頬と腿ももを掠め、爆ばく発はつするように血が飛し沫ぶく。カズオはよろめきながら一度八慧を睨にらみ、

「くそ、クソ、くそッ、邪じや魔まだァ！　クソッ……シオオオォォォンッ！」

　その咆ほう哮こうに練り込められた憎ぞう悪おは、並なみ大たい抵ていではない。

「『雷フ霆ル麒フ麟ル』、外ゲ典ー七テ十イ二ア式格闘術……」

　八慧とカズオから呼び掛けられたシオンは、攻こう撃げきが緩ゆるまったこの隙すきに、静かな詠えい唱しようで外ゲ典ー七テ十イ二ア式を発動させている。眼光静かに底冷える。高空の風が銀の髪を暴れさせる。

　──機を得たり。八慧の弾丸で傷ついた、それは彼の魔力が既すでに尽きかけている証明に他ならない。

　伯はく爵しやく級、雷かみなりを司つかさどる双そう角かく獣じゆうフルフルの力で、シオンは全身に放電を纏った。イオン臭しゆうが立ち込める。そのまま、逃げ回っていた足取りを直線の軌き道どうへと変えた。

　一歩毎に雷らい鳴めいの如ごとき音色と、放つ光こう芒ぼうゆえに人型の残像が残る。加速していく。槍が次々に生えるが、乗算式の加速にカズオの目が追いつかない。さながら雷らい光こう一いつ閃せん、戦場を横切って駆ける途と中ちゆうに、放電は右う掌しようへと収束し……

「──『紫し電でん掌しよう』！」

　狙ねらうはカズオの鳩尾みぞおち。

　シオンが掌てのひらを突き出す寸前に、八や慧えの弾だん丸がんは四方八方に散開して打だ撃げきの道を開いた。数発が鉄骨を削けずって火花を散らす。シオンの手が、カズオの胴どうへと触ふれた──通電！

「ぐがっ!!」

　カズオの体が、大きく跳はねた。

　全身を痙けい攣れんさせ、白目を剥むいたまま後ろへと倒れていく──その背中を、シオンが刀の鞘さやを持ったままの左腕を回して支えた。死んではいないはずだ。出力は抑おさえた。

　ようやく静かになると、吹き渡る風の音が聞こえ始めた。

「……なんとか、なったか」

　シオンは心底安あん堵どの溜ため息いきを吐きながら、痛々しいカズオの様子を見下ろした。目の下の隈くまは酷ひどく、頭髪も一ひと房ふさ、白髪になっている。一刻も早く日ひ流る子こに診みせなければ。

「殆ほとんどそっち狙いだったから、やり易やすかったわ」

　八慧は体内に残る殺気を吐き出すように、鋭するどく息を吐いて言った。排熱機構でも搭とう載さいしているかのように。それから不思議そうに、

「本当に恨うらまれる心当たりないわけ？　フツーじゃなかったけど」

「いや、さっぱり……」

　右手で懐ふところからスマートフォンを取り出しながら、思いつかねえな、と言いかけたシオンの声は、

「ぐッ、ギギが、ガアああ！」

　凄すさまじい絶叫に掻かき消された。

　シオンの腕の中で、カズオの体が激しく痙攣し始めた。それでうっかり放してしまうほど、やわな筋力はしていないが。

「な、なに、どうしたの!?」

　一度弛し緩かんした身に再び緊きん張ちようを走らせて、八慧は銃じゆうを構える。

　半はん袖そでのワイシャツから覗のぞくカズオの首をぐるりと一周、青白い文様が血管のように浮き上がり脈打っている。皮ひ膚ふの下に巣食う虫のようだ。見開かれた両目からは、ポンプで汲くみ上げているかのように涙が溢あふれてくる。

「これは……呪じゆ詛そだ！」

　シオンは混乱しかけた頭を、フルに回転させる。

　──絞こう殺さつの呪詛。相手をじわじわと苦しめて殺す、非道の所業だ。一体誰だれが？

「ひッグ、がっ、し、ししッ、シオンッ！」

　苦痛で意識を取り戻したのか、カズオは片手を持ち上げ、シオンの胸むな倉ぐらを掴つかんで喘あえいだ。

「ゆ、ゆ、許さない、お、オマエさえいなければ、お前さえ、いなげれバあアッ！」

「だ、大だい丈じよう夫ぶか、おい！　俺おれがどうした!?」

　カズオは血どころか、舌すら吐はき出すように叫ぶ。

「さ、さく、咲さく夜やちゃん、は、さっ、咲夜ちゃんだけは、殺させないッ!!」

　寝ね耳みみに水とは、このことだった。

「シオンが咲夜を、殺す？」

　八や慧えが眉まゆをひそめる。

「お、おい、なんだそりゃ、オイッ!?　しっかりしろ！」

「ぐ、か、カハァ……お、お前を……お前をこの世から……消して、や、る……」

　シオンの問いに答えはない。うわ言のようなカズオの言葉が、再び意味を成さない苦く悶もんの呻うめきへと変わったとき、二人の足元を激しい揺れが襲おそった！

「っとお!?」

　空中に投げ出されそうになり、シオンは咄とつ嗟さに右腕を伸ばして、鉄骨の縁ふちを掴つかんだ。樋ひ辻つじと自分、二人分の体重を指先のみで支えるのは流石さすがになかなかつらいが、ぶら下がっているだけなら大丈夫そうだ。樋辻は再び意識を失ったのだろう、ぐったりしている。暴れられないのは助かるが、容態は心配だ。

「八慧ッ!?」

　素早く視線を巡めぐらせれば、三階層ほど下の縁に、八慧もシオンと同じように片手でぶら下がっているのが見えた。一ひと先まず無事のようでホッとする。

　青いネットが波打つ。ビル風が外がい套とうの裾すそを暴れさせる──これは……なんだ、どうなっている？　地震か？　眼前のビルの、コンクリが張られる前の壁へき面めんは、思い切り傾かたむいている。地じ盤ばん沈ちん下かでも起きたのか？

「シオーン、下ぁーっ！」

　風と震しん動どうに負けないように、八慧が張り上げる声。

　遥はるか眼下の地面には、車道や歩道を突つっ切って、亀き裂れつが走っていた。ビルの敷しき地ちを内側に収め、周囲を取り囲むように。間近から見ればただの断層にしか見えないだろう規模の『それ』は、この高さから見下ろせば、ある一定の形を持っていることに気付けた。あれは──

「『門ゲート』か!!」

　シオンの驚きよう愕がくが、風に浚さらわれる。

　巨大な、あまりにも巨大すぎる『門ゲート』だった。屹きつ立りつしているのではなく地面に張り付いているところも、普ふ通つうの『門ゲート』とは違う。巨おおきさとその形状から、見る者に地じ獄ごくへと通じているのではないかと直感させずにはいない。

　あれほどのものは、シオンも初めて見る……いや、違う。思い出したくはないが、思い出さずにはいられない。十年前、あの故郷の街で見た無数の『門ゲート』と同じ規模だ。かなりの大物だろう。副王級……いや、それ以上か。

『門ゲート』は開きかけており、今も開き続けていた。凄すさまじい量の霧きりが噴ふん出しゆつし、夕暮れへと向かいつつある世界を、一層曖あい昧まいにしていく。

　門もん扉ぴの上に載のったあらゆるものが、内なる奈な落らくへと滑すべり落ちていく。街路樹や道路、真っ二つになった建物の半欠けやレンガ塀べい、工事現場の仕切り、土砂やアスファルト等が、混じり合いながら瓦が礫れきとなって。

　呑のみ込んでいく、飲み干していく──いや、吸い込んでいるのか!?

　シオンと八や慧えがぶら下がっているビルも滑かつ落らくしていく。地じ響ひびき、倒とう壊かい音おん、鋼鉄の軋きしみ。断だん末まつ魔まのように響き渡る轟ごう音おんが長い尾おを引く。ビルを掴つかんだ手、指先から、激しい振しん動どうが伝わってくる。

　一いつ瞬しゆんの間に、シオンは思考した。

　カズオに掛けられた呪じゆ詛そは、この『門ゲート』を呼び出す為ためのものだったのだ。カズオの魂を苦痛で揺さぶり、死の間ま際ぎわの強い想いから、魔力を搾しぼり出したのだ。果実を絞るように。

　──悪あく魔まの仕し業わざか？　いや、その線は薄い。

　基本的に悪魔は、魔人を通じてしか、現世に物理的な干かん渉しようができない。もし直接的な干渉が容易なら、悪魔に魂を刈かり取られる被害者の数は、今の比ではなかったろう。人の意思の力がなければ、彼らは現世に於おいて何事も成すことはできない。人の世を変え得るのは人の意思、それのみであるからだ。

　ならば、誰だれが？

　分かるのは、これが罠わなであるということだけだ。異郷に落ちることは教会や関連各所に於いて、ほぼ死と同義に語られる。

　遠景の水平線が、見る見る丸みを失っていく。シオンと八慧を浮遊感が襲おそい、さっきまで下に落ちないように縁ふちを掴んでいたが、今は舞い上げられないように耐えなければならなかった。地面が近づくにつれ濃い霧の中へと突っ込み、風景は霞かすんで見えなくなる。

　残された僅わずかな時間の中で、どうするべきか、シオンは苦悩した。

　飛び移ることは不可能だ。魔人の脚力を以もってしても、彼ひ岸がんが遠すぎる。逃げるなら、空間転移を使うしかない。

　蛇尾領主マルテイムの能力は、契約者とその所有物のみに適用され、例外はない。

　他者を空間転送する能力なら、白翼参謀ハルフアスが持っている。異郷の軍略家が整え得る武装の中には、自軍の兵も含まれるのだ。あくまで軍備を整える能力の一つなので、蛇尾領主マルテイムのように感覚と目視だけで自由自在に高速転移というわけにはいかず、攻撃には使えない。また白翼参謀ハルフアスは英えい雄ゆう主義的性格をしており、撤てつ退たい行動には法外な魔力を要求してくる。どちらにせよかなり距離があるので、使うのは一度が限界だろう。

　八慧を送るべきか？　それとも樋ひ辻つじを？

　提示される残ざん酷こくな選せん択たく肢し。冷たい方程式。いや……既すでに答えは決まっていた。最も救われるべき者は誰だれか？　それは、最も弱い者だ。だが、シオンの心はそれを選ぶことを拒否している──選ばなきゃいけないのか？　俺おれの意思で……

　帰還不能点ポイント・オブ・ノーリターンが近づいていた。

　焦あせりと戸と惑まどいの視線を眼下へと向ければ、八や慧えと目が合った。シオンの不確かな視線を、叱しつ咤たするような眼まな差ざしで、真正面から受け止めて。

「──あんたの正義を、信じろおおぉ!!」

　崩くずれ落ちていく世界の轟ごう音おんを、貫いて奔はしった激げき励れい。

　背中を押してくれた。

「やれ、ハルファス──外ゲ典ー七テ十イ二ア式移動術、『単体転送アイソレート』！」

　霧きりの中、シオンの指輪が輝かがやきを放った。夜の港で、水すい煙えんの中を照らす灯台のように。左腕が支えていた重量が、瞬しゆん時じにして消える。

　術が発動した。ということは、彼は無事に戻ったはずだ。待機しているバックアップチームが見つけてくれるだろう。淡あわ島しまの霊れい的てき治ち療りようなら、呪じゆ詛そも取とり除のぞけるはずだ。間に合うことを祈いのるしかない。

　──あれほどうるさかった倒とう壊かいの音色は、もう聞こえなくなって、辺あたりは静せい寂じやくだった。霧が全すべての音を吸い込んでいるかのようだ。現世がみるみる遠くなっていくのが、感覚として理解できた。

　落ちていく。骨組みのビルごと。左右を凄すごい速度で霧が流れていく。指先に力が入らない。鉄骨からシオンの右手が離れてしまう。

　十年前のあの日のように、魔ま力りよくを使い果たした今、意識は失われようとしていた。

　眼下で、しっかり鉄骨を掴つかんで棚たな引びきながら、何事かを叫んでいる八慧の姿を見ながら、

「……悪い」

　一言呟つぶやくと、シオンは意識を手放した。圧倒的な浮遊感の中に溶とけていく。

　──本当は、お前を助けたかったよ。







「っぐ、うぅっ、うう！」

　黒装退魔師団ホーリーオーダー、中ちゆう枢すう司令部にて。モニカ・ネオは、普ふ段だんの涼すずしげな様子からは想像できない、苦しげな声を上げた。椅い子すの肘ひじ掛かけを掴んだ両手には、白い肌はだが一層白くなるほど強い力が込められていた。

　メイン・モニター内には、周囲の区画ごとシオンと八慧を呑のみ込んでいった巨大な『門ゲート』が映っている。待機班の乗るヘリの、機体搭とう載さいカメラの映像だ。

「エージェント・ソロモン、エージェント・キーンアイ……見失いました……」

　半ば呆ぼう然ぜんと、半ば悲痛なオペレーターの言葉に、

「……連絡は!?」

　急せくように尋たずねる。

「掛けてます……繋つながりません」

　モニカは両りよう膝ひざに額を付けるほどに身を折いのった。

　──シオン、八や慧え……！

　胸の中で名を呼んだ。

「救出班を編成しますか？」

　オペレーターの一人が、提言してくる。有能だ。

「……動ける人員は？」

「デュードとメイズウィッチのツーマンセル、後は『裁判長シー・ジエイ』です」

　モニカは、異様に重たく感じる頭を持ち上げる。モニターのフレーム内は、巨大な門ゲートから流れ出してくる霧きりに煙けむり始めていた。

　デュードもメイズ・ウィッチも、直接戦せん闘とうには向かない魔ま人じんだ。この事態を打開する能力は持っていない。シー・ジェイは万能型だが、任務から帰ったばかりで、コンビの相方が負傷中だった。二人一組ツーマンセルで最大限の力を発揮するタイプであり、ソロでの活かつ躍やくは期待できない。

「……動かせません」

　モニカが苦しそうに言えば、

「でも長官、シオン君と八慧ちゃんが……！」

　オペレーターの一人、まだ年若い娘が、立ち上がって言った。有能だ。仕事に差し支えない情の深さを無能と呼ぶほど、黒装退魔師団ホーリーオーダーは下等な組織ではない。そんな組織にしてきたつもりもない。

　異郷はその呼び名の如ごとく『異なる郷くに』だ。凶きよう悪あくな異郷徒の群れが巣食う、広大無辺な世界。現世から遠く、支配している法則もまるで違う。時間の流れ方すらも異なるという。今、あの門ゲートに飛び込んだからと行って、シオンと八慧が落ちた場所に辿たどり着ける保障すらない。

　……助けを出すわけには行かない。ミイラ取りは、必ずミイラになるだろう。

　エージェント・ソロモンは、唯ゆい一いつ無む二にの異能者だった。失われた秘宝と秘術を継けい承しようし、古いにしえに語られし魔ま術じゆつ師したちのように、多数の悪あく魔まを従える聖王の血族。強大なイレギュラーにして秘蔵のジョーカー。極東教会からも厳重に監督すべしとの命を受けている……そんなことは、どうだって良い。シオンも八慧も同じ、モニカの部下だ。

　一人の部下も失いたくなかった。理想以外に殉じゆんじる気はない。希望以外に彼女を突つき動うごかすものはない。弱った体に鞭むち打うって、長官の椅い子すに座り続けているのは、こんな事態を避さける為ためだったというのに。

　二人は若者だった。

　まだ十七歳の、己の人生を歩み始めたばかりの若者たちだった。彼らに過か酷こくな運命を背負わせたのは誰だれなのだろう？　自分もその一いつ端たんを担ったのだろうか？　未来が失われることを防げずに、一体どうして大人などと胸を張れようか？

　心が暴れ回っていた。思考は一いつ瞬しゆんのうちに、とりとめもなく、愛あい惜せきと後こう悔かいと自責の間を行き来した。

　……醜みにくいものも美しいものも、人より多く見続けてきた。その上で、何よりも気高いと信じるものを選び続けてきた。決断は自分の仕事だ。

「──ソロモン、キーンアイ両名に関しては現状維い持じ。待機班は速やかに、樋ひ辻つじ和かず夫おの確保に向かって下さい」

「……了解しました」

　オペレーターの娘が、下した唇くちびるを噛かみ締しめながら腰を下ろす。

　モニカは背筋を伸ばして冷静さを演じながら、心臓を抉えぐり出されるほどの空くう虚きよを感じていた。信念を殺さねばならないとき、人は往々にして、肉体的な痛みすら覚えるのだ。暫しばらくそのまま、必死に内面に荒あれ狂くるう空虚と戦いながら、モニターを眺ながめていた。

　ややあって、ふと違和感を覚えた。

「──門ゲートが……消えない……？」

　思わず呟つぶやく。

　メインモニター、ヘリカメラの映像内では、『門ゲート』は消えるどころか閉じようともせずに、霧きりを吐はき出し続けている。液体のような霧が大通りを覆おおい、路地へと流れ込み、白はく濁だくの中へと建築物群を沈めていく。

　被ひ憑ひよう依い者しやが意識を失っても、『門ゲート』が残っている？　これは……

「命令を撤てつ回かいします、戻って下さい！」

　モニカが鋭するどく言い放てば、オペレーターたちが適切な連絡を入れ始めた。

　気付くのが遅れた。無事なら良いが……あの『門ゲート』を喚よび出したのが樋辻和夫でないとするのなら、近くに別の魔ま人じんが潜ひそんでいる可能性が高い。非戦闘員を向かわせるべきではない。

　シオンと八や慧え、二人のことを心配する時間すら、碌ろくに無いのだった。挫くじけそうな心を無理やりに繕つくろうのには、モニカは慣れている。

　何者の仕し業わざにせよ、二人を異郷送りにすることが目的ならば、門もん扉ぴは閉じてしまった方が良いはずだ。空間が繋つながっていれば、それはまだ縁があるということだ。未いまだに門を開いておく意味は？

　様々な可能性に思索を巡めぐらせていると、

「──も、に、か！」

　場違いに気の抜ぬけた声で名を呼ばれ、モニカはハッとして顔を上向けた。

　宙へと張り出した長官席の右みぎ隣どなりに、一人の女がいた。背せ凭もたれに左腕の肘ひじを当てるようにして寄り掛かり、右手をヒラヒラ振っている。オーガンジー・ベールこそ被かぶっていないが、細身のモデル体系を正喪服ブラツク・フオーマルで包み、覗のぞく肌はだは浅黒い。アーリア系の顔立ち。

「ミコット！　どうして？」

　モニカが目を丸くして尋たずねる。

　ミコット・タグハート。モニカの古い友人であり、予言課マクベスの主幹を構成する三魔ま人じんの一人。普ふ段だんは流離の占うらない師しとして街を放ほう浪ろうしており、本部には時々顔を出すスタンス。魔ま術じゆつ的てきな才能はモニカを上回り、モニカと共に、正カ典ノ式ンの開発者の一人に名を連ねている。

　モニカが秀才なら、ミコットは天才だった。モニカはかつて、自分の代わりに長官を務めないかと彼女に誘さそいをかけ、断られたことがある。責任ある立場は嫌いやだと。

「良くない卦けが出てたから、来てあげたのよ。詳くわしく占ってあげようと思って」

　と、頼もしくもあるが、不安にさせるようなことを言う。

「既すでに余り良い状じよう況きようではありません」

「もっと悪くなるかしら」

　ミコットは振っていた右手を横に伸ばした。掌てのひらを上にして。

「教えて『宙吊賢者シエムハザ』、正典カノン式占術『机上演算盤ウイジヤ・ボード』」

　ミコットの右手の上に、木製の板が出現した。日月星を象かたどった文様に囲まれて、ＹＥＳとＮＯ、ＡからＺのアルファベット、１から９までの数字が書かれており、脇わきにハート型の硬貨地板プランシエツトが添そえられている。ウィジャボードは、日本のこっくりさんに相当する、西洋の民間伝承的な降霊占術テーブル・ターニングだ。ミコットの場合、尋ねる相手は霊れいではなく公こう爵しやく級悪あく魔まシェムハザ、あらゆる魔術に通つう暁ぎようした堕だ天てん使しであるとされる。

　ミコットは右腕を大回しに、モニカの膝ひざ上うえへとボードを動かすと、自らも覗き込んだ。プランシェットが独ひとりでに動き始め、ハートの突とつ端たんで文字を示し始める。ぎこちなく、勿もつ体たいつけるような動きで。

「ＣＡＴ……猫……」

　モニカが読み上げる。ＣＡＴ、ＡＳ、ＴＲＯＯＰ──猫の群れ？　そして、ＨＥ──彼。プランシェットは其そ処こで止まる。主語で止まっては意味を成さない。

　暫しばらくあって、再びプランシェットは動き始め、ＣＡＴ、ＡＳ、ＴＲＯＯＰ、ＨＥ、同じ文字をなぞっていく……

　謎なぞ掛けにしては、余りに容易たやすかった。二人は同時に意味を理解した。モニカが息を呑のめば、ミコットは引ひき攣つるように口くちの端はを上げながら、独白に近い口調で、

「こういう悪い報せだけ、簡単に教えてくれるのねえ、あなた」

　宙吊賢者シエムハザへと語り掛けた瞬しゆん間かん、プランシェットは気狂いじみた動きを見せ始めた。何度も何度も、何度も何度も文字を刻む。ＣＡＴＡＳＴＲＯＰＨＥ──大災害！　ＣＡＴＡＳＴＲＯＰＨＥ──大破壊！　ＣＡＴＡＳＴＲＯＰＨＥ──滅めつ亡ぼう！　カタストロフ！　それは音無き哄こう笑しようだった。

「──長官、モニターを！」

　オペレーターの貫つらぬくような声で、二人は顔を上げた。

　モニター内では、濃のう霧むがあらゆる物体の輪りん郭かくを曖あい昧まいにしていた。夕陽が線となって浮かび上がっている。じき夜が来る。その不確かな世界の只ただ中なかに、青年は立っていた。開門によって断絶され、崩くずれ落ちたアスファルトの淵ふちに立っていた。天使から受うけ継ついだような美び貌ぼうと、悪あく魔まから受け継いだような笑みを併せ持つ青年が。

　カメラ目線で、嗤わらう。







　その部屋は光に満ちていた。夏の日の爽さわやかな朝焼けのような、穏おだやかな春の日の夕暮れのような、黄金の光に。

　リビングのテーブルに置かれたケーキを囲む三人。幼い少年とその両親。ケーキには何本か蝋ろう燭そくが立っていて、七色の光の輪を描き出している。覗のぞき込む少年の瞳ひとみはそれを映して煌きらめき、父親も母親も笑顔だった。少年の誕生日。

　両親の表情は、少年と同じく輝かがやいていた。この世にこれほど純じゆん粋すいな想いはないだろうというほどの優しさを、その相そう貌ぼうに宿らせていた。心の底から少年の誕生を喜び、少年の未来の幸せを祈いのっていたのだろう。

『おめでとう、シオン！』

『君の未来が、幸せなものでありますように！』

　母親と父親が口々に言って、手て拍びよう子しで歌い始める。ハッピーバースデイ、トゥーユー！

　歌声を耳に、蝋燭を見み詰つめる少年。その表情から、段々と笑顔が抜け落ちていく。この歌が終わったら、蝋燭を吹き消さなきゃいけない。蝋燭を吹き消したら……

『──ま、待って、お父さん、お母さん！』

　少年が言えば、両親は不思議そうに歌を止めた。

『どうしたの？』

　母親にそう問われても、どう答えれば良いのか分からない。

『分からないけど……怖こわいんだ、蝋燭を吹き消すのが。暗くなるのが……何かが終わっちゃう気がして……』

　少年の口調は大人びていた。年に不相応な怯おびえと憂うれいを含んでいた。自分では、その異質には気付かなかったが。

　両親は顔を見合わせると、再び優しい笑みを浮かべて、少年を見た。

『……シオン、それでも人間は、過去には留まれないんだよ。明日に向かって、歩くしかないんだよ』

　父親が言うのに、

『やだよ……やだ、ずっと此こ処こに居たいよ……』

　少年の頬ほおを一筋、涙が伝った。母親がそれを拭ぬぐってくれる。父親が優しく微ほほ笑えんだまま続けた。

『さあ、蝋ろう燭そくを消すんだ、シオン。君がどんな未来に居ても……僕たちはそれを祝福する』




　かつての少年は思う。

　二人は、今の自分を見ても、そう言ってくれるだろうか、と……




　そしてシオンは、薄っすらと目を開いた。後頭部にゴツゴツとした感かん触しよくがある。散らばった記き憶おくと意識をぼんやりとかき集めながら、心臓の鼓こ動どうを聞く。

　──俺おれは……生きているのか……八や慧え……そうだ、八慧は!?

　気絶する前に見た風景の中、八慧の姿を思い出せば、意識は急速に覚かく醒せいした。

　上半身を起こし、辺あたりを見渡す。蜂はち蜜みつのように濃厚な霧きりに包まれており、ろくに風景すら見えない。かといって、暗くもない。光源の不確かな光が、ぼんやりと周囲を満たしている。まるで霧自体が微び光こうを帯びているかのようだ。

　現世と異郷の狭はざ間まにたゆたう霧は、世界と世界の交わるところを曖あい昧まいにして保っているとも、互いの世界を構成する要素が砕くだけた欠片かけらであるとも言われる。此処は異郷なのだろうが、この霧がある内は、まだそれほど現世から離れてはいないということだ。言い伝えによれば、だが。

　シオンが寝ていたのは、骸がい骨こつビルの基底部だった。落下したときに割れたのだろう、コンクリートの土台は派手に砕けて瓦が礫れきになっている。

　頭上、くの字に折れ曲がった鉄骨群のシルエットが、落下時の衝しよう撃げきの凄すさまじさを物語っていた。全面を覆おおっていた青いネットは殆ほとんど剥はがれてしまっており、最も早はや建築途と中ちゆうと言うよりは、崩ほう落らく途中と言った体ていだ。

「八慧！　無事か!?」

　必死に呼び掛けると、頭上から、

「おーい、こっちこっち！」

　見上げれば、三階ほど上の鉄骨に腰を下ろしている小さな影かげを確認できて、シオンは安あん堵どの息を吐いた。立ち上がって床ゆかを蹴ける。鉄骨を手掛かり足掛かりに、軽やかに虚こ空くうを渡り、八慧の左隣に着地した。

　高いところに居たのは、斥せつ候こう兵へいさながら、銃じゆうのスコープで周囲を哨しよう戒かいしていたのだろう。異郷徒どもにとって人間は格好の獲え物ものだ。いつ襲おそってくるか分からない。

　八慧は口を尖とがらせて見上げてきた。

「二人分の落下制御、キツかったんだからねー？」

　それほど怒っている口調ではない。

「手間掛けたな」

「ま、敵を助けて自分が死にかけるって、あんたらしいわよ……ほい、あんたの！」

　と、刀を投げ渡してくる。左手で受け止めると、応じるように鍔つばが涼しげに鳴った。くるりと回して、柄つか頭がしらを前に、腰こし脇わきに下げ持つ。

「状じよう況きようは？」

　シオンが尋たずねると、八や慧えは肩を竦すくめた。

「さっぱり。ざっと見回ってみたけど、なあんにもないの。変な赤い地面が続いてるだけ……あんまり遠くまでは行ってないけどね」

「そうか……」

　黒装退魔師ホーリーオーダーの中でも突とつ飛ぴな経歴を持つシオンだが、流石さすがに異郷落ちは初めてだ。

「もう少し上から見てみる？」

「そうするか」

　二人、鉄骨をジグザグに蹴けって上っていく。折れ曲がった箇か所しよ、十階ほどの高さまで来たところで足を止め、改めてこの謎なぞ多き世界を遠望せんとした。

　鉄骨ビルから数軒先までは、かろうじて地面の影かげが見えるが、それ以上先は霧きりの中へと沈んで視界は通らない。地平線など見えよう筈はずもない。霧の切れ間から見える大地は八慧が言ったように赤黒く、臓器の内ない壁へきのような不気味な質感をしていた。

「……本当に何も見えねえな」

「この霧、全然見通せないんだよねえ」

　八慧は溜ため息いきを吐ついてから、ニッと笑った。

「でも、あんたが早めに起きてくれて良かったわ。これで少しは動けるしね」

「いや……下へ手たに動かねえ方が良いかもな。異郷徒に見つかったらやべえ」

　異郷で異郷徒と戦うことは、海中で鮫さめと戦うに等しいと言われる。

「こんなモンが落ちたんだから、もう気付かれてんじゃない？」

　八慧は左手の親指で背後を指し、ビルを示す。

「ま、そうかもだけどな……」

　シオンは頭上を見上げた。やはり霧のせいで何も見えないが、落ちて来たというのなら、あっちに現世があるのだろう。

「俺おれの魔ま力りよくが回復すりゃ、移動術で戻れるかも知れん」

　八慧は怪け訝げんそうな顔。

「それって、すごい時間かかるんじゃないの？」

「普ふ通つうにしてりゃ、三日ぐらいか」

「なっがー！　それまであんたと二人っきりかあ……ま、良いけどさ」

　シオンは目を細めて八や慧えを見下ろすと、少しの間を置いてから、口を開いた。

「……付き合わせて、御ご免めんな」

　言っておきたかった。

　八慧はじーっとシオンの顔を見上げて、

「あんた、別に謝らなきゃいけないことしてなくない？」

　シオンは視線を逸そらすと、霧きり深い遠くを眺ながめた。

「お前を助けないことを、俺おれは選んだ」

　他の誰だれも辿たどり着けないような、こんな場所まで、二人きりで付き合わせた。八慧を助けないことを選んだのだ。

「……それって、信用してくれたからでしょ？」

「まあ、良い言い方をするならな」

　八慧はヤレヤレと肩を竦すくめた。

「正しいことをしたときは、胸を張りなってーの。私は、あんたに付き合うのが嫌いやなんじゃない。あんたが自分を犠ぎ牲せいにするのを見るのが嫌なの。独ひとりで戦おうとするのが腹立つの。謝って欲しくなんてないよ」

「……分かった」

　八慧はシオンへと、朗ほがらかな笑顔を見せる。

「あんたの我わが侭ままに付き合うのなんて、こっちは慣れっこ！」

　その笑顔が、シオンの思い出の中に残る、幼い笑顔と重なった。自分が以前、家出したときのこと。




　引き取られてすぐの頃ころ、今日から此こ処こがお前の家だと言われても、実感などあろう筈はずもなく、シオンはイタリアに戻ろうとしたのだ。当然帰り着けるわけがない。右も左も分からない異国の地だ。秋の肌はだ寒さむい夜だった。

　そのうち雨が降ってきた。何ど処こだったか、丁度こんなビルの建設現場に潜もぐり込み、物もの陰かげでビニールシートを被かぶり、雨宿りをしていると、

『みーつけた！』

　八慧がやって来たのだ。当時、八慧は既すでに邪眼公サリエルの力を宿していたので、かくれんぼの鬼おには大得意だった。

　連れ戻されると思ったが、八慧はそのままビニールシートの中に入ると、シオンの隣となりにそっと腰を下ろし、

『あんたが帰るまで、わたしも帰らなーい』

　そう言って、吐はく息白く微ほほ笑えんだ。雨の気配に凍こごえる大気、心細さと空腹を、シオンと分かち合うように。




　あのときから、八や慧えは全然変わらない。

　シオンは気付いている。分からない筈はずがない。明るく振ふる舞まっていても、八慧の表情の端はし々ばしに、怯おびえの影かげが過よぎるのに。極東教会のシスターとして育った八慧が、異郷の恐おそろしさについて、聞かされていない筈がないのだ。

　シオンは徐おもむろに腰を下ろすと、右腕を伸ばして、八慧の頭を抱だき寄せた。

「うにゃ!?　やッ、ちょっとなに!?」

　両足をじたばたさせて暴れる八慧の頭を、乱暴に撫なでる。

「こないだやられた、お返しだ」

「い、良いってば、私別に迷子の顔してないでしょー!?」

「暴れんなって」

　後こう悔かいして謝るより先に、やるべきことがある。足あ掻がくことだ──こんなこと言ったら、また怒おこられるか？　でもこれは、言っておく。俺おれへの宣せん誓せいでもあるから。

「……お前は、俺が守るから」

　シオンが言うと、八慧は意外にも抵てい抗こうを止めた。身を硬かたくして俯うつむき、声にならない呻うめきを上げながら、撫でられるに任せている。珍しい態度だ、と思いながら、そのまま何度か撫でてから開放する。

　八慧は慌あわてて、ズザッと弾はじかれたように身を離した。

「うー……しょ、勝負だから、ね!?」

　乱れた髪の毛を慌てて直す様は、子猫が毛づくろいをしているような風ふ情ぜいだ。シオンをチラチラと見ながら、上気した頬ほおで言った。

「負けねえよ？」

　シオンは笑って返すと、再び霧きり向こうへと視線を向けた。

　さて……ただ回復を待つのも芸がない。時間は目一杯あるのだし、今のうちに現世に戻ったときの為ため、敵の正体を推察しておくべきだろう──精々足掻かせて貰もらう。

「……樋ひ辻つじのヤツ、妙みようなこと言ってたな」

「うン？」

　八慧が顔を上げた。

「俺が花はな吹雪ふぶきを殺すとか、なんとか」

「あー……悪あく魔まに吹き込まれたんじゃない？　奴やつらの常じよう套とう手段だし」

「だろうな……」

　契約下にない悪魔は、平気で嘘うそを吐つくものだ──それで、俺が花吹雪を殺す、と言われたとして、あれほど必死になるのは……

「……あいつ、花吹雪のことが好きなのか？」

　勘かん働きで得た発想を呟つぶやく。

「んー、そうかも？　咲さく夜やモテるしね」

　あの樋ひ辻つじの必死さを見るに、そう考えた方がしっくりくる。想いを寄せる相手の命が危ないと言われれば、あんな事件を起こすことも、あり得る気はする。恋だの愛だのには疎うといシオンだが、大切なものを守りたいと思う気持ちは、良く分かる。

　それなら、どうして牛うし込ごめを襲おそった？　悪あく魔まの力で苛いじめっ子を倒す、その行為自体に不思議はない。動機もある。でも、何だかチグハグな感じがする。自分が樋辻の立場なら、例えば八や慧えの身に危険が迫ってると信じたとき、苛めっ子に報復している余よ裕ゆうがあるだろうか──樋辻は、どんな渇かつ望ぼうに付け込まれたんだ？　あいつが抱いだいた、悪魔を呼び寄せるほどの強い願いは、なんだったんだ……

　──シオンの思考の指先が、何かに引っ掛かろうとしたとき、激しい音を立てて、ビルが揺れた！　全体が揺れたというよりは、何かがビルにぶつかった感覚。

　二人はすぐさま立ち上がり、臨戦態勢を取った。霧きりに沈む眼下を見下ろす。

「……来ちゃったかな？」

「多分な」

　八慧の呟きに、シオンは低く返す。

　鉄を乱暴に打つ無数の響ひびきが、霧に煙けむる下方から急速度で迫って来る──と思えば、すぐにその正体、おぞましい姿が、霧を引ひき裂さき現れた！

「う、う……うわあっ、きもォッ!!」

　八慧が皮ひ膚ふを粟あわ立だたせながら叫ぶ。

　甲こう殻かくに覆おおわれた多脚を蠢うごめかせ、鉄骨に巻き付いて這はい上がって来るそれら。牛の胴どう回まわりほども太さのある、節くれ立った体をくねらせる、それら──数え切れないほどの、巨大な百足ムカデの群れ。外皮は艶つややかに白く、目は鮮あざやかに赤い。その身の後ろ半分は未いまだ霧の中に沈み、全長は想像も付かない。

「『狭はざ間ま棲ずまい』だな」

　シオンは八慧へと返す。

　異郷と現世の狭間に棲せい息そくする、異郷徒の中でも、知性を持たぬ下等な存在。巨大な存在は、その巨大さゆえに、おいそれと異郷の深しん奥おうから出ては来られないのだ。あれらは先さき触ぶれ。先兵だ。

「こっち来んな、このおっ！」

　八慧が銃じゆう口こうを下に向け、連射を開始した。マズルフラッシュが霧に滲にじむ。ややヒステリックな挙動だが狙ねらいは正確無比で、一発一発ムカデの頭を撃うち抜ぬいていく。

　最初の銃声と共に、シオンも動いていた。鉄骨の上を跳とび渡り、最前の一匹へと到達、横をすり抜けざまに抜き打ちの一刀、

「燃えろ──『不ふ帰き灰かい燼じん』ッ！」

　螺ら旋せん炎えんを纏まとった刃を電光さながら閃ひらめかせ、頭部を上下二ふた股またに切り分けつつ半回転、更さらに一匹の首を斜ななめに切り落としながらもう半回転、合わせて一回転──刻んだ二条の剣けん閃せんが、赤熱を宿して一気に燃え上がり、ムカデを灰に変える。

　爆ばく炎えんに照らされながら、残心の構え。鍔つばが涼すずしげな音を立て、外がい套とうの裾すそが翻ひるがえる──何だ？　妙みように魔ま力りよくの消費が少ない……そうか、異郷だからか！　異郷の力を振るうに、異郷ほど相応ふさわしい場所はないのだ。これなら、いけるか？

　一いつ閃せん、一閃、また一閃、シオンは右に左に爆ばく熱ねつの刀を振るう。紅ぐ蓮れんの華はなが咲き乱れる。一匹の頭を射い抜ぬいた八や慧えの弾丸が、宙を翻って舞い戻り、もう一匹の頭部を弾はじけさせる。刀を受け、或あるいは銃じゆう弾だんを受けたムカデは痙けい攣れんし、虚こ空くうに身をしならせながら落ちていく……が、

「クッ、どんだけ居やがんだ……！」

　後から後から攻めてくる。霧きりから沸わいて出るように。無数の赤い目が二人を映して輝かがやく。粘ねん液えきを滴したたらせる大きな牙が擦り合わされれば、ぎちぎちと軋きしむような音を立てる。

　背筋に冷たいものを感じ、シオンは咄とつ嗟さに後ろに跳とんだ。一いつ瞬しゆん前まで立っていた足場に、ムカデの牙きばが噛かみ付いたかと思えば、鉄骨がひしゃげ──いや、砕くだけ散った！　奇異な現象。建材の鉄は粘ねばりを持っており、通常は力を加えても、あんな風に脆もろく砕けたりはしない。

　ムカデの頭部は次々に襲おそい来る。シオンは徐じよ々じよに後退しながら、刀を閃かせ迎げい撃げき。ポーチから取り出した弾だん倉そうを素早く交換した八慧が、シオンに左右から迫るムカデの頭を撃うち抜ぬく。

　ムカデの牙が掠かすめ、鉄骨がまた砕け散った。砕けた部分を見れば、白く変色している。同じように牙を掠めた青いネットが、硬こう質しつな音を立てて砕け散るのを間近で見たシオンは、この現象の正体に思い至った。

「石化毒だ！」

　触ふれただけであらゆる物質を石に換える、異郷の毒物。掠っただけでも危ない。八慧に知らせる為ために声を上げながら、シオンはじりじりと後退を続ける。一歩ごとに刀を振るい、次々に殺さつ到とうしてくるムカデを、轟ごう々ごうと焼き払いながら。

　やがて二人は、やや傾けい斜しやしたビルの屋上へと追い詰められた。背中合わせになり、四方から這はい寄るムカデを見下ろす。

「──ちょっとお、数多すぎでしょこれ！」

　八慧の言葉に諦てい念ねんの響ひびきはないが、愚ぐ痴ちを言うこと自体珍しい。休まず撃ち続けた砲ほう身しんは熱を帯びている。

「サポートしてくれ、俺おれが切り込む……」

　背中へと声を投げながら、シオンは思考する。

　時間があるときは、シオンも八や尋ひろのように、本部所蔵の文ぶん献けんを読んでいる。石化毒を持つ虫型の存在には、心当たりがあった。名を『石切蟲シヤミール』といい、それほど高等ではないがルーツはかなり古く、上位悪あく魔まの使い魔になっていることが多い。

　蟲むしどもは二人を包囲し、一定の距離を置いて停止すると、おもむろに鎌かま首くびを擡もたげた。その挙動を見て、シオンの背筋に危機感が冷たく奔はしった。

「獅子頭衛兵長サブナツク！　『城壁結界フオートレス』！」

　咄とつ嗟さに左手を掲かかげて叫ぶ。無数の岩がん塊かいが組み上がる音を立てながら、光線で描かれた防ぼう壁へきが、二人の周囲にぐるりと形成される。

　直後、最前列の蟲が、一いつ斉せいに口から毒液を噴出させ始めた。四方八方から降り注ぐ毒液を受ければ、結界は外側からどんどん白はく濁だくし、薄片と化して砕くだけ散っていく──まずいぞ、これは。消しよう耗もう戦せんに追い込まれた。俺おれの魔力が尽きた瞬しゆん間かん、石像が二つ出来上がる。

　毒液の驟しゆう雨うは途と切ぎれない。シオンの心を焦しよう燥そうが覆おおい尽くさんとした瞬間、霧きりを裂さいて飛来した爆炎の流星が、周囲に乱雑に降り注いだ！

　巻き起こる連続爆ばく発はつに、石と化した鉄骨が砕け散る。熱波が蟲の群れを薙なぎ払はらい、同時にシオンと八や慧えを守る防壁も破壊される。吹き荒れる、広域無差別な暴力の嵐あらし。

　足元の鉄骨が崩くずれ落ちたが、シオンと八慧は咄嗟に左右に飛び退き、落下を免まぬかれていた。

「こ、これって……!?」

　呆ぼう然ぜんと呟つぶやいた八慧の背後に、ゆらりと石切蟲シヤミールの首が伸び上がるのを、シオンは見た。

「八慧、後ろだ!!」

　シオンが慌あわてて注意を叫んだとき、今にも八慧に襲おそい掛からんとたわんだ鎌首へと、斜ななめ下方から一文字の剣けん閃せんが奔った。頭部を失った胴どう体たいが、力なく落下していく。

　石切蟲シヤミールの首を切り飛ばした物体、霧を裂いて飛来した、竜りゆうの下か顎がくにも似た凶きよう悪あくな形状の大剣は、一いつ旦たんそのままの軌き道どうで空中へと舞い上がり、弧こを描いて落ちてくると、八慧の間近の鉄骨に斜めに食い込んで止まった。

　剣に遅れること一秒、ビルの下から一気に跳ちよう躍やくしてきた人ひと影かげが、破壊の残り火が照らす屋上へと姿を見せた。驚きよう愕がくに目を見開くシオンと八慧を睥へい睨げいしながら一声。

「──奇き遇ぐうだな」

「あ、天あま津つ架かヶが世せ！」

「なんであんたが居んの!?」

　シオンと八慧が口々に言うのに、架ヶ世は大剣の柄つかを握にぎって乱暴に抜ぬき払い、肩へと担ぎながら返す。

「知った魔力の匂においを追って来たら、あの槍やり使つかいを見つけた。襲い掛かったらデカい門に落とされた」

　淡々と答える態度にはまだ余裕があったが、架ヶ世は傷だらけだった。パーカーもジーンズも破れ、血が滲にじんでいる。満まん身しん創そう痍いとまではいかないが、吐はく息にも疲労の色が濃い。

　シオンは跳躍し、八慧の隣となりに移動した。それとなく庇かばえる位置に。

「……リュウが上に居たのか？」

「名前は知らんが、一昨日おとといの奴やつだ。まだ外に居るようだな。匂においがする」

　樋ひ辻つじがあの状態で、架かヶが世せと戦えたとは思えない。リュウは別の誰だれかだったのだ。

「……その傷、リュウにやられたの？」

　尋たずねる八や慧えへと移ったとき、架ヶ世の鋭すぎる目が少し和らぐのを、シオンは見た。

「いや、異郷徒どもとやり合った。お前たちの魔ま力りよくの匂いがしたから、向かって来たんだ。周囲は完全に囲まれている」

　架ヶ世は霧きりの向こうを睨にらみ付けながら語る。ビルの下方で、節足が鉄を引ひっ掻かく音が、再び鳴り始めていた。赤い目が幾いくつも、霧の向こうに浮かび上がる。ぎちぎちぎち、ぎちぎちぎち、耳みみ障ざわりな音が、再び霧を擦り始める。鼓こ膜まくをしゃぶるような音が。

　そして──無数の輝かがやきが、ビルの周囲を取り囲む霧の向こう、一いつ斉せいに燃え上がり、地平線を描き出した。ビルに取り付く蟲むしどものおぞましい肉体のうねりを、赤い光が照らす。閉へい塞そく感かんのあった霧の世界は厚みを持ち、一気に広大無辺な空間と化した。

「あれは……！」

　架ヶ世の視線の先を追った八慧が息を呑のむ。シオンも同じく、硬かたい表情で応じる。

「……いよいよ、か」







　見渡す限り、地と空を埋うめ尽つくす軍勢。

　無毛の頭に角を持ち、相そう貌ぼうに邪じや知ちの笑みを湛たたえた、赤い皮ひ膚ふの人型。穂ほ先さきから炎を噴ふき上げる鋼鉄の槍やりを携たずさえた、悪あく魔まと呼こ称しようするに相応ふさわしき姿の者たち。

　半数は皮ひ膜まくの翼つばさで縦じゆう横おう無む尽じんに空を飛び交い、半数は隊列を組んで行軍し、最も早はやビルと呼んで良いものか躊躇ためらわれる状態となったこの鉄骨ビルへと向かって来る。雄お叫たけびを轟とどろかせながら、高らかに嗤わらいながら、翼を打ち鳴らしながら、足を踏み鳴らしながら、津波のように押し寄せて来る。

　百匹に一匹ほどの割合で、個性の強い個体がいるのが見て取れる。周囲の者たちより一回り以上大きかったり、逆に小さかったり、枯れ枝のように細かったり、腕が数本あったりする。衣服を羽織り、甲かつ冑ちゆうを身に着けていたりする。共通なのは炎を模した意い匠しようの仮面をつけていることだ。あれらが隊長格なのだろう。

　そして、彼らの進軍に従うように、異郷もその姿を現し始めていた。濃かった霧が薄まり、ぼんやりと風景が浮かび上がってくる。

　赤く爛ただれた肉の大地に、脈打つ血管さながらに溶よう岩がんの河が流れ、間欠泉のような炎が、あちこちから噴き上がる。生なま臭ぐさく灼しやく熱ねつした大気が押し寄せ、皮膚をちりちりと炙あぶる。息を吸うだけで肺が腐くさりそうだ。魔力の加護がなければ、呼吸すら覚おぼ束つかないだろう。

　天を貫つらぬくほどに高い鋼鉄の塔とうが、無数に聳そびえている。遠く霞かすむ先せん端たんを見上げれば、鋭えい利りな穂ほ先さきが見て取れた。あれらは『塔』ではない──巨大な『槍やり』なのだ。

　槍と炎に満ちた世界。爵しやく位いを持つ異郷徒は、それぞれに支配する領域を持つという。此こ処こが恐おそらく、リュウやカズオの背後に居る悪あく魔まが治める『領土』なのだろう。

　障りの風を浴びながら、三人はそれらの様子を眺ながめていた。赤い大地に突つき刺ささり折れ曲がり、下半分を白い蟲むしに群がられた、骸がい骨こつビルの屋上から。

「まるで地じ獄ごくだな」

　そう呟つぶやく架かヶが世せを、シオンは横目に睨にらみ付けた。

「どういうつもりだ？　一いつ緒しよに戦おうってのか？」

　シオンの眼光を受け止め、架ヶ世は返す。

「悔くやしいがその通りだ。俺おれ一人ではどうしようもない」

「……昨日、八や慧えを襲おそったらしいな？」

「ん？　ああ……」

　架ヶ世は一いつ瞬しゆん眉まゆ根ねを寄せ、八慧を顎あごで示し唆さした。

「その女が邪じや魔ましたからだ」

　シオンは胸の内、わだかまるものを迸ほとばしらせるように、荒あらく息を吐はいた。当の八慧自身は、今いま更さら何言ってんの？　といった様子、怪け訝げんそうな表情でシオンを見上げてくる。その視線を横顔に受けながら、シオンは静かに言う。

「……二度とやるな。次は許さねえぞ」

　架ヶ世は目を細め、

「約束はできん。敵に回る可能性がある内はな」

　数瞬睨み合った後、やはり折れたのは架ヶ世だった。しかし今度は、目を逸そらしたのではなく、ふとした笑みを浮かべたのだ。

「……だが、お前の守るべきものを傷つけたことは、謝っておく」

　それから八慧を一いち瞥べつし、

「すまなかったな」

「え、あいや、私は別に気にしてないんだけど……」

　八慧は片手をパタパタ振ると、シオンに伺うかがうように視線を向けた。

　シオンは溜ため息いきを一つ。

「分かった。共きよう闘とうしよう」

　それから再び架ヶ世を見み詰つめ、

「あと俺も、さっき助けてくれたことには、礼を言っとく」

　架ヶ世は鼻を鳴らして笑った。

「借りを返しただけだ」

　蟲むしどもが、再び屋上へと到達する。その白いうねりを目前に捉とらえるように向き直ると、両手をゆっくり、左右へと広げた。心の内に呼び掛ける。

「さあ、不ア倶リ戴オ天ク！　俺おれに力を寄よ越こせ!!」

　架かヶが世せの全身から、荒あら々あらしい熱と陽炎かげろうが立ち昇ったかと思えば、

「廻まわれ──『光凬圏ヘリオスフイア』！」

　突とつ如じよ虚こ空くうに、眩まばゆいばかりの火球が生まれ出た。全部で九つ。それらは架ヶ世を中心とし、シオンと八や慧えをも内側に据すえて、周囲を回り始める。惑わく星せいの公転のように。

　ほぼ同時に、蟲どもが再び屋上へと到達する。

　最外周の一発に一匹が触ふれれば、周囲を巻き込みながら爆ばく発はつ四散した。最前列の一角が崩くずれるも蟲どもは止まらずに、次の一発に触れて、同じように爆裂。立て続けに爆発が巻き起こる。砕くだけ散った蟲を踏み越えて、第二陣が突つっ込こんで来るが、爆ばく風ふうに吹き飛ばされていく。寄せ付けない。

「ひゅー、派手ねー」

　八慧は揶や揄ゆするように口笛を一つ、銃じゆう身しんを持ち上げてスコープを覗のぞき込み、ビルの間近に迫る悪夢の一団を見下ろした。

「……ねえシオン、無事帰れたらさ、何かしたいこととか、ある？」

　普ふ段だんよりトーンが低めな八慧の声。

「学校に行きてえな」

　シオンが答えると、八慧はスコープから顔を上げ、眉まゆ根ねを寄せて見上げて来た。

「学校？」

「ああ」

「欲が無いねえ……私、ケーキ食べたい！」

「そっちだって安上がりじゃねえか……良いよ、奢おごってやるよ」

　シオンが言えば、八慧は両目を輝かがやかせて食いついた。

「え、まじ!?」

「おう」

「よおーし、がんばる！」

　架ヶ世の炎球、最後の一つが炸さく裂れつしようとしていた。八慧は再びスコープを覗き込みながら、ゆっくりとトリガーを引ひき絞しぼっていく。シオンは抜ぬき身みの刀を掲かかげ、呼気を放ちながら構えた。

　爛ただれた大気を震ふるわせる進軍の音色はどんどん大きくなり、やがて宙を舞う異郷徒の第一陣が、怒ど涛とうの如ごとく攻せめ寄せた。

　……そして、戦いが始まった。絶望的な生存戦が。




　──架ヶ世は内心、戸と惑まどっていた。

「クァァアッ、『十字星剣グランドクロス』ッ！」

　振るう一いつ閃せんで、まとめて空中の異郷徒二匹を薙なぎ払はらう。斬きられた異郷徒が爆ばく炎えんに包まれて落ちていく脇わきから、別の一匹が槍やりを投げつけてくるのを、返す刀で弾はじく。

　思うように力が出ない。理由は分かっていた。不ア倶リ戴オ天クは厳正だ。架かヶが世せの心に、燃え立つ憎ぞう悪おが足りないのだ。リュウと戦っている最中もそうだった。

　架ヶ世は先程、一つだけ嘘うそを吐ついた。

　魔ま力りよくの匂においを追って来て、リュウを見つけたのは本当だ。襲おそい掛かかったのもだ。しかし、架ヶ世はリュウに異郷に落とされたわけではない。戦いの最中、自分から『門ゲート』に飛び込んだのだ。シオンと八や慧えが落ちて行くところは、駆かけ付ける途と中ちゆうに見ていた。

　──何な故ぜ、俺おれは……あんなことを？

　シオンへの借りを返す為ため？　いや、それだけではない。

　架ヶ世は、背後を一いち瞥べつした。其そ処こには、銃じゆう身しんを槍のように取り回しながら、周囲を銃じゆう撃げきしている八慧の姿がある。

　一年前の冬。突とつ如じよ襲った爆炎の中に蒸発した、家族団だん欒らんの風景。気弱な父が居て、温厚な母が居て……勝気な妹が居た──ふざけるな！　取り戻せるとでも、思っていたのか？　あれは妹ではない！　妹はもう居ない！

　架ヶ世に生まれた一いつ瞬しゆんの隙すきに、四本の腕を持つ炎面の一匹が飛来し、肉にく薄はくしている。四本腕とはいってもバランスはいびつで、右腕が三本に左腕が一本。架ヶ世が振るった剣を右一本の槍で軽々受け止め、火花を散らせる。そのまま架ヶ世の腹へと、別の一本を突つき出だす。

「ぐうっ！」

　咄とつ嗟さに身を捻ひねる架ヶ世の腹部が、横一文字に裂さかれる。燃えた穂ほ先さきは服を焦こがし、皮ひ膚ふと肉を抉えぐる。

　──思い出せ……あの憎悪を。抉られ溶けて砕くだけて歪ゆがんだ爆心地で、絶叫しながら見た、灼しやく熱ねつのシルエットを。俺はヤツを地じ獄ごくに送るまでは死ねない。思い出すんだ！

「踊れ──『七星剣セプテントリオン』ッ！」
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　想い出の中に燃え盛る灼熱地獄より、炎を喚よびながら叫んだ。

　架ヶ世の周囲に、炎そのものを象かたどったような、凶きよう悪あくなフォルムの長剣が七本生み出され、独ひとりでに閃ひらめいて四本腕へと襲い掛かった。四方八方に繰り出される四本の槍とぶつかり合う。火花散る攻こう防ぼう。




　──八慧は内心、張り切っていた。

　恐きよう怖ふは当然ある。死ぬのは怖こわい。魔ま人じんとして覚かく醒せいしたときから、覚かく悟ごは何度も上うわ塗ぬりしてきた。それでもやはり怖い。

「正典カノン式狙そ撃げき術じゆつ、『一発必中インフエリブル・バレツト』！」

　宣言と共に撃うち放はなつ弾だん丸がんが、一匹の胸を貫き、二匹目の翼つばさを撃ち抜き、三匹目の眉み間けんに食い込んで止まる。致ち命めい傷しようを受けた異郷徒どもは血も出さず、薄霧の眼下へと落下していく。これで弾たま切ぎれだ。

　恐きよう怖ふを上回り、八や慧えの心を奮ふるい立たせるもの。ケーキをおごって貰もらう約束？　それだけではない。八慧はシオンを一いち瞥べつする。一刀構えた静かな佇たたずまいから、雷らい光こうの如ごとく剣けん閃せんを繰り出し、迫り来る異郷徒を切り払っている姿を。

　──シオン。パパが連れて来た無表情なガキ。昔は弱かったくせに。背も低かったし。でもどんどん強くなって、背だって高くなっちゃって、生意気だし……悔くやしい。

　悔しい、と、そう思う程に、八慧はシオンを認めている。認めているからこそ、シオンが今日自分を相棒と呼んだとき、胸が高鳴るほどに嬉うれしかったのだ。

　──だから、私の強さを見せてやるんだ！

　これほどの数が相手では、邪じや眼がんは意味がない。銃じゆう撃げきに徹てつする。

　八慧は長銃を投げ捨てると、突き出される槍やりを避けざまに外がい套とうを払い、両手を腰の後ろへと回して引き抜いた。双そう手しゆに輝かがやく二丁のリボルバー。ロッシ社モデル９８６サイクロプス。剣のような平たい銃じゆう身しんを持つコンバット・マグナム。銃身も銃じゆう把はも艶つややかに黒く、銀の十じゆう字じ架かと聖句が刻印されている教会仕様。

「はああッ、正典カノン式銃じゆう撃げき術じゆつ、『一人弾幕ワン・マン・バラージ』ッ！」

　弾だん丸がんの円えん舞ぶが幕を開ける。戦場を軽やかに舞いながら、両手の銃じゆう口こうを吼ほえさせる。閃せん光こうと硝しよう煙えんが霧きりに混じる。交差して左右、脇わきを通して後方、平行に前方、吐き出される弾丸は、一発とて違たがわずに敵勢を射い抜ぬいていく。

　右手の一丁が先に弾たま切ぎれになる。八や慧えは左手の銃じゆう把はを親指と中指だけで支え、残る薬指と小指だけでポーチからクイックローダーを取り出すと、一いち瞥べつすらしないままリロードを終わらせた。酸素が切れたから息を吸いました、というレベルのスムーズさで。

　瞬しゆん間かん、八慧は視界の隅すみに、霧を裂さいて飛来する一匹の炎面を捉とらえた。周囲の異郷徒より一回り小さいが、異常なまでの機動力。八慧が打ち放った二発の弾丸をジグザグに回かい避ひしながら迫り、炎の槍やりを繰り出しながら八慧の横を通り過ぎる。

「……くっ！」

　切り裂かれた肩から、鮮せん血けつと白はく煙えんを靡なびかせながら、八慧はターンし、炎面の後姿へ照準を向ける──なにあいつ、速い！




　──シオンは内心、怯おびえていた。

「外ゲ典ー七テ十イ二ア式刀撃術、『不ふ帰き灰かい燼じん』！」

　刃の描く赤き太た刀ち筋すじが、襲い来る石切蟲シヤミール一匹を切り裂き灰と化す。甲かん高だかい声を上げて急降下してくる異郷徒一匹と、紙一重ですれ違いざまに一いつ閃せん。再び天へと舞い上がったそいつは、音も無く真っ二つになる。

　シオンの心底に広がる凪なぎの海を波立たせるものは、死の恐きよう怖ふではない。失う恐怖に他ならない。八慧を、家族を、再び失うこと。それが、耐たえ難いほどの焦しよう燥そうを生む。

　獅し子し奮ふん迅じんの戦いを続ける架かヶが世せも八慧も、休みなく襲いくる攻撃に疲ひ弊へいし、傷ついてきている。異郷徒どもの、笑い声とも怒ど号ごうともつかない響ひびきが、周囲に満ちている。会話しているのだろうか、異郷の言語は分からないが、死を恐おそれる様子はまるでない。

　異郷徒どもの狂気的な侵しん攻こう、中でも炎面が脅きよう威いだった。シオンの前にも、枯れ木のように背が高く、手足も長い一匹が降り立ち、異常に長い槍を繰り出してくる。間合いが深すぎて、おいそれと踏み込めない。空間転移ができれば良かったが、魔ま力りよくも残り少ない。

　三人の、荒い呼吸が重なる。

　四本腕の槍に打ち払われた架ヶ世の七本剣が、炎へと還かえり消しよう滅めつする。縦じゆう横おう無む尽じんに襲おそい来る小型炎面の一いち撃げきが、八慧の背を抉えぐる。減らない。敵の数が減らない……

「ハァ、ハァッ……不ふ帰き……灰かい燼じんッ！」

　何度振るっただろうか？　草薙クサナギの刃に燃え立つ炎も、既すでに明めい滅めつしている。四方八方から繰り出される槍を打ち払う。八慧の元に向かいたいが、掲かかげられた無数の槍やり衾ぶすまに隔へだてられている。絶望がじわじわと心に染み出す。

　そして──その時は訪れる。

　八や慧えがげほっと大きな咳せきを一つして、よろめいた。灼しやく熱ねつの大気が、じわじわと呼吸を蝕むしばんでいたのだ。シオンには天焦火翼フエニクスによる、架かヶが世せには不ア倶リ戴オ天クによる耐熱加護があるが、八慧にはない。

「八慧!!」

　シオンが叫ぶ間に、前のめりに倒れ込みながら八慧は、足元の鉄骨へと左右の銃じゆう弾だんを撃うち放った。跳ちよう弾だんした二発が八慧自身の両りよう頬ほおを掠かすめ、背後から迫っていた高速炎面の両目を射い抜ぬき、後頭部から飛び出した。炎面が落下していく。

　だが、遂ついに一角が崩くずれた。異郷徒どもが猛烈に攻め込んでくる。血の狂乱に輝かがやく笑顔で、手に手に槍やりを携たずさえて。

「クソッ、退け、退けえええええええええ!!」

　シオンが咆ほう哮こうし、数匹を切り払いながら、無理矢理に八慧へと進む。炎の穂ほ先さきが腹部に突き立ち、抜き払われる。背を抉る。構わずに進む。届かない。

　横倒しになった八慧の両手から、銃が零こぼれて落ちていく。荒あらい呼気を繰り返しながら、槍やり衾ぶすまの向こうのシオンを見上げ、

「……見ないで」

　口くちの端はから血を垂らしながら、そう言った。

　シオンの心の中で、怯おびえが明確な恐きよう怖ふに変わった。恐怖が爆発的に高まり、一枚のカードが裏返るように、例えようもない激情へと変わった。凪なぎの海が煮にえ立ち、搾しぼり出されるように魔ま力りよくが生まれた。

　殆ほとんど反射的に、左腕を持ち上げた。指輪が一ひと際きわ眩まばゆい輝きを放つ。

「天泉偽聖クローセル！　外ゲ典ー七テ十イ二ア式魔法、『凍結境界』!!」

　不可思議に冷たい一いち陣じんの風が、病熱の大気を一いつ瞬しゆんだけ払ったかと思えば、周辺間近、最前列に殺到していた一角、異郷徒どもの蠢うごめきが停止した。狂乱の声もない。

　其そ処こに居並ぶのは──否、乱立するのは、異郷徒たちの形をした、氷の立像だった。爛ただれた大気にダイヤモンド・ダストが煌きらめき、霧きりに混じって流れる。公こう爵しやく級クローセルは水気を良く識り、低温を操る悪あく魔まだ。

　氷像の間を駆かけ抜け、シオンは必死に八慧の元へと駆け込んだ。片かた膝ひざ立だちになり、鞘さや持つ左腕で八慧を掬すくい上げ、胸の内へと抱だき寄せる。咳せき込こむ八慧の体は軽かった。こんなに小さくて細い体で、戦い続けてきたのかと、驚きよう愕がくするほどに。

「──ガアアァァッ！」

　架ヶ世が咆哮を上げた。剣を振り回し、炎えん弾だんを放ち、長髪を振り乱して狂乱する。氷像と化した最前列の一群諸もろ共ともに、尚なおも迫り来る数匹を吹き飛ばしながら、シオンと八慧の元へと合流した。

「お、お前……ハァッ、はぁ……ま、魔力は？」

　片かた膝ひざ立だちのまま、右手で刀を構えながら、シオンが尋たずねる。八や慧えの危地に応じて、自分は少しばかり回復したが、白翼参謀ハルフアスを『後退』に行使できる程ではない。このまま戦っていても同じことだ。

　周囲に飛び交う異郷徒を従え、新たな炎面数匹が屋上へと降り立つ。邪じや知ちの軍勢を向こうに睨にらみつけながら、架かヶが世せは答える。

「ハッ……少しばかり回復したが……それほど残ってないな……念仏でも唱えるか？」

　──回復した？　こいつもか？　何でだ？　まあ、それは良い。

「諦あきらめられるかよ……！」

　──八慧がこの腕の中に居る限りは、足あ掻がくんだ、足掻いてみせろ……全すべての手を尽つくせ。何か無いか……くそっ、何かねえのかよ!?

　シオンは必死に、脳神経が擦すり切れそうなほどに思考して……やがて、ふと思い出す。先日、八や尋ひろが気き遣づかって教えてくれたこと。架ヶ世の悪あく魔まについてだ。

「……お前、移動術は、使えないのか？」

　架ヶ世へと尋ねる。

「移動術？　知らん……何だそれは？」

「不ア倶リ戴オ天クは、追跡能力に長たける悪魔だ……お前、さっき言ってたな、外にリュウが居るのを感じるって」

　架ヶ世はふと、頭上を見上げた。

「ああ、まだ居るな……」

「捉とらえられているなら、追える筈はずだ！　不ア倶リ戴オ天クに呼び掛けてみろ!!」

　シオンが必死に訴うつたえれば、架ヶ世は構えていた大剣を肩に担ぎ直し、素直に目を閉じた。

　無数の異郷徒を従えた炎面が突とつ撃げきしてくる。シオンは刀を構えて待ち受ける──契約更新をしているのだろう。間に合うかどうかは、相手の悪魔次第だ。

　左腕に微かすかな振しん動どうを感じた。シオンに抱えられたままの八慧が僅わずかに身を起こしたのだ。そのまま素早く左手を振るえば、手品のようにデリンジャーが出現した。レールギミック式のスリーブガン。

「はぁ、はぁ……戦う、一いつ緒しよに……！」

　八慧が掠かすれた声で言って、

「……ああ」

　シオンがやはり短く返したとき、架ヶ世が両目を見開いて叫んだ。

「俺おれに掴つかまれ！」







　樋ひ辻つじ和かず夫おは、幸せだったのだろうか？

　優しさという精神活動の暗い側面に囚とらわれ、自分以外を傷つけることができずに、コンプレックスを肥大させた。イヤだと叫さけぶことも、家族に相談することもできずに、彼は排水溝になった。クラスで生まれる汚水が流れ込む、排水溝にだ。

　始まりは何だったのか？

『おい、パン買って来いよ、お前の金で』

　タカシにそう言われたとき、断れば良かったのだろうか？　或あるいは弁当に消しカスを振り掛けられたとき、怒おこるべきだった？　黒板前で全裸にさせられたとき、必死に抵てい抗こうすれば良かった？　逃げ道は幾いくらでもあったはずだ。でも彼の目には見えなかった。空手でも習えば良かったのか？　それとも転校すれば？　いや……それは、それだけは、絶対に、できない……

「さ……く、や……ちゃ……」

　近くから見ているだけで幸せだった。どんな苦しみにも耐たえられると思った。彼女を傷つけるものがあるなら、今度こそ戦おうと思った。人生で初めての殺意を持って。

　そして今、カズオは瀕ひん死しだ。首くび絞じめの呪じゆ詛そがじわじわと、残り僅わずかな命を削けずっていく。

「──なあアンタ、それとも不幸だったかい？」

　青年リュウは笑い掛けながら、カズオの横に膝ひざをついた。世界の果てのような、アスファルトの隅すみっこで。噴ふき出す霧の根源、ぽっかり開いた穴の傍かたわらで。

　両手を伸ばす。先に一度、『あの男』に邪じや魔まをされた行為を済ます為ために──あいつ、何だったんだ？　襲おそって来たと思ったら、自分から異郷に落ちるなんて。まあ良い、今いま頃ごろは異郷徒どもの餌えさだろう。憎たらしいシオンと、可か愛わいい八や慧えちゃんと一いつ緒しよに。

「さ、くッ……がハ……ぐっ、が……!?」

　カズオの首を、片手で掴つかむ。牙きばのように指が食い込む。

「しぶといなー、安心しろって、アンタの下らない人生も、俺おれが引き受けてやるさ……咲さく夜やちゃんもな」

「──やめろッ!!」

　緩ゆるやかな風に乗って怒ど声せいが聞こえ、リュウは驚おどろいて顔を上げた。

　声に続き、逆さか巻まく霧を引ひき裂さいて、爆ばく炎えんを引き連れた炎の流星が、『門ゲート』から飛び出してきた！　火か山ざん弾だんのようだ。

　轟ごう々ごうと噴出する火か焔えんを推進力とする大剣を先頭に、その柄つかに架かヶが世せが右手で掴まり、架ヶ世の左手にシオンが右手で掴まり、シオンの左腕には八慧が抱だかれているという、数じゆ珠ず繋つながりの状態で宙を舞う。

　見上げて、リュウは呟つぶやいた。

「……おー、すげえな、出て来やがったよ。一度『門ゲート』を閉じとくべきだったか……けど、開くのに魔ま力りよく要るからなあ……」

　リュウはそのまま、両手に一層の力を込めた。ゴキリと太い音がした。舞い踊っていたカズオの四し肢しが一度だけ強く痙けい攣れんし、パタパタと落ちた。

「て、めええええ!!」

　怒ど気きに満ちたシオンの声を、心地良さそうに聞きながら、立ち上がるリュウ。その頭上を一周してから、三人はアスファルトの上に着地した。

「なんでだ!?　なんで殺す！　なんでそう簡単に殺すんだ、馬鹿野郎が！」

「簡単？　とおんでもないぜ。哀かなしかった。心苦しかった。でも、やるしかなかったんだ。そんな気持ち、アンタには分からねえか？」

　リュウは芝しば居いがかった仕草でかぶりを振る。

　シオンの胸をそっと押して離し、ややふらつきながらも自分の足で立った八や慧えが、左手のデリンジャーを向ける。その銃じゆう口こうよりも鋭するどい気配を宿す双そう眸ぼうでリュウを見み据すえて。

「げほっ……そんなニヤついた顔で、哀しかったって？　下へ手たな嘘うそだよ、人ひと吉よし君」

　五月の夕暮れは長くとも、斜ななめに差してきていた陽光はそろそろ弱まりつつあり、代わりに街灯が点ともり始めている。

　依い然ぜん微ほほ笑えんでいるリュウの背後には、電らい光こうを受けて濃い影かげが生まれていた。その中から、人吉賢けん一いちが平然と歩み出た。リュウの横に並ぶ。眼鏡めがねのレンズが光を反射して表情を隠かくしていたが、片手の指で押し上げられると角度が変わり、冷たい光を宿す双眸が現れた。

「……バレてたんだ？　古こ都と城しろさん」

「まあ、分かったのは今だけどね……けほっ」

　幻げん像ぞう術じゆつで変身していると思っていたのが盲もう点てんだった。根本的に間違えていたのだ。着ぐるみの中を幾いくら見通そうと思っても、そもそもぬいぐるみなら、綿しか見えない。

「そのリュウってヤツそのものが、幻まぼろしだったとはねえ……」

　リュウは、遠えん隔かく操作型の幻像だったのだ。魔ま力りよくによって造られた、実体を持つ幻像。

「幻なんかじゃない！」

　人吉は声を荒あらげた。

「リュウは僕だ！　僕なんだ！　僕がリュウなんだ！　咲さく夜やちゃんを虜とりこにしたリュウは、僕なんだ！　タカシでもカズでもない、僕だ！」

　人吉の言葉に、リュウは微笑みながら、軽く肩を竦すくめた。

　静観していた架かヶが世せが、冷れい淡たんに一言。

「狂ってるな」

「うるさいよお前！　何と言われようと、咲夜ちゃんは僕が守る！」

　人吉が張り上げた声に、シオンは怒ど声せいを上乗せする。

「俺おれに花はな吹雪ふぶきを殺す気なんてねえ！　お前、騙だまされてんだよ！」

　人吉は鼻で笑った。

「そうかな？　人は変わるって言うだろ？」

　それから視線を、遠くへ投げた。

「……僕だって、タカシやカズを殺したかったわけじゃない。それは本当だ。でもしょうがなかった。タカシもカズも、裏切ったからな」

　タカシ……牛うし込ごめも、既すでに殺されていたと、シオンは知る。奥おく歯ばを噛かみ締しめる。

「ふざけんなァッ！　殺さなきゃいけねえ程のことかよ！」

「黙れ、偽ぎ善ぜん者しや！　ああ、もう良い、やれリュウ、皆殺しだ!!」

　人ひと吉よしが怒いかり極まって叫べば、

「オッケーイ」

　リュウは相変わらず超然とした笑顔で、無造作に右手を振るった──隣となりへと向かって！　咄とつ嗟さに身構えたシオンと八や慧えは、すぐに驚きよう愕がくの表情を浮かべ、架かヶが世せは眉まゆを顰ひそめた。

　一いつ瞬しゆんぼんやりとした人吉は、表情を苦痛に歪ゆがませて、

「ごぽ……ぐ、ふ、ふぐっ!?」

　口から大量の血を吐ふきながら、自分の腹部を貫つらぬいたリュウの右腕を、両手で掴つかんだ。縋すがるように。両足が激しく震ふるえ出す。

「な、なん、で……僕……？」

「良かったな、これでお前も俺おれに成れる」

「お、おい──!!」

「動くな、ソロモン！」

　シオンが叫び、駆かけ出そうとしたとき、リュウが左腕を振り上げた。

　大地が激しく揺れた。震しん源げんは『門ゲート』だ。地を揺さぶりながら、起き上がってきていた。『門ゲート』が寝そべっていた部分の地面は、『門ゲート』の厚みと同じだけ抉えぐれ、先に異郷に落ちた骸がい骨こつビルの地下基底部や水道管が剥むき出しになっている。破は裂れつした水道管が水を噴ふき上げる。アスファルトがひび割れていく。

「ぐ、おお、お……お、お……ッ！」

　シオンが奥おく歯ばを噛かみ締しめる。全身が弾はじけ飛びそうなほどの凄すさまじい震しん動どうで、身動きが取れない。立っているのがやっとだ。

「人の食事を邪じや魔まするもんじゃないぜ？」

　そう語るリュウの朗ほがらかな笑顔を、人吉は見上げる。

「ど、どうして……こんな……僕は、ただ……」

　涙を零こぼすその目を覗のぞき込み、リュウは笑みを深めた。舌なめずりをする。

「ああ、良いねえ、良い味わいだ。愛する者を守りたくて必死になって、それが叶かなわない痛み、苦しみ！　たまらないねえ……」

「こおっ、のおおおっ！」

　八慧の声と共に、乾いた音が響ひびいた。デリンジャーを撃うったのだ。これほどの揺れの中でも弾だん丸がんは狙ねらい違たがわずリュウの横顔、こめかみへと向かう。

　リュウの首が、およそ人間らしからぬ機械的な動きを見せる。首から上だけを、残像が出来るほどの速度で振るったのだ。ゴリンというくぐもった音がした。リュウが首を傾かしげた姿勢で唇くちびるを捲めくれ上がらせると、弾丸が前歯に挟はさまれ、止められているのが見えた。そうやって見せ付けてから、プッと吐き出す。

　そして『門ゲート』が、完全に起き上がった。地じ震しんが治まる。

「てえッ、め、えええッ！　許せねえ……」

　シオンはリュウを、その向こうの『門ゲート』を、怒りを込めた眼で見つめた。

　人ひと吉よし賢けん一いち、樋ひ辻つじ和かず夫お、牛うし込ごめ隆たかし──三人が複数契約型の魔ま人じんである可能性には、既すでに思い至っていた。そして、悪魔の正体にも。カズオとタカシの遺志、色めいた魂を得て、そいつは今現世に強力な干かん渉しようを及ぼし始めている……

「槍やりと炎を得手とする……愛に狂った魂を好物とする……石切蟲シヤミールを好んで使し役えきする……古代ペルシアの酒神にして、暴ぼう虐ぎやくの悪神……てめえは……てめえの名は……！」

　シオンは告げる。

「──『三頭愛染冥王アスモダイオス』!!」

　世界を分かつ霧きりの奥おく、『門ゲート』の向こうへと言い放てば、見渡す限りのアスファルト、石いし畳だたみ、建造物、屋根から無数の槍が一いつ斉せいに生えた！　真上に、斜ななめに、幾き何か学がく模様を描きながら、景色を侵しん食しよくする鋼鉄の調べ。

　続いて、槍やり頭がしらと柄つかの接合部、けら首から、強く布のはためく音を立てて軍旗が翻ひるがえる。百ひやつ花か繚りよう乱らん、花開くようにも見える。刻まれたるは紋もん様よう、魔ま王おうの刻印。

『──然しかり、我である』

　雷らい鳴めいの如ごとき響ひびきが、異郷の底より現世を震ふるわせた。

　リュウが血ち塗まみれの片腕を抜き払えば、人吉は力なく地面に倒れた。

　カズオと人吉、二人の死体を見下ろして、目を細めているリュウへと、八や慧えが押し殺した声で尋たずねた。

「……三人がもう居ないなら、其そ処こでそうしてる、あんたは誰だれなのよ？」

「ん、俺おれか？　八慧ちゃんの言った通り、幻まぼろしだよ。一人の女を守ろうと、そして夢を見せようと、馬鹿な男どもが造った偶ぐう像ぞうさ……」

　リュウは閉幕寸前の芝しば居い道化のように、両手を左右に広げて微ほほ笑えんだ。

「俺は何ど処こにも居ない……其処に居るのは」

　その姿は瞬またたく間まに薄れてゆき、

「──悪魔だけだ」

　一いつ瞬しゆんの名残なごりだけを残して消え去った。最初から、其処には誰も居なかったかのように。

　代わりに存在を主張するように、地面が再度揺れる。激しく揺れる。門もん扉ぴが開いていく。完全に開き切る。三つの好ましき生いけ贄にえを以もって、その哀かなしき魂たちを慟どう哭こくごと飲み乾して、今、降臨は成されようとしていた。開かれた門もん扉ぴの向こう、霧きりの奥おく底そこに、六つの赤い瞳ひとみが輝かがやいた。高みより三人を見み据すえて。

『聖王にして賢王……ソロモンの末まつ裔えいよ。余が憎にくみ、また焦こがれたる血族よ……』

　人ならぬ強大な存在の声。波が砕け散る音色のような、炎が逆さか巻まく怒ど涛とうのような、羊たちの沈ちん黙もくのような、牛の鳴き声のような、人のざわめきのような、それら全すべてが重なる、魂を揺さぶる声が。

『在りし日が如ごとく、此この三頭愛染冥王アスモダイオス、汝なんじが王位簒さん奪だつに参る！』




　──そして、あらゆるものが吹き飛んだ。







　　五章　魔王降臨







　人ひと吉よし賢けん一いちは、あまり幸せではなかった。

　高こう慢まんぶって自分より格下の人間を、主に成績面で劣おとる生徒を見下しながら、実際は自分ほど下らない人間はいないだろうと直感していた。いや、気付いていたからこそ、馬鹿にせざるを得なかった。

　成果主義者で完かん璧ぺき主義者の母親は、ケンイチに優等生であることを望んだ。小学校の頃ころから片へん鱗りんはあったが、中学校に上がってから拍はく車しやが掛かった。家庭教師に塾じゆくに予備校。そこに愛情が無かったとは言えない。むしろ、あったからこそ逃げられなかった。

　出来上がったのは、無趣味、無個性、平凡な脇わき役やく男子。面白いことも言えないし、付き合いも悪い。見えていたのは色も味も無い未来だけだった。一体学校で何人が、ケンイチの存在を認識しているだろう？

　現在が灰色で、未来が灰色なら、鮮あざやかなものが見たければ過去に目を向けるしかない。其そ処こには彼女が居た。花はな吹雪ふぶき咲さく夜やが。想い出を愛すことが、彼女を愛すことに変わるのに、特別なプロセスは必要ではない。

　ケンイチも、タカシも、カズオも、そうだったのだ。他愛も無い日々が愛いとしかった。愛しすぎた。

　……告白？　できる筈はずがない。そんなことをすれば、最後の逃げ場所すらなくなってしまうかも知れないのだから。




　各々が初恋を拗こじらせていた。膿うんで腐くさって痛んだ感情を胸に、灰色の毎日を生いき抜ぬいていた。そんなある日、三人は同じ夢を見たのだ。

　ひたすら暗いところで、周囲には霧きりが立ち込めていて、生なま臭ぐさく、蒸し暑かった。いやにリアルな夢だった。不思議な夢だった。

『──人の子らよ、まずは聴きくが良い』

　霧の向こうに、何か大きなものが居た。そいつは、自分は愛を司つかさどる魔ま王おうであり、恋愛を成就させる力があると言った。

『──しかし汝なんじら、同じ娘に懸け想そうしておる様子。この上で誰だれぞ一人に力を貸すというのも、公正さを欠くであろう？　さて、誰が最も彼女に相応ふさわしい？』

　──おいクズオ！　てめえが咲夜に恋なんて、十年早えんだよ！　タカシは叫び、カズオに殴なぐり掛かったが、夢の中だからか、拳こぶしはすり抜けた。

　──ぼ、僕だって……想うぐらい良いじゃないか！　カズオは声を荒あらげた──僕だって咲さく夜やちゃんが好きなんだ！　僕の女め神がみなんだ！

　思い出せる限り初めてカズオが逆らったので、タカシは面食らった様子だった。

　──お前もかよ、ケンイチ？

　タカシに尋たずねられて、ケンイチは淡たん々たんと返した──ああ、僕も好きだよ。悪いけど君たち二人よりも、僕が一番彼女のことを愛してる。

　一いつ触しよく即そく発はつの空気に、

『成る程、想いの強さ、甲こう乙おつ付け難がたい！』

　霧きりを震ふるわせる魔ま王おうの嗤わらい声が水を差した。

『聞けい、人の子らよ。余が汝なんじらに語り掛けたる用向き、それのみではないのだ』

　咲夜が、狙ねらわれていると言う。

　悪あく魔まの力を宿した人間、すなわち魔ま人じんを狩る組織が、彼女を狙っていると言う。彼女は近い将来、魔人として覚かく醒せいする。それを予見した退魔師エージエントがやって来て、彼女を殺すのだと。その未来を確かに見たのだと。

　カズオが青ざめる──そんな、どうすれば……！

　魔王は提案した。自分の持つ恋愛成就の魔ま力りよくとは、理想を形にする能力に他ならない。咲夜の理想の男性像を造り上げ、そいつを三人で操り、彼女を守ってみせろと。敵は手て強ごわいが、三人分の魂の力があれば対抗できるだろうと。

　──こんな奴やつ等らと手なんか組めるか！　とタカシが激げき昂こうし、全くだとケンイチも思った。

『そう言うな。汝ら、仲良き頃ころもあったであろうに。思い出してみよ……』

　魔王の声は優しかった。三人の想い出を、日記帳を捲めくるように、つぶさに語った。忘れかけていた黄金時代を。




　起きてから三人とも、妙みような夢を見たものだと思ったが、一週間も続けば疑いようもない。

　放課後、ファミレスで密ひそかに集まり、ただの夢でなかったことを確認し合った。手分けして彼女を守ろうとケンイチが言えば、残りの二人も了承した。

　例えいがみ合っていようと、憎み合っていようと、咲夜が危険だというのなら、手を合わせるに吝やぶさかではない。彼女こそが唯ゆい一いつ、守られるべきものだった。三人の想いは純じゆん粋すいだった。あの日々を彩いろどる輝かがやきと同じように。

　咲夜を守る会は、こうして結成された。集合場所は三人が……いや、四人がかつて秘密基地を作っていた、今は建築途と中ちゆうのビルとした。

　抜ぬけ駆がけ厳禁！




　三人がぎこちなくも団結し、半月ほど過ぎた。

　魔ま王おうが力を求め、常人を狩れと言ったときには流石さすがに悩んだが、タカシが最初にやろうと言った。カズオは最後まで難色を示したが、最終的には従った。とっくに三人とも、現実には見切りをつけていたのだ。彼女だけは守ってみせると。

　自分が『理想像』になり、咲さく夜やに想われる快感に酔よっていた。普ふ段だんの自分では味わえない万能感もあった。それに悪事も『理想像』にやらせれば、罪悪感は薄かった。やったのは、自分ではないのだから。

　しかし、変化は訪れる。

『──リュウって、何だよ？』

　ケンイチはいつになく強い口調で、その日『理想像』を操る当番だったタカシに、食って掛かった。

『あ？　いや……いきなり名前聞かれたからよ、咄とつ嗟さにだよ。別に良いだろ？』

　咲夜に聞かれて、名乗った名前。隆たかし、音読みで、リュウ。

　魔王はその夜、ケンイチだけに、巧こう妙みように囁ささやいた。タカシは裏切るつもりではないのか？　自分こそが『理想像』だと咲夜に言うつもりではないか？

　何度目かの『狩り』のとき、架かヶが世せに襲しゆう撃げきされ、攻こう撃げきを受けた。リュウへのダメージは、そのまま三人へと反映される。三人で分割するという契約だったが、ケンイチは魔王と裏取引を交わし、自分の引き受ける分をタカシ一人に押し付けた。結果、タカシは半死半生の重傷を負った。

　ケンイチを怖おそれたカズオが逃げ、咲夜を守る会は解散した。短い活動期間だった。




　竹たけ葉は谷や紫し苑おん──シオン・タケハヤ・ベルナルド。

　魔王からその名前を聞いたカズオは、それが最近咲夜と親しくしている男子のことだと知っていた。彼女のことはずっと見ていたから。

　魔王は語った。そいつこそが、咲夜を殺す黒装退魔師ホーリーオーダーだと──今、大きな事件を起こせば、シオンがやって来る可能性が高い。誘おびき寄よせ、息の根を止めろ。

　咲夜を襲おそうという危険が、明確な形で現れた。やるしかない。

　怖おじ気け付いていたカズオの心に正義の炎が燃え上がったが、その輝かがやかしさはメッキで、内側には醜みにくい嫉しつ妬との炎があった。

　倉庫型量販店での無差別襲撃事件は、こうして実行されたのだ。架ヶ世と咲夜の思わぬ乱入によって死傷を受けたが、最初に交わした『ダメージは折半する』という契約がまだ生きており、ケンイチに半分を押し付けたので、カズオは死なずに済んだ。深手は負ったが。




　リュウと名付けられた幻は、三人にとって過去につながる絆きずなだった。そして、タカシにとっては咲夜との時間であり、カズオにとっては独善を行使する道具であり、ケンイチにとっては理想の自分であった。

　三人は結局、幸せだったのだろうか？

　今は仲良く、三頭愛染冥王アスモダイオスの腹の中だ。彼の魔ま王おうの目もく論ろ見み通りに、最も最良の味付けを施ほどこされて──狂おしいほどの愛。







　メインモニター内で巻き起こる大だい破は壊かいを瞳ひとみに映し、オペレーターたちは言葉を失っていたが、モニカは逆に冷静だった。来るべきときが来たと思った。

　観測衛星画像、大おお潮しお区の封鎖区画を超えて波動が広がっている。被害はどれほどになったのだろう？　人工島全域で地じ震しんが観測され、霧きりは東京都にまで広がっていた。

　魔王級の降臨。

　大召喚グレーター・サモンから十年。良くもった方だ。異郷と現世は近づき過ぎた。今までなかったことが、奇き跡せきと言って良いだろう。本来なら不可能と思えるほどの条件をクリアしなければ成されないはずの魔王降臨が、これほど容易たやすく行われてしまう世界なのだ。

「……貴女あなたは良くやったと思うわ、モニカ」

　ミコットが珍しく真剣な声で言った。

「貴女たちが居なければ、世界はもっと早い段階で、取り返しもつかないほど変質していたでしょう。誇ほこり高い気持ちを持ちなさい……これから貴女がどのような決断をしても、私は貴女を認める」

　ミコットが暗に示し唆さするもの──シチュエーション・ヘイレム。

　聖絶ヘイレムの名を冠かんするその号令は、副王級以上の悪あく魔まの降臨が確定となったとき、近きん隣りん国こくに展開する全火力を結集した焦しよう土ど爆ばく撃げきを発動させる。その攻撃対象は、悪魔本体と──その周辺に暮らす人々だ。

　人間の魂が、悪魔の糧かてとなるから。それが、悪魔をより強大にしてしまうから。それに悪魔の『調理』は、多くの人類にとって死んだ方がマシだと思えるような拷ごう問もんであるから。

　……モニカの全身が、重責に震ふるえた。

　人は決して、魔王には勝てない。降臨したときの気配だけで、街一つ壊かい滅めつさせるような存在だ。勝てるわけがない──それでも、ああ……

「──中心付近のカメラが生きています！　映像出ます！」

　オペレーターの声と共に、映像が切り替わった。

　ノイズの酷ひどい画像。流れる霧の切れ間に見える。穏おだやかだった大潮区の街並みは、完全なる変へん貌ぼうを遂とげていた。どのような熱が、衝しよう撃げきが襲おそえばそうなるのか？　アスファルトや鉄骨、コンクリートが融合しあっている。幼子が造った粘ねん土ど細工のようだ。内側に熱を帯びているのか、ぼんやり赤く輝かがやいている。卑ひ猥わいに脈打つようにも見える。

　街灯は奇き妙みように美しい螺ら旋せんを描いて捩ねじれながらもまだ明かりを放っており、あちこちから生える無数の槍やりの穂ほ先さきをぎらつかせる。魔ま王おうの軍旗が風に揺れる。

　──異郷化。

　あの周辺空間は今や魔王の支配領域、『王国』と化したのだ。物理法則が遠ざかり、混こん沌とんと化した世界。あそこはもう異郷なのだ。悪あく魔まはこうして世界を侵しん食しよくし、己の領土を拡大していく。その捩れた領域の中心に、座するが如ごとく王は君臨していた。

　身長は二十メートルほどだろうか？　正面、左右と三つの首が乗る肩幅は広く、腕もそれに合わせて太く長い。直立していても、指先が地に着くほどだ。胴どう部ぶ及び脚部は腕部の巨大さに比べれば細いが、それでも隆りゆう々りゆうたる体たい躯くは強きよう烈れつな威圧感を醸かもし出す。

　頭の先から爪つま先さきまで、全身甲かつ冑ちゆうのようにも、外骨格のようにも、鋼鉄製の筋肉のようにも見えるなめらかな装そう甲こうに覆おおわれ、表面に血管のような紋もん様ようが走っている。その様相は機械のようでも、生物のようでもある。塔とうの如く巨大な槍が、片手に携たずさえられている。

「アスモ、ダイオス……」

　ミコットが呟つぶやいた。

　文ぶん献けんによれば三つの首は中央が人、右肩側が牛、左肩側が羊であるとなっているが、似つかないほどに凶悪な面相だ。それぞれ天を突つく双そう角かくと、巻貝のように巻いた双角を備え、頭部自体が肩けん甲こうのようでもある。六つの目が爛らん々らんと輝かがやいている。

　遥はるか古いにしえの世に於おいて、ソロモンの王権を奪うばった簒さん奪だつ者しやにして、その細君らを一人残らず嬲なぶり尽くした、淫いん猥わいなる強ごう奪だつ者しや……しかし、それらは一面でしかない。『凶暴なる神アエスマ・ダイヴア』の名の示す通り、本性は悪あしき暴力を司つかさどる。何の比ひ喩ゆでもなく、あの槍の一いつ閃せんは星をも砕くだくだろう。

　──そして。

　異郷の風に、黒い外がい套とうの裾すそが翻ひるがえる。背中に銀ぎん刺し繍しゆうの十字を背負い、圧倒的な絶望の前に立ちはだかる孤こ影えいが一つ──いや、二つだ。ちぐはぐな影かげ。一つはノッポで、一つはチビ。

「え……エージェント・ソロモン、並びに、エージェント・キーンアイ、生存確認……！」

　オペレーターが、少しばかり震ふるえる声でそう告げる。それほど大げさな表現でもなく、人類の未来を背負った二つの背中を見上げながら。

　関係各省からの電話が鳴なり響ひびき始める。オペレーターたちが対応に追われる中、モニカは声を張り上げた。

「一刻も早く、総力戦の準備を!!」







　シオンは霧きりの向こうに聳そびえ立つ、三頭愛染冥王アスモダイオスの巨きよ躯くを見上げていた。

　隣となりの八や慧え共々、既すでにボロボロだった。降臨の波動で吹き飛ばされたのだ。常人ならバラバラになっていただろう衝しよう撃げきだった。

　頭部から流れる血が、渋面の横顔を染めていた。

　戦いになって、勝てる見込みがあるかは怪あやしい。これほど距離があってすら、凄すさまじい力の奔ほん流りゆうを感じる。本能がやめろと訴うつたえている。

　しかし、やらねばならない。魔ま王おう級の横行闊かつ歩ぽを許せば、取り返しのつかないことになるだろう。此こ処こが水際だ。

　三頭愛染冥王アスモダイオスの背後に聳そびえ立つ『門ゲート』の向こうから、異郷の霧きりを乗せた、生なま臭ぐさい風が吹いてくる。それに混じって、あの雄お叫たけびが、嗤わらい声が、聞こえてきていた。三頭愛染冥王アスモダイオスの率いたる、七十二の軍勢。主君たる王が魂を刈り続ければ、ゆくゆくはあの軍団が現世にやって来る。あのおぞましき異郷徒の軍勢が。

　また三頭愛染冥王アスモダイオスは、ソロモン七十二柱の悪あく魔まの一体であり、自分が再契約を交わすべき相手でもある。

　黒装退魔師ホーリーオーダーとしての義務、聖王の末まつ裔えいとしての責務……だが、それらとはまた別に、シオンには戦う理由があった。魂に根ざした一つの理由が。

　……シオンには、だ。

「八や慧え、お前は──」

　シオンが言いかけると、八慧は前方を睨にらみ据すえながら、

「いや」

　きっぱりとした否定を返してきた。

　帰れ、と続く筈はずの言葉を飲み込み、シオンは深い溜ため息いきを吐つく。異郷で覚えた恐きよう怖ふは、まだ胸を震ふるわせている。だが、何を言えというのか？　言うべき言葉が見つからない。

「……さっき弱いとこ見せちゃったし、心配されても文句言えないけどさ」

　八慧は目を伏ふせた。強がりの仮面が剥はがれ、一いつ瞬しゆん心細げに揺らいだ両目を、しかし再び持ち上げて、シオンを見上げた。

「私だって、あんたに逃げろって言いたい。でも言わない。あんたは戦うんでしょ？」

「……ああ」

　シオンには、理由があるのだ。

　大人になるに従って、人は日常の偽いつわりを知る。挫ざ折せつを知る。父母は神々ではなく、友情は永遠ではないと知る。愛は世界を救わないと、夢は必ず叶かなうわけではないと。

　だがシオンは、それらを味わえなかった。機会は失われた。あの十年前の日に、陰かげりなき光に満たされた黄金の部屋は、永遠となってしまったのだ。だから……心の何ど処こかで、信じることを止められない。

　この世界が愛で出来ていると。夢は必ず叶うと。流れる涙は拭ぬぐわれると。凍こごえる夜はいつか明けると。そうした甘い幻げん想そうを捨てられない。

　報いなければならない。あの光に満ちた日々を、父母の神聖さを、嘘うそにはさせられない。それがどれほど儚はかない幻まぼろしだったとしても、いや、それだからこそ、何度と無く証明し続けねばならない。この現世が、輝かがやかしいものであるのだと。

　八や慧えは真っ直ぐシオンを見た。

「だったら私も行く。私はあんたの相棒だもん」

　その七色の瞳ひとみは、一点の曇くもりもなく澄すみ切っていて、

「……分かった」

　シオンは遂ついに諦あきらめた。悠ゆう長ちように説得している時間もない。逆の立場なら、シオンだって八慧を置いては逃げられない。

　許されているのは自分なのだ。守りたいと言いながら、敵に向かっていくという自じ家か撞どう着ちやくを、八慧は許してくれる──それを相棒と呼ぶのだ。

「じゃ、六番ロッカー、お願い」

　八慧が言うのに応じて、シオンは指を鳴らした。白翼参謀ハルフアスを使し役えきし、取り寄せる。本部十五階にある八慧の着替えロッカー、六番から。

　瞬しゆん間かん、八慧の柔やわらかな両手に、怪かい物ぶつじみたフォルムのそいつが出現する。総重量三十キロ弱、マズルブレーキを含め二つの衝しよう撃げき緩かん和わ機構を備えた大口径狙撃銃ラージキヤリバー、ダネルＮＴＷ─２０対物ライフル。教会特注の水銀弾だん頭とう二十ミリ砲ほう弾だん四発、フル装そう填てん済み。

　二人はそして、歩き出す。魔ま王おうの膝ひざ元もとへと向かって。死し闘とうを予見させる、腐くさった王国の風に吹かれながら。

　……と、シオンの左ひだり隣どなりに、もう一つ足音が重なった。身に陽炎かげろうを纏まとわせた、ぎらついた影かげが並んだのだ。

　シオンは一いち瞥べつし、

「……生きてたなら帰れよ。無む謀ぼうに付き合うことはねえ」

「ふざけるな。アレも俺おれの獲え物ものだ。狩かり甲が斐いがありそうだ」

　──こいつはこいつで、聞かないだろう。

　シオンは一度目を細め、ふーっと息を吐いた。血で滑すべる髪を掻かき上あげる──まあしかし、妙みように気が楽だ。

　三人の青年を救えなかった。でも、今は悔くやむときではない。今はまだ。体中に痛みが走るから、胸の痛みは逆に感じずに済む。やるべきことがあるうちは、抑おさえていられる。嘆なげくのは全すべてが終わってからだ。それが最小限の、運命に対する礼れい儀ぎだ。

「遠えん慮りよなしってのは、やりやすいな」

　シオンは小さく呟つぶやくと、戦せん端たんに靡なびく風へと、刀持つ左手を上げた。指輪が輝く。

「炎を歌え、天焦火翼フエニクス……」

　不ふ帰き灰かい燼じんのときとは違い、刀の鞘さやが静かな炎に包まれる──これは『保険』だ。使わずに済めば良いのだが。




　──魁さきがけの誉ほまれは架かヶが世せにあった。

　前のめりに倒れるように駆かけ出す。魔ま王おうの巨きよ躯くへと、躊躇ためらいもなく。常じよう在ざい復ふく讐しゆう、不ふ退たい転てんの足取りで。

　己の内に飼う地じ獄ごくの光景、想い出の底から炎を喚よび覚ましていく。悪あく魔ま、悪魔、悪魔……元から、あいつらさえ居なければ良かったのだ。不ア倶リ戴オ天ク、十分だろう？　これだけ憎めば！　これだけ恨うらめば！　さあ、力を寄よ越こせ！

　左手を前へと突き出しながら吠ほえた。

「かあァッ、『煉獄星ハイパーノヴア』!!」

　小さな種火が、五指の内に生まれる。小さいが、濃縮された輝かがやきを帯びた種火が。

　腕を大回しして射出すれば、向かう途と中ちゆうに、火種はみるみる肥大化していく。霧きりを巻いて三頭愛染冥王アスモダイオスへと迫り、中央の人頭顔面へと炸さく裂れつすると、衝しよう撃げきが地面までをも揺さぶった。入道雲のような爆炎が上がる。

「『十字星剣グランドクロス』!!」

　架ヶ世は止まらず駆け向かい、右手に剣を喚び寄せる。長大にして凶きよう悪あくな、竜りゆうの下か顎がく、或あるいは火か焔えんのシルエット。そいつを振りかぶりながら、三頭愛染冥王アダモダイオスへと跳ちよう躍やくする──




「──外ゲ典ー七テ十イ二ア式刀とう撃げき術じゆつ」

　架ヶ世の大火球が炸裂したときには、シオンは既すでに空間転移している。左肩羊頭の眼前へと。その赤い目を見み据すえながら、虚こ空くうにて腰を捻ねん転てんし、奮い立つ筋肉の躍やく動どうを右腕一点に結集させ、額へと鮮あざやかに抜ばつ刀とうする。描かれる刃の軌き跡せきは、青白い放電を帯びた。

　身に宿すは蛇尾領主マルテイムと雷フ霆ル麒フ麟ル。公こう爵しやく級と伯はく爵しやく級を二体同時行使の離れ業、

「『紫し電でん遷せん空くう刄じん』ッ！」

　一いつ閃せん、転移、また一閃──鞘さやは未いまだに天焦火翼フエニクスの炎を上げているが、翻ひるがえるのは稲いな妻ずまの秋水つるぎだ。羊の額へ、牛の首筋へ、肩口へ、背中へ、腹部へ、虚空を引ひき裂さく雷らい鳴めいの咆ほう哮こうをともがらに、繰り出される白はく刃じん。転移の速度が増していけば、ほとんど同時と言えるほどの、幾いく重えもの斬ざん撃げきが迸ほとばしる。

　一刀受けるごとに、三頭愛染冥王アスモダイオスの体表面に稲妻が走り、霧煙る夜空を染める──

[image: ]




　──八や慧えはその場から動かずに、銃じゆう身しんと呼ぶよりは砲ほう身しんと呼ぶべきだろう得物を持ち上げた。流石さすがの重量で取り回しが効かず、装そう填てん数すうも少ないが、威力は折り紙付き。彼女はおそらく今、世界最小・最軽量の戦車だ。

「正典カノン式狙そ撃げき術じゆつ『致命点看破クリテイカル・サイト』ッ！」

　凛りんとして言明。八慧の瞳ひとみが虹にじを帯びる。装そう甲こうの弱点を見破り、其そ処こを違たがわず射い抜ぬく妙みよう技ぎ。架かヶが世せの火球の炸さく裂れつを、シオンの転移剣術を、その身に受ける魔ま王おうへと、スコープ越しに七色の視線を向ける。超常の巨きよ躯くを見み据すえ、分析を開始する。

　弱点、弱点、弱点……弱点……弱点…………無し？




「──奉ささげ祀まつれ！」

　大だい音おん声じようが大気を撃うった。周囲の霧きりを嵐あらしの如ごとく引き連れながら──魔王の巨体が動く！

　槍やりを振るい、跳とび向かって来た架ヶ世へと見舞う。現実離れしたその速度を目視できたのは、八慧だけだ。

　刃を身に受けた架ヶ世は吹き飛び、溶けたビルの根元へと突つっ込こんだ。三頭愛染冥王アスモダイオスはそのまま両手で槍を持ち、周囲をかき混ぜるように振り回す。長槍の両りよう端たんは凄すさまじい速度に達し、空気との摩ま擦さつで赤熱し始めた。

「余に奉げ祀れ！」

　転移直後のシオンが、横よこ胴どうに石いし突づきを受け、身をくの字に折って弾だん丸がんのように落下、赤く爛ただれた地面へと突き刺さる。

「報われぬ愛を──届かぬ想いを──肉欲の非業を──」

　槍が回転するたびに、大気が軋きしみ渦うずを巻く。破は壊かいの風を生む。そのまま三頭愛染冥王アスモダイオスの下か肢しが地を蹴けった。その巨躯にはあるまじき速度で、八慧へと突とつ撃げきする。六つの赤き眼光が、霧に長い尾おを引いた。

「余に、奉ささげ、祀まつれ!!」

　八や慧えが咄とつ嗟さに撃うった銀ぎん砲だん弾がん二発が、装そう甲こうに火花を散らすが、傷一つ付けられない。槍やりの間合いが八慧を捉とらえた瞬しゆん間かん、掬すくい上げるような地じ擦ずりの一いつ閃せんが放たれる──一いち撃げき目、回避！　流石さすがの視力──しかし、槍による攻せめは二手一組──先の一閃と十字を描くように振り上げられた石いし突づきが、今度こそ八慧を捉える！

　インパクト！　身をひしゃげさせながら宙を舞った八慧は、落下して赤く爛ただれた大地を転がる。対物ライフルが重たい音を立てて地に落ちる。

　三頭愛染冥王アスモダイオスは、一歩を強く踏み込み、地を轟とどろかせて停止した。槍の回転を止め、右腕一本で脇わきに構えながら、

「ふゥー、脆ぜい弱じやく、余りに脆弱よ……余興にもならぬわ」

　三つの口から呼気を吐いた。闘とう気きと殺気と覇は気きに満みち溢あふれた呼気を。

「火の領土を治める余に火は効かぬ。魔ま王おうたる余に格下の技は敵かなわぬ。異郷徒たる余に現世の武具は通らぬ……」

　三頭愛染冥王アスモダイオスが、片手の指で架かヶが世せを指差した。

「石切蟲シヤミール、其それはお前たちにくれてやろう。余の興に沿わぬ、憎ぞう悪おの奴ど隷れいめ」

　ボコボコと地面が泡あわ立だち、異郷の土の下から無数の白い蟲むしが這はい出してくると、動かない架ヶ世へと群がっていく。半身を地にめり込ませたシオンは、霞かすむ視界でその様を見た。奥おく歯ばがギリギリと鳴る──魔王級、これほどか……！

　三頭愛染冥王アスモダイオスは八慧へと歩み寄り、左手で胴どう体たいを掴つかんだ。

「ぐっう……！」

　長槍石突に打たれた胴どう部ぶを握にぎり込まれ、八慧は短い悲鳴を漏もらす。そのまま、人頭の目の前まで持ち上げられる。生なま臭ぐさい吐と息いきが、身をよじる八慧の髪を撫なでた。

「おお、良し良し、まだ生きておるな？」

　三頭愛染冥王アスモダイオスは左手の指を蠢うごめかせ、八慧の体の感かん触しよくを楽しむように圧迫する。

「あ、あぐっ!?　うああっ！」

　八慧の悲鳴が、シオンの耳に突つき刺ささる。

「や……め、ろォォッ！」

　シオンは身を起こしながら怒ど声せいを放つ。食いしばる歯の間から血が滲にじむほど。

「狙ねらいは……俺おれだろうが……！　そいつには、手を、出すなッ！」

　全身に魔ま力りよくを供給し、折れた背骨と砕くだけた肋ろつ骨こつ、裂さけた筋肉を再生させていく──もう少しだ、もう少しで動ける……

　立ち上がろうとするシオンを、三頭愛染冥王アスモダイオスは見下ろした。

「ソロモンの末まつ裔えいよ、余は簒さん奪だつ者しやにして略りやく奪だつ者しや。お前が大切にするものは、全すべて奪うばい、汚し尽くす。存じておろうが？」

　巨大な両目がシオンを離れ、再び八や慧えを見み据すえる。獣じゆう欲よくに塗まみれた輝かがやきで。

「二度と誰だれにも愛されぬほど、お前を汚し尽くしてやろう……」

「く、うおおおおおォォッ!!」

　シオンは遂ついに咆ほう哮こうした。全身から振ふり絞しぼるように。血の雫しずくを飛ばしながら。

　──守るって、約束したんだ……オッサンと、七歳の俺おれと……八慧に、守るって!!

　蛇尾領主マルテイムに命じて転移する。出現先は三頭愛染冥王アスモダイオスの人頭眉み間けんの前。構えは極めて上段、乗せるは裂れつ帛ぱくの気勢、背に峰みねが触ふれるほど、右手で振ふり被かぶった刀。鞘さやに燃え立つ紅ぐ蓮れんの炎が、瞬しゆん閃せんの風に靡なびく。

「……ほう」

　三頭愛染冥王アスモダイオスが、興味深いといった風に声を上げた。応じて槍やりを動かさんとしたとき、

「──ゥゥオオオッ!!」

　別の場所で爆ばく発はつが巻き起こった。

　架かヶが世せだ。爆ばく炎えんと共に舞い上がる。石切蟲シヤミールを吹き飛ばし、溶とけたビルを崩ほう壊かいさせながら、その爆風に自ら乗ってシオンと咆哮を重ねる。槍の一いち撃げきを受け深い傷の穿うがたれた体の周囲で、爆炎が凝結し九本の赤い刃と成った。鮮せん血けつと炎の混血児、柄つかも鍔つばもない、攻撃性のみを体現したかのような曲刀群。

「『銀河分断剣ギヤラクテイカ・デイバイド』ォォォッ!!」

　両手を振るい、三頭愛染冥王アスモダイオスの背へと残らず撃うち放つ。

「かあああアァッッ！」

　シオンが裂帛の気勢と共に曇くもりなき刃を、真っ向一いつ閃せん奔はしらせる！

　鬼き気き迫る前後からの猛もう攻こうが、魔ま王おうの装そう甲こうに火花を散らし──容易たやすく弾はじかれた。シオンは再度空間転移し、口くちの端はから血を棚たな引びかせながら、人頭の眼球中央へと突きを見舞う──それも弾かれる。架ヶ世は自ら操る剣を足掛かりに跳ちよう躍やくし、虚こ空くうを踊りながら剣を舞わせる──弾かれる。

　三頭愛染冥王アスモダイオスは動かない。

　流星の如ごとく舞い踊る架ヶ世の刃は、装甲が薄いと見られる間接部へと攻撃を集中させた──弾かれる。

　シオンは草薙クサナギを宙へと放り投げると、右手の指を鳴らす。白翼参謀ハルフアスへと命じ、右手に呼び寄せるのは、地に転がっていた八慧の牙きばたる対物ライフル！

　残弾二発、人頭の眉間へと打ち放つ。発射時の衝しよう撃げきが右腕から全身を貫つらぬく。これほど近ければ、八慧でなくても当たる──弾かれる。すぐさま銃じゆう身しんを投げ捨てると再び空間跳躍し、自ら空中へと放り投げた刀を右手で受け止めた──攻せめろ、攻め続けろ、絶望に囚とらわれている暇ひまはない！　諦あきらめるのは死んでからだ！

「──これでは、いっそ哀あわれよなあ……」

　攻こう撃げきを受けながら、三頭愛染冥王アスモダイオスは三つの口で嗤わらった。その全身に走る、血管のような文様が、光を帯びて脈打ち始めていた。左右の二頭が口こう蓋がいを開けば、其そ処こに眩まばゆい光が踊る。鼓こ動どうが収束していく……

「今ぞ、身の程を知るが良い──『邪気光輪ドウシユ・クワルナフ』!!」

　──それは、炎と言うよりは、光そのものだった。

　左右の口より吐き出された二条の閃せん光こう、射出口近辺に余波の光輪を伴うそれらは、天地を赤熱に染め上げながら奔はしり、シオンと架かヶが世せを薙なぎ払はらった。シオンを撃うった一本の末は雲を幾いくつも切きり裂さいて霧む散さんさせ、架ヶ世を撃った一本は遠く、夜の太平洋へと着水して、キノコ雲を生んだ。大気が炎熱に渦うずを巻く。

　吹き飛んだシオンと架ヶ世が、地に落ちて転がる。体の隅すみ々ずみから、炭化した組織が飛び散っていく。

　天焦火翼フエニクスと不ア倶リ戴オ天クの、炎の加護を打うち砕くだき、魔力による防ぼう御ぎよすらも容易たやすく貫つらぬき、魔ま王おうの吐と息いきは二人の肉体を、殆ほとんど消し炭へと変えていた。

　再び石切蟲シヤミールが地面より這はい出し、架ヶ世へと群がっていく。白くのたうつ波間へと、架ヶ世の姿が消える。異郷の毒液が、架ヶ背を温度の無い石へと変えていく。

「──お……俺おれは……俺は死ねん……あ、あいつを、斃たおす、まで……は……」

　架ヶ世の前のめりな断だん末まつ魔まが途と絶だえるのを、朦もう朧ろうとした意識でシオンは聞く。

「まだ生きておるな、ソロモン？　死ぬには早いぞ」

　未いまだ無傷の三頭愛染冥王アスモダイオスは、シオンへと声を落としながら、八や慧えを眺ながめる。

「泣き、喚わめき、絶望せよ……その身で、この世で、可能な限り！　死を願う前に死ぬことは、王命に於おいて許さぬ!!」

　暴君の勅ちよく命めいであった。どれほど振ふり絞しぼろうと、人の身が到達し得ぬ力の領分。聳そびえ立ちたるその姿、まさしく魔王の威い風ふう。

「──シオ、ン……」

　細く名を呼ぶ声が聞こえ、途絶えかけていたシオンの意識は覚かく醒せいする。

「や……八……慧……！」

　シオンは刀を地面に突き立てて支えとしながら、軋きしむ体を必死に持ち上げた。両足が震ふるえ、崩くずれ落ちそうになる。文字通りの意味でボロボロと。殆ど炭化した肉体を、無理やりに動かす。生命維い持じの為ためには、膨ぼう大だいな魔力を必要とした。霞かすむ視線を上向ける。

「く……ゲ……外ゲ典ー七テ十イ二ア式……」

　魔力を掻かき集め、左腕を持ち上げる──クソッ、魔力が、魔力がもう……

　必死に足あ掻がくシオンを眼下、八慧は気き遣づかわしげに見下ろして、

「……し……信じて、るから……」

　微び笑しようを浮かべた。シオンの心を抱だくように。シオンを奮ふるい立たせるように。その裏側に、恐きよう怖ふと苦痛を押おし隠かくしながら。途と切ぎれ途切れに言葉を紡つむいで。

　それから、巨大な二つの凶きよう眼がんを見返す。真っ直ぐに見返した。魂の底の底から湧わき上がる震ふるえに襲おそわれながら、それでも見み据すえた。目を逸そらさない。

「……シオンは、負けない……あんたには……」

「ふふふはは、敢あえ無き夢に縋すがるか！　可か愛わいいものよ」

　哄こう笑しようする三頭愛染冥王アスモダイオスへと、八や慧えは笑顔すら見せた。

「……夢は、あんたが……見るの……正典カノン式幻像術『夢幻泡影イリユーシヴ・ガーデン』……!!」

　瞬しゆん間かん八慧の双そう眼がんが、月の如ごとく光り輝かがいた！　二枚の切り札を同時に切る。貴方あなたの願いのままに！　そして、私の願いのままに！　全すべての力を注ぎ、幻想を描き出していく……

　魔ま力りよくの枯こ渇かつは、魔ま人じんとしての防御・回復能力を全て失うことだ。何の力も無い小娘になることだ。魔ま王おうを相手にノーガード戦法。命を賭として時間を稼かせぐ。シオンがほんの僅わずかでも回復するまで。何かを思いつくまで──私は、シオンの……あいぼうだから。

　三頭愛染冥王アスモダイオスは更さらに嗤わらった。

「愚おろか者が。男に夢を見せるには、女として修行が足りぬわ」

「──ケン、ちゃん……？」

　か細い声が、八慧の唇くちびるから発せられる。八慧の両目から光が零こぼれて頬ほおを伝う。八慧の喉のどが、涙に詰つまった擦こすれた声を上げる。

「カズ君、タカシ君……もう止めて、こんなこと」

　魔王の眼に、幻げん影えい術じゆつなど効くわけがない。効く筈はずがない……

「──ムウゥッ!?」

　だが、三頭愛染冥王アスモダイオスは呻うめいた。その視界の中で、『八慧』は完全に『咲さく夜や』になっていた。幻像であると知りながら、三頭愛染冥王アスモダイオスの中に収まった現世に於おける動力源──三人の魂は、それを見たいと、もう一度だけでも見たいと、願っていたのだ。それが一枚目の鬼札。邪眼一瞥アズ・ユア・ウイツシユ、貴方あなたの願いのままに。

　そして、鬼札は二枚。魔王の瞳ひとみに映った、自分自身を見据えながら。彼女は最も早はや、彼女自身ですら別人だと分からないほどに、『花はな吹雪ふぶき咲夜』に成り切っていた。魂の色までも。邪眼凝視アズ・マイ・ウイツシユ、彼女の願いのままに。

「わたし、ごめんね……三人がそんなに苦しかったの、知らなかった」

　はらはらと『咲夜』の双そう眸ぼうが、清らかな涙を零す。

「ぬうっ……おのれ、騙だまされるな、人の子らよ！　まやかしぞ！」

　握にぎり潰つぶそうとしても指が動かないので、三頭愛染冥王アスモダイオスは槍やりを大回しにすると逆手に持ち、『咲夜』へと向けた。あらゆるものを破は壊かいするであろうその切っ先は、

「ごめんね、苦しかったよね……わたしのせいだよね……」

　泣き声を上げる無力で小さな娘を、射い抜ぬくことすらできずに、小刻みに震ふるえるのみ。

「ぐ、ぐご……ぐゥうゥッ……」

「ねえ……？」

　涙に濡ぬれた瞳ひとみが、魔ま王おうを見上げて語り掛ける。その意識の奥おくに眠る、魂たましいたちに届かせるように。静かに想い出を開く。

「ケンちゃん、良く勉強教えてくれたよね？　カズ君はいつも優しくて、わたしが泣いてると、慰なぐさめてくれて……タカシ君は勇ゆう敢かんで、わたしを守ってくれたよね……ありがとう」

「グ、ググ、ガ、ガガガガガ……！」

　槍やりから震しん動どうが、三頭愛染冥王アスモダイオスの全身へと伝染していく。人の頭が、羊の頭が、牛の頭が、それぞれに咽むせび泣き始める。

「……あの頃ころ、本当に楽しかった。ずっと忘れない……わたし、三人が本当は優しいこと、知ってるよ。だからこんなこと、もう止めて」

「「「──ご、おお、おおおおぉぉぉぉおおおおッ！」」」

　三つの口が突とつ如じよ、天地を揺さぶる咆ほう哮こうが上げた。口から嵐あらしが生まれ出ている程の。体内で荒あれ狂くるう三つの魂を、無理矢理に抑おさえ込んでいく……

　やがて震える手で、『咲さく夜や』を空中へと放り投げた。熱いものに触れたときの、動物的反射にも似た動きで。

「クオオォッ、小こ賢ざかしいぞ女ァッ！」

　か細い『咲夜』の悲鳴が、虚こ空くうに棚たな引びく。『咲さく夜や』が手を離れてしまえば、三頭愛染冥王アスモダイオスの身に、多少の自由が戻った。

「もう良い、塵ちり一つ残さず消え去れえい!!」

　──自分たちの力に因よって、愛した結果に因って、愛いとしい女が死ぬ。その哀かなしみは、我が身の内に鼓こ動どうする三人の魂を、より美しく甘かん美びに彩いろどるであろう。それもまた良し。

　三頭愛染冥王アスモダイオスの全身に奔はしる光が、人頭へと収束していく──口こう蓋がいが開かれ、涜とく神しんの閃せん光こうが溢あふれ出る──陽炎かげろうが立ち上る──魔王の吐と息いき、破は壊かいの光線が迸ほとばしり、『咲夜』を飲み込む……

　遮さえぎる物など無い筈はずだった。

　軌き道どうは直線である筈だった。

　全すべてを焼き払い進む筈だった。

　その赫かく々かくたる光条、魔王の吐息が今、二ふた股またに分かれて空を焦こがしている！　あり得ざる光景に、三頭愛染冥王アスモダイオスの六つの目が見開かれた。

　光の裂さけ目には黒衣の姿がある──シオン！　気絶した『咲夜』の胴どうを左腕で抱だきながら宙に浮かび、片手正眼に構えられた草薙クサナギの白刃で、閃光を二つに切り分けている。その背後には一羽の大鳥が背負われていた。灰はい褐かつ色しよくの翼つばさを大きく広げており、それがシオン本人の翼のように見える……

「天焦火翼フエニクスか！」

　三頭愛染冥王アスモダイオスが大だい音おん声じようを上げる。

「そうだ……」

　シオンは押し殺した声で答える。

　いかにも背に負いたる天焦火翼フエニクス、本体であった。此こ処こが異郷化しているのなら、それは他の悪あく魔まの領地とも繋つながっているということ。つまり、喚よべば来るのだ。先に灯ともした『保険』、鞘さやの炎は、天焦火翼フエニクスを呼び出す導しるべとなるものだった。

　八慧の表情が、幾つもシオンの脳裏を過ぎる。拗すねたふくれっ面が、眉まゆ毛げを吊つり上げた怒いかり顔が、底抜けに明るく優しい笑顔が。もう二度と手に入らなかった筈はずの、日常という名の奇き跡せきをくれる──こいつが居れば、俺おれは幾らでも頑がん張ばれる。

　そして、三頭愛染冥王アスモダイオス。あの三人の純粋な想いを踏ふみ躙にじって立つ暴君は、許してはおけない。誰だれかが誰かを、大切に思う気持ちを利用する奴やつは！

「──天焦火翼フエニクス!!」

　魂たましいとは意思である。決して譲ゆずれぬ意志である。存在に根差す激情である。守る、そして、倒す──意志に呼応し魂が震ふるえ、魔ま力りよくを生み出していく。

　陶とう器きの割れるような音が響ひびき渡った。天焦火翼フエニクスの全身に皹ひびが入り、灰の羽毛が周囲に散る。その下から現れたるは、陽光の如ごとく燃え盛る、炎えん翼よくの大鳥だった。かつて遠き砂の土地で崇あがめられた太陽神、その魂であるとも縷る説せつされる存在。長き年月が悪魔へと貶おとしめたが、かつては高貴にして強大であった、紛まごうこと無き神の姿。十分な魔力が、その姿を取り戻させる。

　無残に焼やけ焦こげ、卑ひ猥わいに爛ただれた大地が、見る見る砂に覆おおわれていく。砂さ塵じんに満ちた天焦火翼フエニクスの『侯こう爵しやく領』が、三頭愛染冥王アスモダイオスの『王国』を侵しん食しよくしているのだ。

　シオンは一つ息を吐くと、右手の刀を持ち上げた。天へと切っ先を向ける。刃が焔ほのおに包まれた。いや、包まれたどころの騒ぎではない。まるで噴ふん火かだ。恐おそらく月辺あたりから地球を見れば、この関東圏に立つ一本の火柱が観測できたかも知れない。それほどの焔だ。ごっそりと抜ぬけ落ちた魔力と引き換えに生まれ出た、虹にじ色いろの炎。

　これは保険だった。本来は『敵を攻こう撃げきする為ための技』ではない。それに、本体の召しよう喚かんには時間が掛かる。間に合う筈はずがなかったのだ。架かヶが世せが何度も挑み掛からなければ。そして『八慧』が、身を呈ていして時間を稼かせいでくれなければ。頼りになる相棒が。

「──三頭愛染冥王アスモダイオス」

　シオンは魔王を見下ろし、血ち生なま臭ぐさい怒ど気きを吐いた。自分の中に、此これほどの激情が生まれ出る日が来るとは、思わなかった。十年前のあの日、廃はい墟きよの中に忘れてきた昂たかぶり。

「てめえの王道は、此処で俺が断つ」

「王を見下すか、人間風ふ情ぜいがああああッ！」

　三頭愛染冥王アスモダイオスは、星をも震わせるほどの怒ど号ごうを以もって応じた。

「受けよ神しん槍そう、『疝気悪龍ザツハーク』!!」

　シオンと八や慧えを諸もろ共ともに貫つらぬかんと、槍の一いつ閃せんを突つき放はなつ。回転する穂ほ先さきが大気を巻き取り、乱雲を生むほどの刺し突とつ！

「おおおおおォォォォォッ!!」

　シオンは歯を食いしばりながら、焔えん刃じんを振り下ろす。怒ど号ごうの全すべてを解き放ちながら。

　天を貫く炎の塔とうが、紅ぐ蓮れんの雪崩なだれと化して崩くずれ落ちる！　向かい来る穂先を弾はじき飛ばし、見渡す世界を袈け裟さに薙なぎ払いながら、灼しやく熱ねつの波動を迸ほとばしらせる！　余波を僅わずかに浴びただけで、地に蠢うごめく石切蟲シヤミールの群れが、塵ちりと化して消しよう滅めつし、

「ヌ、グゥッ!?」

　アスモダイオスの呻うめき声も、炎の渦うずに呑のまれて……

　──炎熱の洗礼は過ぎる。

　轟ごう焔えん一閃、放った後は炎翼も消え失せ、浮力を失ったシオンは地面へと降り立った。靴くつ底ぞこが砂を踏みしめれば、砂すな埃ぼこりが乾いた風に舞った。残心はせずに、『咲夜』を肘ひじ内うちに抱だいたままの左手の鞘さやへと、草薙クサナギの冴さえ渡る刃を、すらりと納めた。

「……フ、フハ、フハハハッ！」

　哄こう笑しようが降り注ぐ。斬きられた筈はずの三頭愛染冥王アスモダイオスの肉体には、傷一つなかった。

「どのような存在の力であれ、余に炎は効かぬわッ！　ましてや侯こう爵しやく級など！」

「そんだけ自信がありゃ、避よけないと思ったよ」

　シオンの呟つぶやきは聞かず、三頭愛染冥王アスモダイオスは高らかに嗤わらう。

「貴様は矢や張はり、王足り得る器ではないのだッ！　娘諸共に死ねいッ!!」

　三頭愛染冥王アスモダイオスが再度、剛ごう力りき無む双そうの槍やりを突き放たんとする。

　シオンは一息吐くと、槍の切っ先を見やりながら、右手の指を振り鳴らした。

「聖王の名に於おいて、悪の理を以もって義を成さん──『灰かい燼じん輪りん廻ね』」

　フェニクス。異郷深く、侯爵領に於いてのみ顕あらわされる、真なる姿の名はフェニックス。不死侯と二つ名されるその存在は、死と再生を司つかさどる、偉大な火の鳥だ。

　──放たれた槍の切っ先が、シオンの眉み間けん直前で止まった。巻き起こった螺ら旋せん状じようの風が、銀色の髪を靡なびかせて行き過ぎる。

「ぐ……」

　三頭愛染冥王アスモダイオスが、

「ぐボ、ゲあああァッ!?　こ、此これはッ！」

　苦く悶もんの叫きよう喚かんを上げ始めた。その腹の深しん奥おう、三つの光が巨きよ躯くの最さい奥おうにて明めい滅めつし、三つの口から次々に飛び出すと、僅かな火線の光こう芒ぼうを残して空の向こうへと消える。

「ぬ、ヌウウォオ、余の原資が……魂どもが抜けていく！　まさか、まさか貴様!?」

　それを皮切りに、次々に光の奔ほん流りゆうが、花火の如ごとく溢あふれ出した。あれらは魂、犠ぎ牲せい者しやたちの魂だ。リュウと三頭愛染冥王アスモダイオスによって殺された、非業の魂たましいたち。

　不死侯の炎に斬きられた死者たちは、各々が在るべき場所へと還かえり、傷ついた肉体を再生させ、再び其そ処こに宿る。

「ああ、蘇よみがえらせた。生いけ贄にえを失ったら、てめえはどうなる？」

　静かに返すシオン。

　これぞ活人剣・灰かい燼じん輪りん廻ね──不死侯最大にして究極の秘剣。

　元々、三頭愛染冥王アスモダイオスに向かって使おうとは思っていなかったのだ。八や慧えがもし、万が一命を落とすようなことがあれば、蘇らせるためにと準備していた。

　魂の舞い踊る光に照らされながら、シオンは物思う──良いじゃねえか。

　他の何も要らないくらい、善とか悪とか、効率的な人生とか、逃げ道とか、そんなこと気にならなくなるような恋ができるなら、それができたなら、良いんじゃねえか。幸せなんじゃねえか。俺おれには到底恋愛なんてのは分からんが……

　牛うし込ごめ、樋ひ辻つじ、人ひと吉よし──やり方は間違いだらけだった。だが、花はな吹雪ふぶきに対する想いだけは、本物だったんじゃねえか？　なんせ、命をかけるほどだもんなァ……今度は間違わねえようにしてくれよ。

　──全すべての魂を吐き出した三頭愛染冥王アスモダイオスは、半透明になっていた。生贄を失い、存在が希き薄はくになっているのだ。

　霧きりが晴れていく。空間が軋きしみを上げて置換されていく。糜び爛らんした『王国』と乾き切った『侯こう爵しやく領』が混じり合う混こん沌とんの風景から、現世へと。

　シオンは片かた膝ひざをついて『咲さく夜や』をアスファルトに寝かせると、左手の指輪を持ち上げ、三頭愛染冥王アスモダイオスを見み据すえた。さあ、もう少しだ……もう少しだけ、意地を張らねばならない。背筋を伸ばして胸を張る。

「……俺に下れ、アスモダイオス」

　愛欲の暴君は呻うめいた。

「人間が……たかだか人間が、余の力を従えるだと？」

　憎ぞう悪おに歪ゆがんだその顔を、シオンは眼光鋭するどく睨にらみ上げる。

「このまま、現世への影えい響きよう力りよくを失うか？　来いよ」

「ヌウゥッ……良いだろう、やってみろッ!!」

　半透明な巨体が、怒ど号ごうを残して消えた──途と端たん、シオンの胸を鼓こ動どうが強く打うち据すえた。

「……ぐっ!!」

　シオンは全身を震ふるわせる。視界が歪み始める。皮ひ膚ふの内側、筋肉や内臓、骨、それらが全て一気に膨ぼう張ちようするような感覚があった。木こっ端ぱ微み塵じんに爆ばく発はつしそうだ。魔ま王おう級との契約は初めてだが、想像以上の力が……

「が、あっ……ぐあ、アアァァァッ!?」

　そのまま仰あお向むけに倒れ、片手で胸を掻かき毟むしる。絶叫が勝手に口から飛び出していく。意識が遠のく。際限なく大きくなっていく鼓こ動どうだけが、耳じ朶だを打つ。魔ま力りよくも残り少ない。常人ならば致ち命めい傷しようであろう傷を何度も受けた肉体から、鮮せん血けつが溢あふれ出す。

『ふははは、このまま貴様が意識を失えば、この肉体は余のものぞ。さあ、明け渡せ！　貴様の王道を！』

　魔ま王おうの哄こう笑しようが体内から聞こえる。霞かすみゆく視界は不意に、今このときではない、遠い景色を映す。




　薄く微ほほ笑えむ男。全すべてが黒い装いの中で、肌はだだけが異様に白い男。黒く垂れ下がった長い髪の隙すき間まから、じっとシオンを見つめた男。大だい魔ま術じゆつ師しアレイスター・クロウリー。あの滅ほろびの都市で。

『──両親を、助けたいかね？』

　耳朶に蘇よみがえる声は、いっそ優しくすらある。

『大切なのは、君の意志だ』

　意志──俺おれの意志……あのとき、俺に意志が足りなかったのか？　お父さんとお母さんを助けたいって意志が？　意志だけでは、どうにもならないことだってある。確かなのは一つ。あの日、自分は無力だった。余りにも無力だった。

　記き憶おくの底から、狂おしいほどの痛みと苦しみが、掘り起こされてくる。哀あい惜せきに咽むせび、慟どう哭こくに軋きしみながら廻まわる走馬灯。

『……ああ、見なければ、信じられないか？　そうだろうな、人の心とは希望を追うに容易たやすく、絶望は受け入れ難いものだ』

　男の片腕が振られ、瓦が礫れきが宙に浮く──やめろ……やめてくれ!!

　絶望の爪つめ痕あとが、激しく胸を打つ心音を握にぎり潰つぶそうとする。あの日のように、今もまた。

『そうだ、狂ってしまえ……』

　促うながす声。強く促す声。狂ってしまえ、狂ってしまえ、狂ってしまえ、狂ってしまえ……鼓動と同じリズムで繰り返される言葉。激げき烈れつな痛苦が何度も何度も襲おそい来る。意識が遠のく……




『──なあソロモンよ』

　狂気の狭はざ間まで、シオンは魔王の声を聞く。

『苦しかろう……辛つらかろう……もう楽になってしまえ。お前のできなかったことを、余が代行してくれよう』

　──できなかった、こと……だと？

『本当は、幸せそうな誰だれも彼も、憎らしいのだろう？　何な故ぜ自分だけがと思うのだろう？　安心するが良い、余が何もかも壊こわし、汚し、弄いじり尽つくしてやる』

　シオンの唇くちびるが、歪ゆがんだ笑みを刻む。両の眼に悪心が揺れる。

　なるべく見ないようにしてきた。自分の心の醜みにくい場所。どうしてこんな重たい荷物を、自分だけが背負わなければならないのか。どうして戦わなければならないのか。どうして望まぬ痛みばかり味わうのか……

「く、クク……ガフッ……フくく……確かにまあ、理り不ふ尽じんだよなァ……」

　シオンは吐と血けつしながら呟つぶやく。

『そうであろう？　さあ、余に全てを委ゆだねよ。お前の代わりに覇は道どうを歩んでやる。捨ててしまえよ……お前を苦しめる想いなど、全て』

　胸の内より泡あわの如ごとく湧わき出る声に対し、シオンの顔に浮かぶのは、弛し緩かんした微び笑しようだった。

「グッ……ク、はは……お笑いだぜ、魔ま王おう」

『……なんと？』

「てんで分かっちゃあいねえ……ぐふ、ハァッ……誰だれも、誰かに自分の人生を……歩かせることなんて、できねえ……どんだけ、苦しかろうと……つらかろうと……グゥウッ！」

　喘あえぎながら、シオンは抗あらがう。湧き出る悪心に。

「想いを……捨てろって？」

　──何な故ぜ俺おれがさっき、灰かい燼じん輪りん廻ねを振るい得たのか。尽つきかけていた俺の魔ま力りよくを、何が補ったのか。俺の足を支えてくれたのが、何なのか……お前には分かるまい。

「想いは……道具じゃあ、ねえ……捨てたり拾ったり、出来るかよ……捨て切れねえほど想うから、強くなれんだ……」

『しぶといな……古こ都と城しろ八や慧え、あの娘も、お前のものにしてやれるのだぞ？』

　揺らいでいたシオンの瞳ひとみに、一ひと際きわ強く光が戻る。ＡＥＤの電気ショックを受けた患者みたいに、全身を反り返らせて叫んだ。

「ぐ、が、あああああああッ！」

　──上等だ簒さん奪だつ者しや、全力で来い!!　上等だよ……八慧の名前を出したな？　何が何でも負けてやれねえ。永遠だろうと耐たえ抜ぬいてやる!!




　……どれほど、叫び続けただろう？




　やがて、五月の夜風が頬ほおを撫なでるのを、シオンは涼すずしく感じた。

　激流の中にあった意識が、ぼんやりと戻って来るのを感じる。

　地面を跳はね回っているうちに、永遠とも思える苦痛は、少しずつ削けずり取られるように治まっていった。口から溢あふれ出ていた自動的な絶叫が、擦かすれた末尾を残して消えていく。

「あ……ぐッ……」

　胸の奥おくで暴れ回っていた力が、少しずつ身に馴な染じんできていた。荒あらい呼吸を繰り返しながら、シオンは眼前の空を見上げていた。もう起き上がる力も無い。

『おのれソロモン……お前の影かげの内より、お前の心の裡うちより、余は見ておくぞ……お前がいつか人の想いに絶望し、それを自ら捨て去る日が来るのをな！』

　憎にく々にくしげな呟つぶやきが、心の奥で残ざん響きようしたかと思えば、指輪が一ひと際きわ強く輝かがやいた。

　王の気配、『王国』を形成していた魔力が、台風のように荒あれ狂くるい、仰あお向むけに倒れたシオンの指輪へと吸い込まれてゆくと、やがて唐とう突とつに収まった。衝しよう撃げきがシオンの全身を震ふるわせる。専属契約の完了だ。

　轟ごう音おんを立てて、『門ゲート』が崩くずれ去っていく。アスファルトに伝わる震しん動どうを背中で聞く。眼前には、妙みように澄すみ切った五月の夜空が広がっている。

　──八や慧え？　八慧は……無事なのか？　架かヶが世せは？

　もう体は一ミリも動かない。眼球だけを何とか動かし周囲を見る。剥はがれたアスファルト、穴だらけのビル、積み上がった瓦が礫れき……破は壊かいの爪つめ跡あとが痛々しい。

　──ああ、クソッ、もう本当にカラッケツだ……魔力が切れたら、生命維い持じが出来ねえ……早く、早く来てくれ、待機班、マジで……やば、い……死……ぬ……

「ん、んんっ……あ、あれ？　た……竹たけ葉は谷や、君？」

　声の方に視線を向ければ、霞かすむ視界の中で身を起こす影があった。

「や……八慧、か……？」

　いや、まだ幻げん像ぞう術じゆつが切れていないのだろう、シオンの目には八慧にしか見えないが、中身は『咲さく夜や』なのだろうか？　キョロキョロと心細げに見回してシオンを見つけると、両目を大きく見開いてから、じんわりと涙を滲にじませた。

「うわあっ、ひ、酷ひどい……や、やだよ……死んじゃヤダあ！」

　ロケットダイブ！

「ごふっ」

　抱だきつかれて、血を吐はくシオン。

「お、落ち着け……死なねえ……落ち着け……」

　朦もう朧ろうとしながら返す。

「あっ、竹葉谷君!?　良かった意識ある！　待ってて、すぐ一一〇番するから！」

「それは……警察、だ……」

「あ、え、えっと……何番だっけ!?　うわああん！」

　シオンは八慧の頭を撫なでた。激しく痙けい攣れんする片手を、何とか叱しつ咤たして動かす。慰なぐさめるというよりは、概おおむね自分の為ためだったが。

「死なねえ、から……落ち着いてくれ……頼むから、な……」

「う、うん……落ち着く……」

　頭を撫でられながら、八慧は目を細める。目の端はしから涙が零こぼれた。シオンの心音を聞くように頭を伏ふせると、そのままじっとしていた。命の在あり処かを確かめるように。

「……お前……八や慧え、なのか……？」

　尋たずねられると、八慧は頭を持ち上げた。涙に濡ぬれた瞳ひとみを不思議そうに丸くして、

「え？　八慧、ちゃん？　えっと……どうなんだろ……？」

　自分でも良く分かっていないようだ。

「分かんねえか……まあ良いや……そのうち戻んだろ……」

「うん……あ！　あのね、竹たけ葉は谷や君、あの……ありがとね……助けてくれて……」

　目に涙をいっぱいに溜ためた八慧が顔を上げた。泣きそうな笑顔で。ロマンス空間独特の煌きらめきが、周囲に舞う。

　シオンは視線を交わしながら、朦もう朧ろうとした頭で考える──あれ、この八慧……かなり……良くねえか？　なんつうか……物もの凄すごく可か愛わいいぞ、こいつ……何より、暴力性がないってのは、夢のように心穏おだやかな日々が……

「き、気にすんな……お前も俺おれを……助けてくれた……しな……」

　思わず素直になって、シオンも返す。

「本当？　だったら、嬉うれしい。わたし……私も──」

　言い掛けた八慧の表情に、途と端たんに活気が漲みなぎったかと思えば、

「にゅぎゃーっ!?」

　それは突とつ然ぜんの悲劇だった！　ビンタがシオンの頬ほおを強きよう襲しゆうせしめたのである。ご丁てい寧ねいに往復だ。ロマンスの煌きは一いつ瞬しゆんで、遠い彼方かなたへと吹き飛んでいった。

「なっ、何あんた、いきなり!?」

　邪じや眼がんが切れたようだった。弾はじけるようにシオンから離れて、両腕で体を抱だき、混乱している様子の八慧。

　シオンは最後の力を振ふり絞しぼって口にした。

「それホント……俺の、台詞せりふ……だか、ら……」

　そして意識を失った。

　これで死んだら、止とどめを刺したのは八慧だな、と思いながら──闇やみ。







　　終章　ミスティ・フューチャー







「──よっ、おはよう、御二人さァーん！」

　小気味良いスポークの回転音からの、切れのあるブレーキ音を立てて、和わ田だ光みつ彦ひこことムギワラはやって来た。五月の爽さわやかな朝に相応ふさわしい音色だった。

「おっすー」

　八や慧えが欠伸あくび混じりに返し、

「ブレーキ換えたのか？」

　シオンが言う。

「おう、流石さすがに危なかったんでなー、いやー、新品気分だわコレ！」

　答えながら自転車を手早く折おり畳たたみ、片手引きにして二人に並ぶムギワラ。

「シオンはもう体、大だい丈じよう夫ぶなのかよ？」

　尋たずねられて、シオンは一いつ瞬しゆん考える。

「あー……まあな……」

　昨日、つまり水曜日、シオンは学校を休んだ。流石にあれほど満まん身しん創そう痍いなら、魔ま人じんといえど回復には時間が掛かった。意識を取り戻したのは、昨日の夕方だ。

「そっか、良かったなーホント、心配してたぜ」

「悪かったな、そりゃ」

「リキとかこの世の終わりみたいな顔でさあ」

　休みの連絡はしてあるはずだが、どう言ってあるかは聞き忘れていた。何となく話を合わせておく。この感じからすると病欠らしいが。

「でも怖こわいよな、俺おれも気をつけるわ……」

「……俺、何の病気だったんだ？」

「え？　いや……」

　ムギワラは八慧をチラリと見てから小声で、

「俺心配で昨日ちょっと電話したら、お前の親父さんらしき人が、エロ本読み過ぎて鼻血出して出血多量で死にかけたって……」

　シオンは片手で額を覆おおった。

「……そうか」

「大変だったな……」

　励はげますように、肩をじんわりと叩たたかれる。

「……まあな」

　適当言うの止めてくれよオッサン、と思う。俺おれじゃなかったら、登校拒否ものだな、とも思う──いや、俺でもちょっと帰りたいし、泣きたいレベルだぞ。

　八や慧えが『何の話？』という顔で不思議そうに見上げてくるが、無視する以外ない。

「──うあーん、八慧ちゃあん！」

　教室に着くなり、咲さく夜やがロケットのように八慧に抱だきついてきた。

「おはよー、今日はどうした？」

「なんか、わたしが恋してるの、皆に知れ渡ってるよー、誰だれか言ったんだー！」

「あ、それ、多分俺？　昨日夕飯食いに来たＢ組の奴やつに話したような……」

　悪びれずにムギワラが言う。

「何で言うの！　ねえ何で言うの!?」

　ポカポカとムギワラに殴なぐりかかる咲夜。

「え、言っちゃ拙まずかった？　聞かれたからさあ、お前のこと」

「普ふ通つう言うー!?」

「で、でもさあ、ほら、別に隠かくすことじゃなくねえ？　良いじゃん恋、青春じゃん！」

　二人の会話を貫つらぬきながら、爆ばく走そうしてきたリキがポージングしながら、

「シオォォン、ねェ大だい丈じよう夫ぶなの!?　エッチな本読み過ぎて出血多量なんてアタシに言ってくれたら幾いくらでも見せちゃうのに、この肉体美をフンッ！」

　無視して机に向かうと、突つっ伏ぷして寝たふりを決め込んだ。思った以上に精神的につらいものがある。

　そのまま聞く教室の会話は、一昨日おとといの地じ震しんが凄すごかったという話が多いようだ。一日挟はさんでこれなら、昨日はもっと多かったのだろう。情報処理班が、比ひ喩ゆでもなく死ぬほどに頑がん張ばり、大おお潮しお区の凄すさまじい被害は、埋立地の液状化が問題だったと言うことになっている。犠ぎ牲せい者しやが一人も居なかったのが幸いだったようだ。親しい人間を失ったりするような深い心の傷きず跡あとは、記き憶おく操作でも消せないことが多い。

　さっぱりした性格の咲夜は、既すでにムギワラを責めるのを止めていた。リュウに全然逢あえないという、愚ぐ痴ちと相談の合いの子を発しながら、溜ため息いき吐つくことしきりだ。

　シオンは昨日、目を覚ましたときのことを、つらつらと思い出す。




　──本部の病室に、窓から夕陽が差していた。

　太ふと腿もも辺あたりに重みを感じて見下ろせば、制服姿の八慧がベッド脇わきの丸まる椅い子すに腰を下ろし、突っ伏したまま寝息を立てていた。夕陽に照らされた寝顔を見れば、八慧が無事であったことが実感できて、気持ちが安らぐのを感じた。

　身じろぎに気付いたか、パチリと八慧の目が開いたので、ふと頭を撫なでようかと思って伸ばしていた右手を、シオンは慌あわてて引っ込めた。

　八や慧えは数回瞬まばたきをしてから目を丸くし、勢い良く身を起こした。

『あ、起きた！　もー！』

『何でいきなり怒おこってんだ……』

『寝すぎだよ、あーホントもー……すっごい心配した……』

　八慧は少し俯うつむいて、ぐすっと鼻を鳴らす。そのしおらしい仕草にシオンは戸と惑まどう──心配してくれる彼女の気持ちが嬉しいと、素直に口に出来る男ではない。

『お前だって今、寝てたじゃねえか……』

　取とり敢あえずいつもの調子で軽口を返せば、八慧はキリリと勢い良く顔を上げ、バタバタと駆かけて行った。怒ったのかと思ったら、ぞろぞろと人を引き連れて戻って来た。

『シオン！』

　珍しく小走りでやって来たモニカの右後ろ、

『やっほう少年！　お疲れ様』

[image: ]

　ミコットが笑顔で手を振っている。逢あうのは久しぶりだ。もう少年と言う年齢でもないと思うが、面倒なので訂正はしなかった。

『ども』

　シオンは会え釈しやくを返す。

『やあソロモン、君ねえ、九割方死んでたよ。いやあ、遣やり甲が斐いのあるオペだった』

　日ひ流る子こが朗ほがらかに、ぞっとする様なことを言う。

『架かヶが世せは？』

　気になっていたことを尋ねると、日流子はあっけらかんと、

『無事だよ』

『マジですか!?』

『まだ寝ているがね。石化毒なら淡あわ島しま君が治せる。逆に石化していたのが良かった。状態が停止していなければ、今いま頃ごろ死んでいただろう』

　シオンは胸を撫なで下ろした。酷ひどく癖くせのある男だが、一いつ緒しよに戦った仲だ。死なれていたら、また後こう悔かいしていただろう。

『シオン……改めて、三頭愛染冥王アスモダイオス討とう伐ばつ、本当に御苦労様でした』

『ああ、いや……』

　モニカが深々と頭を下げるので、シオンは落ち着かなかった。

　三頭愛染冥王アスモダイオス──とんでもない相手だった。倒せたのは奇き跡せきに近い。

　しかし、あの強大な魔ま王おうに現世での動力源を与えていたのは、三人の青年が咲さく夜やへと寄せた純じゆん粋すいな想いだ。人の想いが成し得る奇跡──誰だれしもが持つその強大な力と、それを利用せんとする悪あく魔まどもの恐おそろしさを、シオンはまざまざと感じたのだ──。




　思い出から戻ったシオンは、おもむろに身を起こすと、名を呼んだ。

「──なあ、花はな吹雪ふぶき」

「んー、なにー？」

　振り向く咲夜へと、

「お前、少しだけ、回りを見てみねえか？」

「……え？　回り？」

　キョロキョロとする咲夜へ、シオンは続ける。

「いやそういう意味じゃなくて……物理的な意味じゃねえよ。比ひ喩ゆだよ比喩……」

「う、うん？　比喩ね、比喩」

「お前はすげえ、良いヤツだからさ、お前を大事に思う奴やつは、きっと沢たく山さん居る。好きだって奴も、多分居るぞ」

「え、えっと……？」

　咲夜は戸と惑まどい顔。

　悪魔は、ほんの僅わずかな心の隙すきを狙ねらってくる。三人の男子の儚はかない恋心、その少しの捩ねじれすら見逃さなかった。

　何か、自分にできることはないか？　踏み込んでみようと思ったのだ。せめて、命を懸かけてまで咲さく夜やを守ろうとした、あの三人の想いに気付くきっかけぐらいになればと。

「お前がその、リュウとかってヤツを好きなのは知ってるけど、お前に向けられた想いにも、少しだけ目を向けてやってくれねえか。全然気付かねえってのは、勿もつ体たい無えから」

「んー……？」

　咲夜は眉み間けんに皺しわを寄せ、頑がん張ばって考えてくれているようだ。

「なんつうか、あー、上う手まく言えねえなァ……何ど処こかにお前のことを、物もの凄すごく好きなヤツが居る気がするんだよ」

　名前まで出すのは気が引けた。流石さすがに其そ処こまでは、お節介過ぎると思う。本人たちが秘めているものを、明らかにするのは──いけねえ、こういう腹芸は苦手だ……

　咲夜は暫しばし考えた後、ハッとした顔で挙動不審。両手の指をモジモジさせ、

「た、竹たけ葉は谷や君……わたしのことがっ!?」

　咲夜のそんな台詞せりふの後ろで、小さく息を呑のむ音。同時にかたり、机の足が鳴った……八や慧えだ。

「いや、違えよ!?」

　──ちょっと待て、なんでこうなる!?　いや、そうか？　こうなってもおかしくないのか、この流れは……いや分からん……恋愛は分からん……

「え、えーっと、竹葉谷君ってカッコイイんだけど、なんか御お爺じいさんみたいだから……ごっ、ごめんなさい！」

　告白してもいないのにフラれた。八慧が細く吐と息いきを零こぼす。からかって……いや、安あん堵ど？　その意味を推察している余よ裕ゆうは、シオンにはない。咲夜の大きな勘かん違いを解かなくては。

「いや、だから！　別に俺おれの話じゃなくてな、まあとにかく、回りを見てみろって──」

　言い掛けたとき、チャイムが鳴った。邪じや魔まされたような、助かったような……

「えー、今日から転校生が、うちのクラスに来る」

　教きよう卓たくに付いた担任が開口一番言ったので、教室はにわかにざわついた。

　──「あ、あたし、今け朝さ見たかも、廊ろう下かで！」「どんなだった？」「ヤバいよ、なんかね、超カッケーの」「えーマジで、芸能人だと誰だれに似てる？」「うーんとね、あれ……ほら、佐さ々さ木き小こ次じ郎ろう！」「それ剣けん豪ごうじゃね？」「凄すごいクールでさ、近寄るな、って感じなの！」「なんだ男かよ、男は要らねえよ男は……」「何言ってるのよアンタら、男だから良いんじゃないのよアァーン！　期待で股こ関かん節せつ内転筋群がビックビクしちゃうゥン！」……

　シオンは眉まゆを寄せる──転校生？　この時期にか？　近寄るなって感じ？　何か引っ掛かるモンがあるが……

　担任は、廊下に首を向けて言う。

「よーし、入って来い」

　ドアが開き、入って来た男子生徒を見た瞬しゆん間かん、シオンは盛大に吹き出した。周囲で主に女子と、約一名の男子による黄色い声が上がったので、聞かれずに済んだが。

　長い髪を後ろで一つに括くくり、露あらわになった怜れい悧りな面立ち。高校生男子とは思えない気配を纏まとった男子は、

「ほら、自己紹介」

　担任に促うながされて口を開いた。

「天あま津つ架かヶが世せ」

　名前以外、何一つ言わない、確かにそれは自己紹介だった。端たん的てきに彼と言う人間を言い表していた。誰だれ一人寄せ付けない、近づくなという意思を。

　驚きよう愕がくの視線を八や慧えへと向けると、八慧は良い笑顔でグッと親指を立ててきた。

「お前っ……知ってたのかよ……！」

　小声で尋たずねる。

「驚おどろいた？」

「ああ……頭が痛えよ……」

　ヒソヒソと会話を交わす。

　高校生の黒装退魔師ホーリーオーダーは、大体この学校に来る。つまり架ヶ世は黒装退魔師団ホーリーオーダーに入ったのだろう。予想できなくもないが、予想外でもある──良く組織に入る気になったな、あいつ……どう考えても、面倒なことになりそうだ。協調性とか、俺おれが言えた義理じゃねえが、大だい丈じよう夫ぶなのかよ……

「お前の席は一番後ろの、窓際から二列目……あそこな。教科書まだ届いてないだろうから、近くのヤツに見せて貰もらえ」

　指差す担任の言葉に頷うなずくと、架ヶ世はリキの右みぎ隣どなり、つまりは八慧の真後ろに座った。案外大人しいので、シオンは一応胸を撫なで下ろす。気が気ではなく、ＳＨＲシヨート・ホーム・ルームの内容は頭に入らなかった。

　──と、授業との間の僅わずかな空き時間、架ヶ世は席を立つと、シオンの机の真横に立った。口くちの端はを上げて言う。

「宜よろしくな」

「……お、おう」

　戸と惑まどいながら返すと、架ヶ世はシオンが机の上に出していた一限数学の教科書を、自然な動作で奪うばい去って行く。

「何盗とってんだお前!?」

「近くの奴やつに見せて貰えと言われたんでな」

「隣となりに見せて貰えよ！」

　架ヶ世は、自分はなんらおかしなことはしていない、というような、怪け訝げんそうな表情を浮かべた。

「お前が見せて貰えよ。恋人が隣に居るんだろうが」

　授業前なのでそれほど騒がしくも無い教室に、その声は鮮せん明めいに響ひびいた。シーンとして数秒後、言葉の意味に気付いた八や慧えが赤面して振り向く。ある程度慣れてはいたが、これは余りにも不意打ちというものだ。

「だっ、誰だれが恋人だっての!?」

「なんだ、違うのか？」

「違う違う、全然違うから何勘かん違ちがいしてるわけ!?」

　架かヶが世せはふと口くちの端はを上げ、

「勘違いにしては、随ずい分ぶん仲が良さそうだが」

「ちっがああう!!」

　お調子者の誰かが──多分ムギワラだろう──態わざとらしい口笛を吹く。

「ちょっとシオン、やっぱり八慧ちゃんと、そうなの!?　そうなのね！　もうアタシ、酷ひどい弄もてあそばれて酷いッ、もうアタシ、架ヶ世きゅんに浮気しちゃうから！」

　リキが腕を取って揺さぶってくるのに、シオンは溜ため息いきしか出ない。やや現実逃避気味に、恋人と言えば、と考える──恋人と言えば、あの三人組はどうしているだろう？　魔ま人じんでは無くなったので、記き憶おく操作はされている筈はずだ。昨日何事もなかったようなので問題は無いと思うが、念の為ために後でＣとＤに様子を見に行ってみるか……

　人の想いは強く、ときに恐おそろしい。しかし同時に儚はかない……だからこそ、シオンはそれを守りたい。かつて八や尋ひろが自分にそうしてくれたように。間違えてしまわないように。邪じや知ち暴ぼう虐ぎやくなる悪あく魔まどもは、その儚さこそを狙ねらうのだと知っているから。







　──そして、一日が始まる。

　まだ誰も気付かない。

　授業中はひっそりとした、新緑の影かげが揺れる、校舎一階の玄げん関かん。木霊こだまする声が、青春の残ざん影えいのように儚く集つどう其そ処こにて。

　２─Ａ、花はな吹雪ふぶき咲さく夜やと名前が書かれた下げ駄た箱ばこに、何い時つの間にか、今いま更さらそれかよ、と言うようなラブレターが三通、開かれるときを待っていることを。

　おそらく誰も気付かない。

　この手紙は、三人の青年たちが、黄金時代から続く今日と、そして今日から繋つながる明日へと、漸ようやく歩き出した、その証あかしなのだと。




　五月の風は爽さわやかだった。

　だが、今日も何ど処こかで霧きりは煙くもり、悪魔の嗤わらいは木霊こだまする──そして、その声を追って黒衣は翻ひるがえる。この霧想の街に。







　　あとがき




　皆様、お久しぶりで御座います、多た宇う部べです。

　う、う、ウオオォォーッ、新作を御お披ひ露ろ目め出来ましたぜーっ！　感無量です……自分の作品の内容や、特にテーマについて語ることは、かなり気恥ずかしかったりするのですが、折せつ角かくの新シリーズですし、今回はちょっとやらせて頂きましょう！

　中高生の頃ころ、私にとって『世界』とは、実家、行きつけのゲーセンやコンビニ、本屋、通学路、そして学校……それら狭い領域を指す言葉でした。今の私はあの頃に比べて、随ずい分ぶんと広い世界に住んでいます。しかし単純な面積は広がっても、『心の世界密度』は、逆に希き釈しやくされてしまったように感じます。

　今から考えれば下らないことに真剣に悩み、苦しんだ日々。あの頃の鮮せん烈れつな『世界』はあまりに繊せん細さいで儚はかなく、ほんの容易たやすいことで壊こわれてしまう気がしていました。友人と喧けん嘩かをすれば『世界』が終わる気がしていた。恋破れれば『世界』が終わる気がしていた……しかしその儚さこそが、見る物全すべてにあれほど美しい輝かがやきを含ませたのではなかろうかと思うのです。

　この物語は、そういう他愛もない『青春の出来事』が、そのまま『世界の危機』に直結するように描いていければ……と思っております。極小が極大へと繋つながる物語。かつて私にとってそうだったように。

　……まあ、なんかカッコイイ台詞せりふでカッコイイ技が出るとカッコイイかなって、そんだけの話でもありますけれど！　あとはイメージの出来るアクションを目指してみましたが、どうでしょう、狙ねらい通りにイケてますでしょうか。

　さあて、頁ページも残り少なくなってまいりましたので、恒こう例れいのことではありますが、この場を借りましてお礼の言葉を述べさせて頂きたく思います。

　粂くめ田た様、並びに編集部の皆様、いつもながらお手数をおかけしました。絵師のすーぱーぞんび先生、「絵師さんが決まったよ！」と編集さんに言われてから虜とりこになり、何度となくＨＰにお邪じや魔まして、色々と妄もう想そうしながら次巻を書かせて頂いております。出版に携たずさわって下さる全ての方々にも、尽つきせぬ感謝を。

　そして当然、読者の皆様！　手に取ってくださり有難う御座います！　本作は、私と編集さんが面白いと思うものを、全力で詰つめ込んだ作品になっており、そしてそれを楽しんで頂ければと、切に願っております。

　それではまた、次巻でお会いしましょう。

　ちなみに著者近影の写真は、実家の犬です。可か愛わいいでしょう？


多宇部貞さだ人と
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多た宇う部べ貞さだ人と

一九七八年愛知県生まれ東京育ち、東京在住。

二〇一三年春、遂に悪魔の召喚に成功。学生時代は両目共に[image: 2.0]あった視力を生贄に捧げ、『断罪のレガリア』を完成させる。
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すーぱーぞんび

平日はゲーム屋さん勤務、休日はバイト戦士。初めまして、すーぱーぞんびです。５年ぶりのラノベだったので楽しく描かせて頂きました！　有給万歳！　２日も使ってやったぜ！







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。
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